
  
    
      
    
  


  
    
      
    
  


  
    
      
    
  


  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ


  　


  レオン（主人公）


  金髪、緑の瞳、赤いマントがトレードマークの魔術師。世界三大国家の一つ、聖サザンクロス法国の第二王子だったが、現在は国を追われる身となっている。彼にはとある秘密が……。


  　


  アイラ


  レオンの幼なじみ。姉は法王に仕える4大騎士長の一人だが、彼女自身は能力がとても低い。レオンに絶大な信頼を寄せていて、彼を守れるような剣士になることが目標であり、夢である。


  　


  クリュウ


  大陸の東に住む異教のダークエルフ。世界に根付く、徹底した階級社会を根絶するために活動する教団の一員。レオンとの出会いから世界で差別や貧困がなくなる可能性を見いだす。


  　


  ライガ


  アシッド王国の王位継承者。家出しているところをレオンとアイラに拾われる。少年故、王になる自覚が欠如しているが、王と国の在り方を徐々に受け入れ、成長していく。


  　


  アクダマ


  最年少でアシッド王国の大臣に就任した、優秀な男。非常に野心的で冷酷な一面をもっており、選民意識の塊のような男である。


  　


  オワリ


  表情を失った謎の美少女。レオンの初恋の相手でもある。物語の裏で、姿を変えながら暗躍する。彼女の目的と正体とは……？




  	プロローグ


  	第１章 赤い魔道士とダークエルフの少女


  	第２章 黒の教団


  	第３章 弱き少女の誓い


  	第４章 帝国の野望


  	第５章 魔王降誕


  	エピローグ




  
    プロローグ

  


  　


  　


  
    　陰鬱な色の空を何百羽ものカラスが飛んでいる。


    　大地は真っ黒に染まっていた。


    　空から見ると、緑の草木や色とりどりの花、森で建てられた家が隙間にチラホラ覗ける。


    　黒いのは生き物だった。


    　辺り一帯に黒く染まった人間が転がっている。


    　彼らに息はなかった。


    　ただの肉塊と呼ぶには憚(はばか)られる姿だった。


    　全員に共通するのは体が黒く染まっていることだ。


    　ここは山奥にある小さな村だ。大地も風も心地よく、川からは小魚が、森からは動物達(たち)が捕れる。田畑の実りは今年の豊作を予感させた。


    　今も変わらず生命の息吹を力強く感じさせる中で、人間だけが黒いのだ。


    　黒い死体は病気によるものだ。


    　黒死病。


    　それがこの病の名前だ。昔から世界各地で見られる原因不明の病は、治療法が今だに見つかっていない。致死率百パーセントの病だった。突発的に発症して周りに感染する。感染源は特定されていない。感染した者は強制隔離される。病の進行は速く、感染者は理性を失って錯乱状態で暴れることもあって非常に危険である。


    　体が徐々に黒く染まり、完全に染まりきれば死んでしまう。


    　黒い人間の死体が埋め尽くす村に、生きている人間達がいた。


    　つばが広い帽子に藁(わら)を詰めた鳥のクチバシのようなマスクを被っている。


    　彼らは肌を露出しないように、革手袋にブーツを履き、長いコートを羽織っている。長い木の棒を手に持ち、それで直接触れずに倒れている人間をつついては生死を確認していくのだ。


    「ううう、おえっ！」


    　黒い死体の前で一人がうずくまっていた。


    　堪(こら)えきれずにマスクを外した若い青年は、胃の中の物を吐き出す。


    「おいっ、大丈夫か？」


    　吐いた青年に気がついて、現場リーダーが駆けつける。


    　ため息混じりに、今回入ったばかりの新顔の肩をさする。


    「飯は食ってくるなって言っただろ？　ったく、しっかりしろ。最近は人手不足だし、ろくな奴が来ねえな」


    　顔を上げた青年の弱々しい目の光を見て、現場リーダーは舌打ちする。


    「早くマスクを被れ！　ここら辺も全員死んでいるな。それでは運ぶぞ。ここで全部だ」


    　新入りはおぼつかない動作でマスクを被った。


    　今日一日だけでどれだけの村人の死骸を運んだことか。


    　新入りは人口３００人余りの村が全滅していることが信じられなかった。


    　致死性の不治の病と聞いていたが、こうして目で見ると現実なのだと実感する。


    　青年達は20人ほどの仲間でここまでやってきた。これが彼らの仕事だった。


    　黒い死体をまとめて台車に積んで運び出す。台車が向かう村の大広場には、すでに山のように死体が積まれていた。


    　広場を見下ろす守護聖人の像が優しく微笑んでいるのを見て、新入りは居たたまれない気持ちになる。


    　新入りは胃のむかつきと吐き気を抑えながら死体から目を背ける。


    　こんな仕事をやる者は貧民街の住人やゴロツキぐらいだ。


    　新入りはしがない家具職人の跡取り息子だったが、父の商売が上手くいかなくなり、母は過労で亡くなって、父は自殺した。工房も抵当に取られ、新入りは18歳で何もかも失ってしまった。町でも潰れた家具屋の息子とレッテルを貼られて、別の工房に入れてもらえなかった。


    　この時代、別の町に住むには住民登録料がかかるし、家を借りるにもお金が要る。よって家具職人の工房に入ることも、自分で工房を用意することもできなかった新入りに稼ぐ方法はなかった。


    　まともな仕事はないが金はどうしても必要だ。幸か不幸か、黒死病関連の仕事なら階級や技量は問わない。しかも今回は生存者調査という実入りが多い仕事を得られた。それだけ危険があったが、自分の身を可愛がってる場合ではない。


    「全く気味が悪いな」


    　乱雑に台車から黒い死体を投げ出しながら、現場リーダーが言った。


    「ハエもたからなければ、死んでいるのにウジも湧かない。野犬まで死肉を漁らないんだから異常だぜ」


    　黒い死体はもう人間のものではない。


    　彼らは実際に死体を目の当たりにして再認識する。


    　蔓延(まん　えん)する黒死病関連の仕事は、都市ごとに商工業者の間で結成された組合であるギルドに国が依頼し、ギルドが下請けに回していくにつれ、幾度もピンハネされるので、実際の労働者に支払われるのは八分の一ほどだ。国が高額な補助金を出しているのに、誰もやりたがらないからたらい回しにされる。そもそも、黒死病関連の仕事は長くできるわけではない。感染したらお終いだからだ。


    　今回の生存者調査は中でも最底辺の仕事だった。実入りが他より多いのには理由がある。


    　現場リーダーは、メンバーが揃ったのを確認すると片付けに入った。


    「全員揃ったな！　油を撒(ま)いて火をつけるぞ！　早く退散しよう」


    　黒死病は感染源が全く分からないので対処のしようがない。空気感染対策・皮膚感染対策、洗浄の処置を施してはいるのに、日雇い労働者の中にも多くの感染者が現れてしまう。


    　これは文字通り死んだら終わりの仕事だ。


    「俺達みたいな生まれつき最下層は、上の者達のために奉仕して死んでいくことが救いか……くそったれ」


    　現場リーダーは忌々しげに吐き捨てた。


    「よし、撒いたな。火をつけろ！」


    　黒い死体は村ごと燃やし、指定封印区として出入り禁止にする。


    　これが国々が取った対処法だ。


    　燃え盛る炎を見ながら馬車で村を後にする新入り達は、今回の仕事が終わった虚脱感でグッタリしていた。


    　新入りの体は安堵から震え出した。初めて人間の死体に触れてまともでいられる者は少ない。まして黒死病を目の当たりにしたのだから地獄のようだったろう。


    　それでもひとまずマシな方だったと現場リーダーは思う。


    　もしもまだ生存者がいたなら、最悪な気分で帰ってきていただろうから。


    　この生存者調査は方便だ。正確には生存者を出してはいけないのだ。


    　馬車の中で現場リーダーは周りの者達同様にマスクを外し、煙草に火をつけて一服する。


    「長い戦争が終わって、世界は平和になったんじゃねえのかよ？」


    　誰も返事をしなかった。


    「何ていうか……」


    　一人が自虐的に笑った。


    「戦争中も今も、俺らの生活はそんな大きな変化無いでしょ？　食べていくためにいつだってお偉い人達の言うことを聞くだけですよ」


    　それは事実だった。


    　最下層に位置づけられた彼らの最大の関心は、その日食べるパンをどう手に入れるかだけだ。


    　戦争も不治の病も、彼らには雲の上のことだった。


    　地べたを這いずり回るしかできない。


    　それも好きこのんで、こうなったわけではない。


    「あ～酒飲みてー。早く金もらいたいっすわ」


    　一人が呟いた率直な思いに現場リーダーも苦笑する。


    「そうだな。やっと終わったんだ。早く酒飲みたいな」


    　現場リーダー達の話に耳を傾けていた新入りは、これで良いのか？　と思った。


    　下流階級にいる多くの者が自分達の生活に不満があるのに、仕方がないことだと諦めている。確かにこの社会のルールに逆らえば罰が待っている。抗議や要求をするだけで思想犯として牢獄行きだ。


    　新入りは上流階級や下流階級という括りや、貧富の差が大嫌いだ。父はわずかな予算の中で自分の理想とする家具を作ったが、それは貴族が気に入るような装飾をふんだんに施した家具の前では見向きもされなかった。品評会で貴族に酷評されてますます売れなくなった。そのせいで自分は今こんな所にいる。否定しないでどうする？　泣き寝入りすれば明日だって来ないかもしれない。


    　現場リーダー達のように現実逃避や、投げやりの気分で笑うなんて、新入りにはできない。


    　幸福が欲しい。


    　上流階級に位置する王族や貴族は毎日暖かい家に住み、美味しい物を食べているのに、仕事をしているのか？　いや、搾取しているだけだ。彼らが憎かった。彼らこそ苦しめば良いのだと強く願う。


    「あいつらにだけ幸福を独占されてたまるもんか」


    　新入りはたまらず呟いた。


    　ぞくっと悪寒が新入りの全身に走る。


    「なんだ？」


    　新入りは目を大きく見開く。


    　さっきまで馬車の出口側に集まっていたはずの仲間は、黒い獣に変わっていた。


    　全身毛むくじゃらで巨大な牙と爪を持ったワーウルフが何匹もいる。


    「うあああっ！」


    　新入りは悲鳴をあげて後退する。肩に手が置かれてぞっとした。


    「り、リーダー！」


    　新入りは辺りを見回して仲間に異常事態を知らせようとする。だが仲間達はどこにも見当たらない。


    　ワーウルフが吠えた。


    「黒いっ！　こいつ黒いぞっ！」


    　なぜ人間の言葉をしゃべっている？


    　新入りは自分の耳を疑うと同時に言葉に反応して自分の体を見る。


    　すると、手にまだら模様のような黒い斑点が多く見られた。


    「え？」


    　ワーウルフが一匹新入りに飛びかかる。


    「うわあっ！　やめてくれ！」


    　ワーウルフの腕力に為す術なく新入りは床に押さえつけられ、すぐに胸ぐらを掴(つか)まれて馬車の外に放り出された。


    　


    　新入りを見捨てた現場リーダーは、頭を打ち付けて悶絶する姿に下唇を噛んだ。


    　これから嫌な仕事をしなければならない。


    　今回の仕事はそういう仕事だ。


    　生存者の確認とは表向きの呼び方であり、本当は黒死病に感染した疑いのある者を殺すことだ。


    　この病がまだ幸いだと言えたのが、放っておくと無限に感染するものではなく、ある程度感染すると止まることだった。多くても数百人規模で終わる。病の流行には数百年ごとという周期があった。


    　なので忘れられた頃に病が発生し、都会から離れた村のように、国が気づいた時には全滅している事例も少なくない。逆に言えば、発生した場所からどれだけ感染するのか分からないので、送られる者は体を張って確認する人身御供(ひと　み　ご　くう)だった。全員が無事に戻って来られればそれ以上感染しないと判断できるからだ。


    　健全な住民、とくに上流階級の者に感染することは許されない。黒死病対策の研究所や病棟の建設、人材の確保には莫大なお金がかかる。それは上流階級のために用意されたものだ。人里離れた山村から危険を町まで運ぶのは常識的にあり得ない。これは危険排除の仕事なのだ。汚れ仕事を汚れた者達にやらせるのは理に適っている。


    　新入りを町まで連れて帰れば、今回派遣された者達全員が感染拡大を防ぐために殺される。それは暗黙の了解だった。だからこそ高額の給金が用意されている。


    　脳に進行した病にやられた新入りは、馬車から降りてくる仲間達がワーウルフに見えて怯えて後退る。


    　現場リーダー達は皆がマスクを被り直し、手に木の棒を持った。


    　彼らにとってここからが本当の仕事の始まりだった。


    　きっと新入りは、こんなはずじゃなかったのにと思っているだろう。


    　幸せな未来を夢見ていたのに。


    　この世界は幸福を平等に与えてくれない。

  


  
    第１章 赤い魔道士とダークエルフの少女

  


  　


  　


  
    「レオンッ！　レオンッ！　ちょっと起きて！　寝てる場合じゃないわ！」


    　意識を取り戻したレオンは、体を乱暴に揺らされていることに気がついた。


    　寝ぼけ眼で顔を上げると、赤い髪に青い瞳の少女が自分を見ていた。


    　少女の髪は肩にかからない長さで切り揃えられており、端整な目鼻立ちをしていて、大きな瞳から意志の強さが見て取れる。女性らしいスラッとした丸みを帯びた体を拘束するように、薄い白銀の鎧を纏(まと)っており、背中には不釣り合いな大剣をぶら下げている。


    　テーブルに酒と食いかけの料理が並んでいるのを見て、レオンは自分が酔いつぶれていたのだと理解する。


    「何だよ、アイラ」


    「あそこ！　子供が大変なの！」


    　少女の一言にレオンは反射的に横を向く。


    　レオンの耳に酒場の喧騒が一気に届いた。


    「ガキがっ！　こんな時間になんでここにいんだよ！」


    「僕がどこにいようと貴様のような輩にとやかく言われる筋合いじゃない。彼女から離れろ！　彼女は嫌がっている」


    　全身筋肉の大男を、橙色の衣服を着た少年が見上げていた。大男を相手に全く怯(ひる)むところを見せない。


    　長い茶髪を後ろで結んだ少年は美形で線が細い。


    　少年と大男の間には料理とお酒ごとひっくり返ったテーブルに、床に崩れて怯えているターバンを頭に巻いた踊り子の姿が見える。周りの体格の良い酔っ払いの野次馬が二人に群がっていた。それぞれが剣や槍などの武器を脇に置いているところから彼らは戦士で、恐らく大男の仲間だろう。


    「レオン、どうしよう？」


    　レオンの隣に座っていたアイラが立ち上がって少年と大男を見た。


    「アイラ、こんなことで俺を起こすなよ。ただのケンカだろ？」


    　レオンはめんどくさそうに少女を非難する。


    「子供と大人のケンカなんて勝負にならないよ！　ね、どうにかしてよ」


    「どうしよう？」から「どうにかしてよ」に移った物言いに、アイラの意志が明確に示されていた。いや、もしかしたらあの子供は武術の達人かも知れないぞとチャチャを入れかけて、レオンはアイラが背負った大剣に目が留まった。


    　いつものアイラなら有無も言わさず助けに飛び出ているはずだった。


    　そうしないのは少年の衣服が原因だ。遠目からでも少年の衣服が上物であることが分かる。貴族以上を客にする有名服飾職人の印章があるからだ。酒場の戦士達は身近で見かけることがないので気づかないのだろう。


    「お付きの人が誰もいないな」


    　レオンは少年がお忍びでこの酒場に来ていると察した。少年の服装から間違いなく第３階級以上であるのは間違いない。


    　ウィズダムと呼ばれるこの世界は、徹底した階級制度によって社会が成立している。


    　王、神官、貴族、騎士・市民（商人・職人・傭兵・農民）の身分差は生まれ落ちた時点で絶対であり、生涯覆(くつがえ)ることがない。輪廻転生(りん　ね　てん　しょう)が信じられているため、生前に良い行いをし、今度はより上位の階級に生まれ変わればいいと教えられている。低い身分に生まれたのは生前の行いが悪いからだ。


    　もしも少年が貴族だった場合、名誉をかけた決闘ということもありえる。命令されてもいないのに勝手に手助けできない。なのでアイラは、立場的にどうにかできるレオンに助けを求めた。


    「私、騎士として放っておけない」


    　アイラの強い意志を宿した瞳に魅入られて、レオンは大きくため息を吐く。


    　彼女は騎士だった。


    　少年が貴族ならば、騎士として助けないのは不名誉になる。


    「ったく」


    　しかし、アイラは理屈無しに放っておけないのだとレオンは気づいている。


    　とにかく面倒見が良いのだ。


    　レオンは席を立ち上がった。


    　アイラの頼みを無下にできない。レオンにとって彼女は大切な幼なじみである。


    　故郷を飛び出してこんな東の奥地までやって来た。お互いが拠り所だった。


    　少年と戦士、周りの野次馬はすぐにレオンに気がつく。


    　銀色の髪に青い瞳、斜に構えたような気だるい顔つき。貴族の狩猟時などに着るロングジャケットと鉄のブーツを履き、袖は肘まで切ってある。右肩の留め具の部分に大きなクリスタルがはめ込まれた赤いマントをたなびかせ、レオンは少年と傭兵の元へゆっくりと歩いて行く。


    　レオンの纏う雰囲気は少年と同じく、この場にそぐわない異質さがあった。


    　レオンは二人のすぐ傍で足を止め、怪訝(け　げん)な目で見てくる少年を放って置き、目を血走らせた傭兵の男をふてぶてしい表情で見上げた。


    「ガキ相手にムキになるなって。ほら、あっち行けよ」


    　レオンがハエを追い払うしぐさで男に手を振った瞬間、怒りのボルテージがＭＡＸに達した男はレオンに殴りかかった。


    「馬鹿！　言葉くらい選びなさいよ！　いつもいつも！」


    　子供の初めてのお使いを見守る母親のように見ていたアイラは、毎度のことながら呆れた。


    　レオンはお坊ちゃまなので性格が悪い。あれでも丁寧に言っているつもりなのだ。


    「おらぁっ！」


    　体ごと突っ込んでくる男の懐にレオンは飛び込む。


    　レオンの体が銀色の光を放つ。


    　


    　眠っちまえ！


    　


    　精神感応による催眠術だ。


    　レオンの指が男の眉間に触れると、膝が床にカクンッと崩れて倒れた。


    　怒り狂った男があまりに不自然にうつ伏せに倒れたことで、周りの誰もが息を呑(の)み、酒場に沈黙が広がる。


    「ま、魔法だ！」


    　野次馬の最前列にいた酔っ払いの一人が叫んだ。　


    　魔法とはこの世界の目に見えないエネルギーをコントロールする術だ。エネルギーには自然の現象である四大元素と、認識はできても捉えることができない事象の二つがある。


    　四大元素とは火・水・風・大地である。


    　事象とは行動の積み重ねによって生まれる結果だ。


    　人間がコントロールできるエネルギーは事象になる。


    　では事象をコントロールする鍵は何か？


    　それは言葉だ。


    　どんな行動も意志から始まる。頭の中の意志が外の世界に繋がることで結果が生まれる。


    　意志を言葉に現すことをきっかけに、大規模な現実干渉が起こる。


    　目に見えない意志を具現化させる、変換行為が魔法なのだ。


    　それはまるで、プレゼンテーションで相手を説得する行為だ。


    　意志が世界を変える。魔力とは意志の強さのこと。意志の折れた時が魔力の尽きる時だ。


    　生まれつき持つ魔力の量はそれぞれ違うし、人生の経験を得ることで高めることができる。


    　この世界における魔道士と呼ばれる者は、自分に限界を作らない強力な意志を生まれつき持った者達である。


    　社会は階級制度によって成り立っているため、貴族以上の階級でないと魔法を使うことは許されていない。強い立場で生まれた者は、周りが自然と従うので自分の意志の具現化に強い自信を持つ。そのため、魔道士は上流階級に多く生まれるからだ。だが、稀に下流階層からも魔法を使える者が出る。虐げられても意志が折れないその者の魔力は絶大なため、上流階級の者にひどく恐れられるのだ。


    　世界のエネルギーをコントロールするために、鍵を発動させる自己暗示に似た詠唱の長さや言葉使いも人それぞれ異なる。同じ結果をもたらす詠唱であっても、詠唱する者によって威力が変わる。短い言葉で意志を具現化できるレオンの魔法は、高いレベルにあった。


    「てめぇっ！　魔道士かよ！」


    　野次馬や席に座っていた戦士仲間が立ち上がって、レオンめがけて突進してくる。


    「ちっ、戦士同士変に仲間意識を持つからめんどくさいんだよ」


    「大丈夫！　レオンには私がいる！」


    　背中にぶら下げた大剣の柄を片手で掴みながらアイラが駆け抜ける。


    　レオンはギョッとする。


    　戦士達が振り返ってアイラを見た。


    　アイラは可憐だった。


    　彼女が町を歩けば、振り返らずにいられないほどの美貌と、女性として魅力的な肢体を持っている。


    　しかし、今アイラは胸から尻にかけてさらしを巻き、筋力が足りなくても大丈夫なように軽装に施した白銀の鎧で体を覆っている。


    　アイラはウィズダムに生きる多くの女性のように家庭へ収まるのではなく、大切な者を守るために騎士として戦場で戦うことを誇りにする少女だった。


    　アイラは両手で大剣の柄を握る。アイラの身長ほどもある巨大な剣を周りは警戒して身構えた。


    　アイラは今こそ大剣を抜き、一撃の下に大勢を薙ぎ払う気概だ。


    　戦士達も強烈な一撃に備えてアイラと距離を取る。


    　アイラは力の限り剣を引く。


    「ううう、ぬぬぬぬっ」


    　大剣は抜けない。アイラは歯を食いしばった必死の形相で腕に渾身の力を込める。


    　だが、背中にぶら下げた大剣は鞘からわずかに刀身を覗かせただけだ。


    　背中にぶら下げた状態から大剣を抜く筋力がアイラにはないのだ。


    　アイラの間の抜けた姿に、戦士達の緊張は一瞬解けた。


    　レオンはその隙に彼らに手をかざす。


    　


    　ぶっ飛べ！


    　


    　アイラの正面を突風が吹き抜けていくが、背中にぶら下げた大剣の重みで踏み止まる。戦士達は壁際まで吹き飛ばされた。


    「ちょ、ちょっと！」


    　起き上がったアイラは、自分まで被害を受けたことに膨れた。


    「加減しなさいよ！」


    　色々ツッコみたいのを我慢してレオンは口を開く。


    「加減した上でこれだ。燃やす魔法を選ばないだけマシだろ」


    　レオンは魔法のコントロールがまだ未熟だ。


    　魔法の加減は言葉と意志の強さをリンクさせることで調整する。レオンの中では、短い言葉が弱くて装飾詞を付けるのが強いイメージだが、逆に短いだけの方が意志が強く込められることもあって、なかなか上手くいかない。


    　並んだ二人は年齢も近く、同じくらいの身長だった。レオンの方がわずかに高いが、同年代の男と比べれば小柄な方だ。なので一緒に並ぶとレオンは少し不機嫌になってそっぽを向いてしまう。アイラはレオンの後ろでたたずむ少年を見た。少年は手を伸ばしたまま固まっている。その目線を追うと、彼が助けようとした踊り子がとっくに逃げ出していた。


    　アイラはため息をつきながら周りを見渡す。戦士達は立ち上がる所だった。


    「レオン、今のうちに！」


    　アイラは少年の手を掴んで出口に向かって走り出す。


    「ん？　これってひょっとして食い逃げか？」


    　レオンの場違いでもない言葉にアイラは慌てて首を横に振る。


    「ちゃんと後でお詫びも兼ねて払いに来るよ！」


    「わかったわかった」


    　レオンはからかうのを止めて走り出す。


    　誰も二人の後を追わなかった。アイラの方はともかく、レオンとはわずかな攻防で力の差をはっきりと見せつけられたからだ。


    　怒りにまかせてケンカを売った傭兵達の誰もが戦意喪失している状況だ。


    　そんな中、二人の戦いぶりをじっくりと観察していた者がいた。


    　酒場の二階席で、黒いローブのフードを被った小柄な少女が一階を見下ろしている。


    「あのクリスタルは偽装魔法(ミラージュ)……あの少年の魔導士はどうしてあんなものを？」


    　誰に聞くでもなく少女は呟いた。


    　


    ◆


    　


    　世界は大きく西の大陸と東の大陸に分かれており、北と南の大陸は東西に比べれば小さくて辺鄙(へん　ぴ)な所のため住む者は少ない。


    　人類三大国家と呼ばれる西の大陸の聖サザンクロス法王国とクオリア帝国、東の大陸のフリーランス商業自治区以外に小国が各地に連立している。人類は西の大陸に生まれて東へと進出してきたので、西の国々と比べると東の国々は文明が遅れていた。世界の主な交通手段は、船か馬車であり、西の大陸の一部では蒸気機関車が利用されている。


    　レオンとアイラが訪れた、東の大陸の山岳地帯にあるアシッド王国の首都は、アーチ形の窓が印象的な煉瓦の家が石畳の上に建ち並ぶ町並みだった。山岳地帯特有の岩を削って造られた家は都心では見られない。ただ、町の外れに向かうに連れて、建築は古くなっており、中央部が最近に建て直されたもので、上流階級が住む場所であることが窺(うかが)える。人々の生活は採石と農耕が主軸で、貿易により国の経済が成り立っている。


    「まじでそいつの面倒を見るのかよ？」


    　町外れの宿屋の二階奥の部屋にレオンとアイラ、そして少年はいた。


    　窓際に二つのベッドがあり、その間に寝台がある他は何もない。宿は木製建築で年月が経っていて、壁や天井には染みが広がっており、床を歩く度にギスギスと音が鳴る。


    　この町で一番の安宿だった。


    　レオンはベッドに腰を下ろしたまま、扉の前で少年の手を握るアイラを見上げる。


    　部屋に入って当たり前のように、少年がここに泊まる準備を始めたアイラに、レオンはまたかと呆れていた。


    「仕方がないもの。今夜はもう遅いし、この子も行く当てがないんだから」


    　拾った野良猫を旅に連れて行くと言い出すよりマシかと、レオンは諦めて「はいはい」と首を数回縦に振った。アイラは安堵の息を漏らす。


    　レオンは仏頂面でアイラの手を握っている少年を見た。整った身だしなみと品の良い顔立ちからは高貴さが伝わってくる。少年は先ほどからずっと俯いていた。


    「いつまで俯いているんだ？　顔を上げろよ。女にでも逃げられたか？」


    「違う！」


    　レオンの安い挑発に少年はすぐに顔を上げた。


    　いや、事実だろとレオンもアイラも思ったが口に出さない。


    「彼女は行く当てのない僕を自分の家に住まわせてくれた優しい恩人だ」


    「あ、そう」


    　聞いてもいない女との馴れ初めを語る少年にレオンは苦笑いする。


    「でも肝心なところでは逃げられちまったな」


    　余計な一言が口に出るのはレオンの性格の悪さの表れだ。少年の横に立つアイラが口にチャックをする動作を見せるが遅かった。


    「黙れ！　無礼者！」


    　少年はレオンをキッと睨み付ける。


    　レオンは肩を竦めて見せた。


    「無礼なのはどっちだよ？　助けてもらってお礼を言わないってのはあれか？　お前の踊り子を語る口調からすると階級差別というよりは容姿差別なのか？　または性別差別なのか？　上流階級だから俺達の相手はまともにできないって言うならそれはそれでいいさ」


    　レオンの言葉に少年は押し黙る。アイラも何も言わなかった。


    　人間が相手をおもんぱかるのは自分と対等な時だけだ。貴族なら余裕があるから市民に無関心であるし、市民の富裕層であるなら階級が同じだけに一般層への差別意識は高い。


    　徹底した階級制度とそれを根本から支える教理の下、人々は差別を当たり前のこととしか認識しない。倫理観も道徳も一色に染まっている。


    　レオンは少年の手を握って放さないアイラを見た。


    　少年は気づいているのだろうか？


    　アイラが少年を守るのは、少年が彼女よりも上の階級だからと考えているなら大きな間違いだ。レオンは旅の途中で貧民街のある町を通った時のことを思い出す。


    　貧民街から一般の大通りには当然物乞いの子供がやってくる。歩く人々の足にすり寄ろうとする子供達だが、誰も目線を合わせることもなく見て見ぬふりをする。たまに足を掴もうとした子供を誤って踏んでしまっても、謝ることはしない。


    　それが今の人類の倫理観だった。


    　貧民街の住民に哀れみを示すのは美徳ではなく、間違った行為だ。幸福は一握りの者達が絶えず独占していないといけない。レオンは踏まれても必死にすがりついて、パンを求める幼い子供の顔を今でもはっきり覚えている。


    　アイラはそこで子供達に財布のお金を全部出してあげてしまう。彼女にとって騎士は弱い者の味方だからだ。高貴な者しか守らない戒律べったりの騎士と違って、アイラは自分の中の騎士像を守っている。まぁ、アイラの財布にお金を補填するのはレオンになるのは別の話だが。


    　レオンはフンッと鼻で笑う。


    「……ライガだ」


    　不意に少年が口を開いた。


    「僕の名前はライガだ。二人とも助けてくれて感謝する」


    　レオンは驚いてとっさに言葉が出てこなかった。


    　自分達の身分を知らないライガが礼を言うのは、当たり前のことではない。


    　アイラがしゃがみ込んでライガを見上げた。


    「ライガ殿。何か事情がおありだとは思いますが、今夜はもう遅いのでぜひ泊まっていって下さい。このような場所ではありますけど、町外れなので静かです。下には小さいですが湯船もあります。お背中をお流ししますので行きましょう」


    　レオンはアイラの服装を見た。今は鎧を脱ぎ捨てて、寝間着姿になっている。


    　サラシを巻いているが、鎧がないと服の上からでも丸い体がはっきりと見て取れる。


    　アイラは生まれつき騎士に向かない体だ。女性騎士であっても、一流の騎士である者は男性に負けないガッチリとした体格をしている。アイラには10歳離れた姉がおり、聖サザンクロス法王国の白凰(はく　おう)騎士団の隊長職を務めていた。アイラは優秀な姉がいることで期待されず、幼い頃から騎士の訓練ではなく、家事全般を始めとした花嫁修業をさせられてきた。全ては才能のある騎士の良き妻になるためだ。アイラに才能がなくとも、婿養子を自家に取り込んで、より優秀な次世代を産めれば良い。


    　なのでアイラは自分の意に反して、美貌や体格だけでなく、しぐさの一つ一つが女性的になった。


    　レオンも年頃の男の子なので、本来ならアイラに恋をしてもおかしくない年頃だが、顔に出すことすらしない。理由は二つある。一つは、レオンが立場上、禁欲を美徳として育ったから。上流階級の者は教理を遵守(じゅん　しゅ)している。男性も女性も肉欲を憎むべきものとしているのだ。


    　二つ目は、そんなわけでアイラが自分の容姿にコンプレックスを抱いているから。レオンが同い年のアイラに欲情する素振りを見せれば、アイラは深く傷つくだろう。


    「レオン、下の浴場に行ってくるから。何かあったらすぐ呼んでね」


    　部屋を出て行くアイラとライガを見送りもせず、レオンはベッドの上に仰向けになった。


    　二人が旅を始めてもう２年が経とうとしていた。


    　聖サザンクロス法王国を出発して西の大陸から船で東の大陸に渡り、フリーランス商業自治区を越えて東へ進み続け、未開の黒い森の手前までやって来た。


    　今年は世界を巻き込んだ１００年戦争が終わってちょうど13年目だ。人類共通の敵を相手にした１００年戦争で、衰退した文明はわずか13年で盛り返した。人類はかつての最盛期のように豊かな生活を送れるようになったが、世界各地で小競り合(あ)いが見られるようになった。


    　レオンは頭だけを後ろに更に下げて窓際を見た。


    　このアシッド王国は、１００年戦争で西の大陸の諸国が最前線で戦ったのと比べれば、直接の被害を受けなかった分、復興当初から経済的に余裕があった。それゆえか真っ先に戦争を始めたのもここだ。アシッド王国は昔から隣国のテイラー王国と仲が悪い。１００年戦争の最中から団結する人類の連合軍への経済・軍事的支出で、アシッドがテイラーよりも出し惜しみしたのがきっかけだ。


    　海沿いに面したテイラーもアシッドも山岳地帯にある同じくらいの小国で、金や銀、宝石や魔法石が多く採掘されるので輸出によって国の経済を支えていた。テイラーはアシッドよりも立地的に金や銀が多く採掘できて貿易も盛んなので、戦時中はテイラーと同じだけの支出をアシッドがするのは難しかったからだ。


    　テイラーはアシッドに不満を覚え、アシッドもテイラーの言い分に不服で、交流が途絶えた。１００年戦争後は、両国とも山岳地帯の新開拓に精を出し、その縄張り争いが一気に激化してこの一年くらい小競り合いを繰り返している。


    　レオンは目を閉じた。まだ酒が残っているので眠気が押し寄せてくる。


    　まどろみの中で、探し人の背中を思い浮かべた。東の奥地まで来たのにまだ見つけられない。ここから先は、人類の文明に置いて行かれた未開の地に踏み入ることになる。異教徒達の巣窟だ。彼らはとうの昔に東に追いやられたが、彼らの領域に立ち入ることになるのにレオンは不安を感じていた。


    　彼らに危害を受けることではなく、自分の思考的な部分でだ。


    　正直、これ以上染まるのは恐(こわ)かった。


    　レオンはハッとして目を開く。


    　とっさの勘だった。


    　窓の外で赤い光が広がっている。


    　レオンが体を起こすのと、赤い炎が窓を突き破って部屋に侵入するのは同時だった。


    　轟音を立てて部屋は炎に焼き尽くされていく。


    　レオンはマントで体の前面を隠して炎と爆風に耐えた。


    　


    　決して炎で燃えない！


    　


    　レオンの体を銀色の光が大きな膜となって覆う。とっさに発動したプロテクトだ。


    　爆風が収まって顔を上げたレオンは、崩れた壁の向こうで満月を背に浮かぶ、黒いローブ姿の少女を見た。少女の顔を見てレオンは息を呑んだ。


    「ダークエルフ？」


    　青白い髪、褐色の肌、紅蓮の瞳、尖った耳。人間よりも洗練された容姿の美しさがそこにあった。この世界には人間とは別に、エルフ族やドワーフ族と呼ばれる数が少ない亜人がいる。


    　森に住み世俗に関心を持たないエルフ。職人気質で物を作ることに夢中なドワーフ。


    　彼らは人間とは住む場所や求める物の違いから共存共栄していた。


    　ただし、同じエルフ族であってもダークエルフは人間に対して友好的ではない。


    　ダークエルフの少女は幼い顔立ちをしていた。不老長寿のエルフ族ゆえに、見た目通りの年齢ではないだろう。レオンは少女の周りの屋根の上にも黒いローブを羽織った者達がいることに気がついた。フードで頭が覆われていて顔が見えないが、黒いローブに刻まれた目の紋様だけで相手を知るには充分だった。


    「黒の教団……異端者か！」


    　レオンの呼び方にダークエルフの少女が眉を顰(ひそ)めた。


    　黒の教団は、人類の共通教理を生み出した聖サザンクロス法王国によって、異端と認定された異教徒である。


    　彼らは「階級を取り払い、貧困を無くし、誰もが自由で平等に生きていける世界」を掲げる闇の教理に生きる者達だ。聖サザンクロス法王国ができた当初からいる異教徒は、どこの国からも追い払われて東の未開の地に移り住んだと伝えられている。本部を東の奥地に抱えながらも、全国各地で支部を設けて宣教活動を行い、その度に弾圧されている。


    　それでも彼らは基本、武力ではなく言葉による活動を行っており、このような形で武力に訴えるのは一部の過激派だけだ。


    「何を以(もっ)て私達が異端者だと決めつけるのですか？　私達が少数派だからですか？」


    　ダークエルフの少女が人間の言葉をしゃべった。


    　レオンは自分を睨む少女をじっと見つめる。


    　初めて会った少女を美しいと感じていた。ダークエルフは初めて見るが、話に聞いていたグロテスクなイメージからはほど遠い。むしろ、無表情で美しい人形みたいなエルフよりも、美しい顔が感情を露わにする様は見ていて生命を感じる。


    　だが、すぐに頭を横に振る。


    「お前達が怠け者だからだろ？　生まれついた自分の境遇は変えようがない。前世の罪を背負って生まれたからには、償う人生を送らないといけないんだ。それなのに、現実を直視せず、自分達の境遇を改善してくれと訴え、楽をしようとする。だから異端なんだ！　お前達と同じような境遇の大多数は堪えて生きている！」


    　レオンは走り出して部屋から少女に向かって飛ぶ。


    　少女は落ち着いた動作でレオンに、赤いダブルホーンの杖を向ける。


    「私達からしたらあなたこそが異端者です」


    　少女の体を青い光が覆う。


    　


    　風の精霊よ！　切り裂け！


    　


    　空気が鈍い高音を立てて揺らぐ。発生した真空刃がレオンを切り裂こうと襲いかかる。


    　エルフ族である相手は自然を司る精霊が見えている。手足を動かすのと同じ感覚で四大元素を操ることが可能だ。杖は四大元素をコントロールするための補助道具だ。優良な杖であればあるほど、エネルギーを増幅して強力な魔法を発動しやすくなる。


    　


    　刃は俺を通らない！


    　


    　レオンが吠える。肉眼で見える空気の刃に銀色の光に包まれた手で触れると、めいいっぱい横に払った。少女が唖然とする。魔法はエネルギーのぶつかり合いだ。操る四大元素の精霊の強さは使用した体内の魔力量に比例するが、事象の魔法の強さの根底にあるのは精神力の強さだ。レオンの意志が少女の精霊に勝った。


    「この距離じゃ次の呪文には間に合わないだろ」


    　レオンは少女の腰めがけて蹴り込む。少女はとっさに腕でガードするが、それも間に合わない。少女の体がガクンと崩れ、地面に勢い良く落ちていく。


    　だがそれを少女の仲間達は大人しく見ていない。


    　レオンは自分に飛んでくる複数の矢に気がつく。


    　


    　矢は俺には当たらない！


    　


    　レオンに当たる直前で矢は逸れてあらぬ方向へと飛んで行く。


    　地面に着地したレオンが見上げれば、屋根の上に散らばった10人ほどのローブ姿の者達に囲まれていた。


    　前を向くと少女の体が青い光で覆われている。魔力を多く込めていると気づくのと同時に、


    「背中が空いているぞ！　人間！」


    　大剣を持った一人が上空からレオン目がけて落ちてくる。フードがめくれて、顔が露わになる。子供ぐらいの背丈なのに全身が筋肉の塊、人間が及びもつかないほどの器用さを持つ、口元に髭をたくわえた男のドワーフだった。


    　レオンは顔を上げると刃に向けて手をかざした。


    　


    　刃は俺を通らない！


    　


    　ドワーフの斬撃はレオンの手で受け止められ、見えない壁に当たったように止まってしまう。


    「なるほど。お前も追いやられたってわけか」


    　レオンの言葉にドワーフは目を血走らせる。見えない障壁に弾かれてドワーフが着地すると、レオンの障壁も消えていく。レオンの息が上がる。魔法を発動する度に、精神力は削られていく。事象に干渉するのは、人と見なして説き伏せることと同じだ。一回一回の説得に気力を込めている。発動する魔法の威力と規模は、説得力の強さの表れだ。魔法の加減が下手なレオンは、一回一回の精神力の消耗度も高い。


    「今だ！」


    　レオンはしまったと思った。ドワーフが時間を稼いだ間に、ダークエルフの少女は発動の準備を終えている。


    「何!?」


    　少女の体から青い炎が迸(ほとばし)る。


    　青い炎が大きな竜を模(かたど)っていくのを見てレオンの思考が一瞬止まった。その間にドワーフはレオンから離れていく。


    　


    　炎の精霊よ、怒り狂え！　フレイムドラゴン！


    　


    　彼女の杖から巨大な翼を広げて、口を開けた竜がうねり出る。


    　火炎竜は猛スピードでレオンを食らおうとする。


    　先ほど部屋でレオンを襲った炎の比ではない。


    　レオンはこれほどの威力の四大元素魔法を初めて目にする。


    　目の前のあどけないダークエルフの少女はいったい何者なのか？


    　火炎竜は今までと同じ力の魔法では到底防ぎきれない。


    　わずか１秒の内に巨大な竜を模った炎はレオンを呑み込んだ。


    「ちくしょぉ！」


    　レオンは観念する。


    　


    　何もかも煩(うるさ)いから消えてしまえ！


    　


    　無音だった。


    　自然現象を打ち消すほどの魔法。


    「え？」


    　仕留めたと思ったはずの少女はすぐには理解できなかった。


    　人間の事象を操る魔法は理解していた。それは、自然現象に直接作用する種のものではない。


    　思考を持った相手や、生命の宿らない武器や道具を操り、天災から自身の身を守るのが関の山だ。この場合、普通は炎が当たらないようにしたり、燃えないように防ぐことはできても、炎そのものは消せない。


    　それなのに、一切の炎の痕跡を残さず、フレイムドラゴンは少女達の目の前で露散した。


    　同時に少女に強力な圧迫感がのし掛かる。空気が重い。


    　レオンは大きく深呼吸する。


    　これだけの騒ぎなのに住民は外に出てこない。この辺り一帯に精霊による結界を張られていると見て間違いなかった。


    「そ、それは!?」


    　少女の悲鳴に似た叫びにレオンの眉間がどくんっと疼(うず)く。全身の血管が過敏になっていた。少女だけでなくドワーフや周りにいた者達が息を呑んだ。


    　レオンの銀色の髪、青の瞳、白い肌が、右から左に向かって三分の一ほど黒く塗りつぶされている。


    　少女が震える指をレオンに向けた。


    「こ、黒死病？　どうして？」


    「うるさいっ！」


    　前髪が逆立ったレオンは吠えた。自身の持つ魔力を超えた魔法を使ったために、常時発動している偽装魔法(ミラージュ)石では隠せない素顔を晒してしまった。


    　自分を見る少女達の引きつった顔に苛立ちは募っていく。


    「心配しなくてもお前達にはうつる病気じゃないさ。だってお前達はとっくに不浄の者だからな！　来いよ！　死んでやり直せ！　今度は全うに生きろよ！」


    　レオンの感情が昂ぶる。理性を怒りの色で塗り潰していく。


    　それはレオンの心が必死に取る防衛策だった。


    　後ろにいたドワーフの戦士が真っ先にレオンの挑発に反応した。長剣をかざして後ろからレオンに斬りかかる。魔法の壁を発動しようとしたレオンは、アイラの足音を聞く。


    「させないわっ！」


    　ドワーフは横から喉元目がけて伸びてくる剣先に気づいて後方に飛んだ。


    「ごめん！　遅れた！」


    　寝間着姿のアイラがレオンの後ろに立つ。


    　アイラは重そうに大剣を引きずりながら息を荒らげていた。


    「こいつらって黒の教団？　目的はなんなのよ？」


    　アイラの姿にレオンの怒りのボルテージが下がっていく。


    　タイミングが悪いなとレオンは思った。


    「知らない。だが、あのライガって子供を匿(かくま)ってすぐに襲われたところを見ると、狙いはライガかもな」


    　振り返ったレオンの顔を見たアイラは、幻影が解けていることに気づく。レオンが本気で戦わないといけないほどの相手だと認識する。


    「あの子なら隠したわ。相手を誰一人宿に近づけさせなければいいのよ」


    　レオンは鼻で笑った。


    「サラシ巻いてないのか？」


    　アイラの胸の膨らみをレオンは指差した。


    「だ、だってさっきまでお風呂だったし！」


    　赤面したアイラは胸を隠すように腕を畳んで剣を構える。


    「あっ！」


    　だが力が抜けたせいで、剣の重さにすぐに腕をしならせて床に剣先をつけてしまう。


    「アイラ、頼みがある」


    　レオンは非常にまずい状況を打開する決意をした。


    「うん！　何でも言ってくれていいよ」


    「宿に戻ってくれない？」


    　戦闘においてアイラは完全に足手まといだった。


    「何言ってるのさ！　ほら、前見て！」


    　レオンが再び前を向くと、屋根の上のローブ姿の者達が次々に弓矢を構えていた。


    「ま、待って！」


    　ダークエルフの少女が同胞に制止を呼びかける意外な展開に、レオンは反応が一瞬遅れた。当然、他の者達は聞く耳持たずに弓矢を射る。


    「油断させる作戦かよ？」


    　レオンは苦笑いを浮かべた。


    　レオンの後ろでは、アイラが斬りかかるドワーフの斬撃を受け止める。


    「くっ」


    　ドワーフの怪力に押される形で今度はアイラが後退した。腕の痺れにアイラは何度も相手の斬撃を受け止められないと実感する。そもそも、ここに来た時から腕の疲労は限界に達していた。アイラは自分が握る大剣に目を落とす。この剣は聖騎士である姉が修業時代に使っていたものだ。譲り受けたわけではなく、こっそり持ち出した。姉が自分よりも幼い頃には片手で振り回していた大剣を、自分は両手でも持て余している。騎士になれる者は才能を持って生まれる。アイラには騎士の才能がない。だが諦めきれないのだ。家のために子供を産むだけの人生を送りたくない。姉のように強い騎士になりたい。


    「あああああっ！」


    　アイラはドワーフの頭上目がけて力の限り剣を振り払う。最初は警戒するドワーフだったが、キョトンとしてしまう。


    　アイラの斬撃はあまりにも遅くてヒョロヒョロと空を薙ぐ。


    　ドワーフはため息混じりにアイラの大剣を長剣ではたき落とした。


    「ふんっ！」


    　大剣に引っ張られてアイラは地面に崩れる。


    「まだ子供だが容赦はせんぞ」


    　アイラに近づくドワーフの目は冷たい。


    「戦場に女とか子供とか関係ないでしょ!?」


    　アイラは吠えて再び大剣を振り回す。


    　ドワーフはニッと笑って地面を蹴り、最短距離でアイラに向かう。ただまっすぐ、力の限り大剣を振り下ろすだけでいい。まだ地面に膝をついているアイラの眼前で跳躍して渾身の一撃を打ち下ろす。


    　ドワーフは、アイラが四方のどこに逃げても飛びかかることができた。受け止めようにも、アイラの細腕では剣ごと切り裂かれるのがオチだった。


    　しかし、アイラはキッと相手を睨み付けると、大剣をかざして真っ向から受け止めようとする。


    「愚かな！」


    　刃がアイラの眼前に迫り、ドワーフが勝利を確信して口元を綻ばせる。


    「私は絶対に負けない！」


    　難なく相手の一撃を受け止めて弾き返す。勇猛な騎士の姿を思い描いたアイラは腹の底から両腕に力を込める。


    　ぶつかる剣と剣が金属音を響かせる。


    「な、何!?」


    　ドワーフは驚愕した。振り下ろした長剣がアイラの大剣に受け止められている。


    　アイラは自分の細腕に信じられないほどの力を感じた。


    　ドワーフはアイラに長剣と一緒に弾き飛ばされる。


    　アイラは昂揚(こう　よう)する精神と湧き出る力を振り絞って、ドワーフに向かっていく。


    　アイラの斬撃が鋭さを増す。


    「バカな!?」


    　一撃の速さが増したことにドワーフは面食らった。長剣で受け止めると重さがのし掛かってくる。


    　アイラは今こそ自分の中に隠れた騎士の力が目覚めたのだと思った。


    　これなら負ける気がしない。アイラは大剣を大きく振りかぶった。


    「甘く見るなっ！」


    　アイラの渾身の打ち下ろしを、両腕の筋肉を盛り上がらせたドワーフは下から打ち返す。


    　アイラが後ろに後退して前ががら空きになる。


    　アイラは死を感じた。目を血走らせたドワーフが跳躍して、切っ先をアイラの心臓めがけて突きつけてくる。


    「させるかよっ！」


    　アイラは視界の外から駆け抜けてきたレオンを見た。


    「あがっ」


    　ドワーフの喉に焼けるような熱さが走る。


    　レオンの左腕がドワーフの喉を掴んで空中に留めた。


    「レ、レオン」


    　振り返ったアイラはレオンの鬼の形相を見た。


    　アイラを殺そうとしたドワーフへの怒りで燃えている。


    　


    　こいつを握りつぶせ！


    　


    　銀色の光がレオンの体から放たれる。


    　レオンの腕に尋常ならない力が加わっていく。それは人間が体に負担をかけないために抑えている力の百パーセント解放を意味していた。レオンの腕を掴んでジタバタするがドワーフは逃げられない。


    「くっ！」


    　レオンの右半身がざわめく。右目から赤い血が滴り落ちる。


    　レオンの中の黒い意志がドワーフを殺すことを拒否しているのだ。


    　レオンはざわめきを己の意志で抑え込む。


    「うおおおおおおっ！」


    　ゴキッと首の折れる音がすると、ドワーフはぐったりとしてすぐに動かなくなった。レオンはドワーフの体を地面に放り投げる。レオンの左手の指が数本折れていた。魔法で自分の脳をコントロールできても、肉体まで強化することはできない。


    　レオンはすぐに足下のアイラを見て安否を確認する。


    「アイラ、ケガはない？」


    「う、うん。でもっ！」


    　顔を上げたアイラは腕の強烈な脱力感で大剣を落とす。痙攣する腕にアイラはムッとしてレオンを見た。


    「レオン、魔法で私を援護したでしょ！　自分だけの力で勝たなきゃ意味が無いじゃない！」


    　魔法で援護しても勝てなかったんだから無理だろと言いかけて、レオンは殺気を感じて後ろを振り返る。


    　アイラは降り注ぐ矢の雨を見た。


    　レオンは両手でアイラを抱きしめて自分だけが的になる。


    　連続で魔法を使用したせいもあって、息切れして次の魔法が間に合わない。


    「ぐっ！」


    　背中に突き刺さるいくつもの矢。レオンが苦悶の表情を浮かべる。背中を向けた隙を見逃す相手ではない。それが分かっていてもレオンはアイラを助けることを選んだ。


    「レオンッ！」


    　アイラは悲痛な声をあげた。


    「くそっ！」


    　レオンはアイラから距離を取って振り返る。黒いローブ姿の者達は再び弓矢を構えていた。一人だけ立ち尽くしているダークエルフの少女と目が合う。少女は逡巡(しゅん　じゅん)を見せる。


    「クリュウッ！　攻撃しろっ！」


    　屋根の上の一人が少女に向かって叫んだ。


    　クリュウと呼ばれた少女はハッとして杖をレオンに向ける。


    　先に矢が雨のように放たれる。


    　今度は間が置けたレオンは、後ろにいるアイラを守るためにも魔法を使う。


    　


    　矢は俺達に当たらない！


    　


    　二人を避けて落ちていく矢。だが眼前にはクリュウが放った火の玉が迫る。


    「くそっ！」


    　相手はすかさず今度は時間差を狙っていた。


    　同時に違う魔法を発動できないのは、同時に違う内容を話せないのと同じだ。魔法の効果が続いている間に、別の魔法をすぐに使えない。どうしてもタイムラグがある。


    　レオンは諦めた。


    　だからアイラが前に飛び出した。


    「ここは私に任せて！」


    　アイラはさっきのお返しとばかりに、飛んでくる火の玉に背中を向けて、庇うようにレオンを抱きしめる。火の玉がアイラに直撃する。


    　


    　炎よ消えろーっ！


    　


    　黒い光に包まれたレオンの悲鳴にも似た叫びが、アイラの体中に燃え広がる前に炎を消した。


    　自分の腕の中にしな垂れたアイラの背中の火傷を見て、レオンの頭に血が上る。


    　レオンの黒い右半身がどくんっと波を打つ。


    「次だっ！」


    　屋根の上に立つ敵達は追撃の指示を下す。フードの下から垣間見えたその顔は人間だった。瞬間、レオンの理性が弾け飛ぶ。


    　右半身にある黒がまるで生き物のように蠢(うごめ)き、黒い光がレオンの全身から解き放たれる。


    「なっ！」


    　ダークエルフの少女はその光が何かを知識で知っていた。


    　レオンの黒く染まった瞳が屋根の上に立つ魔道士全員を捉える。


    　彼らは黒い瞳に吸い付けられる。


    　レオンの心の底から黒い激情が泉の如く湧いてくる。


    　


    　人間が歩いていると臭くて仕方がなかった。


    　自分達だけの幸福を死守する姿は醜くかった。


    　正義の名の下に他者から奪うことしかしないじゃないか。


    　


    　レオンの前髪が逆立ち、黒い右手が膨らんで巨大な爪を形成する。


    「お前達を許さない！」


    　レオンが屋根に飛び上がった時、それは彼らの死を意味していた。


    　屋根の上に居たローブ姿の者達は、自分に襲いかかってくる怪物に恐怖した。


    　彼らは黒い病に冒された怪物に為す術がなく、次々と切り裂かれていく。


    　


    　炎の精霊よ！　撃て！


    　


    　クリュウの炎の玉がレオンに当たるが、足を止めることはできない。


    　


    　我が道を遮ることなかれ！


    　


    　レオンが腕をかざすと、少女が衝撃波で吹き飛んだ。


    「た、助けて……」


    　レオンを前にした男が恐怖で尻もちをつく。


    　その姿を見た途端、黒い激情が急激に収まり、レオンの右半身が再びざわめく。


    　


    　彼らは哀れむべき者だ。


    　虐げられ続けて、それが当たり前になりすぎた。


    　言われたことに従うのは、苦しみから逃れるためだ。


    　だから何だって良いのだ。委ねるのには慣れている。


    　


    「なら尚更、罪深い！　ただ楽になることだけを追い求めているのなら、罰せられて当然だ。そのために他者から幸福を奪うのだから！」


    　レオンは自分の意志で黒い爪を目の前の男に振り下ろす。


    　誰一人逃がしはしない。


    　あっという間にクリュウ以外の全員が殺されていく。


    「はあはあ、はあ……」


    　最後の一人の心臓を貫いた黒い右腕を引き抜くと、レオンは屋根の上から下を見下ろした。


    　腹の底からこみ上げてくる嫌悪感を抑え、レオンは黒い半身を抱きかかえて屋根から飛び降りる。


    　ダークエルフの少女を素通りしてアイラの下に行く。アイラの傷は致命傷に至るものではない。それでも背中の大きな火傷は痕になりそうだった。レオンはアイラの背中にそっと左手で触れる。


    　


    　傷よ、治れ。


    　


    　レオンの体が銀色の光に覆われていく。事象の魔法は、結果をねじ曲げ、人間の肉体や精神をコントロールする。治癒と呼ばれる聖サザンクロス法王国の神官が使う奇跡も、原理は同じだ。


    「うぐっ！」


    　レオンの右半身がズキッと痛む。こみ上げてくる気持ち悪さを吐き出すと、吐瀉物に交じって血がこぼれ出る。黒い力を使い続けたことでまた進行したのだ。だがレオンは気を張って治癒を続ける。間もなく、アイラの背中の大火傷が消えてなくなった。


    「う～ん。え？　レオン？　あ、だ、大丈夫だから！」


    　意識を取り戻したアイラは、慌ててレオンの腕の中から逃げ出す。


    「あ」


    　死んでいる黒の教団員達に気づいてアイラは息を呑んだ。黒の教団の過激派は捕らえれば処刑が決まっている。だが、血みどろの死体という凄惨な光景を見て、気持ちが引かないはずはない。アイラは振り返ると、その場にしゃがみこんで右半身を押さえ込むレオンに駆け寄った。


    「レオン、またあんなに力を使ったの？」


    　レオンの全身から脂汗が吹き出している。目の焦点も定かではない。


    「早く宿屋に戻ろうっ！」


    「そういうわけにはいかないです」


    　アイラがハッとして後ろを振り返った。


    　クリュウがアイラを睨んでいた。


    　クリュウは下唇を噛んだ。このままでは任務失敗だった。


    　それは少女の大事なものを失うことを意味している。


    　ダークエルフのクリュウ。まだ50年足らずしか生きていないダークエルフの天才児だった。エルフ族の寿命は長く、死ぬまで老化しない。エルフなら最長で５００年、ダークエルフなら３００年は生きる中では、クリュウなど子供同然だ。しかし、クリュウの魔力はダークエルフの歴史上でも数える程度しか出現しなかった、召喚魔法を扱える域にある。生まれつき高度な知恵と高い魔力を持った彼女だからこそ、経験の浅さをカバーできると信じて今回の任務を託されたのだ。


    　アシッド王国ライガ王子の誘拐。それこそが彼女達の目的だ。


    　クリュウの瞳にある強い決意をアイラは見て取った。


    　アイラは落ちている大剣の所まで後退して拾う。


    　相手はまだ少女だ。それでも黒の教団。しかも過激派だ。過去に過激派討伐で手柄を立て、修練所を卒業せずに騎士団入りできた例がある。


    　アイラの中でレオンを守るという気持ちとは別の願望が目を覚ます。


    　アイラは実は正式に騎士に任命されていない。騎士の家に生まれたが、才能がなかった。あくまで騎士の身分が保証されているだけで騎士団には入れていない。


    　騎士になる。尊敬する姉のような立派な騎士に。


    　自分に才能がないのは分かっていた。正規の道では決して騎士になれないことも自覚していた。それでも諦めきれない夢が叶うかも知れない。


    　アイラはごくんっとツバを飲み込んだ。


    　目の前の少女を殺して首を差し出せば、きっと。


    　ぽんっとアイラの肩にレオンの手が置かれた。


    「落ち着けって」


    　アイラの目の色が変わったのを見て取ったレオン。今はそれしか、かける言葉がなかった。


    　クリュウはレオンを見た。


    「黒死病がそこまで進行しているのに動けるのは驚きです。それにあなたが先ほどから見せる黒い力は私の知識通りならおかしなことです。あなたは何者なのでしょうか？　ですが、私にはやらねばならないことがあります。なので私情は挟まないことにします」


    　言い終わるやいなや、クリュウの体から今までにないほど強い青い光が放たれた。彼女は持てる魔力の全てを振り絞る。


    　


    　昏い昏い、暗い暗い、底は何時でも惨劇と悲劇しかない。


    　彼(か)の者は呪いを背負った被害者。


    　好んで生まれ落ちたのでないのに好まざる者になった。


    　なればこそ人一倍悲しみを理解し、怒りを抱こうぞ。


    　世界に居場所を得るまでは。


    　ああ、フェンリル！　紅(くれない)の血に染まった誇り高き狼よ！


    　


    　クリュウの詠唱に応えて頭上に闇のゲートが出現し、内側から爪で切り裂かれる。


    　赤い目、逆立つ剛毛、鋭い牙。時空を切り裂いて出現したのは獰猛そのものだった。


    　咆哮が月まで届かんとばかりに大地に響き渡る。


    　紅蓮の狼の出現に月が赤く染まっていく。


    　満月こそがフェンリルの力の源。


    　10メートルはくだらない赤き狼が天高く吠える。


    「なんてこと……」


    　アイラの、大剣を握り絞める手が震える。


    　これが絶望だとすぐに呑み込めた。


    　とても人間の敵う相手ではない。


    　フェンリルを見上げたレオンは場違いにも感心してしまう。伝説でしか聞いたことがない召喚術が実際に存在していたのだ。クリュウは歴史に名を刻む魔法使いになるかもしれない。


    　だが、そのようなことがあっては上流階級にとって不名誉だ。レオンの立場からしても認めるわけにはいかない。


    　フェンリルが雄叫びをあげる。道路を埋め尽くす巨体の肩にクリュウが飛び乗る。


    「フェンリル、行きなさい！」


    　フェンリルの鋭い爪が振り下ろされる。アイラはとっさにレオンの元に駆けよって抱きしめながら横に飛ぶ。


    　地面がえぐれて瓦礫が宙に舞う。


    　間一髪、直撃を避けたレオンとアイラは地面に転がった。


    　家を背にした二人をフェンリルは赤い瞳で捉える。


    「待ってフェンリル。周りの建物は壊さないように。彼らは無関係だから」


    　クリュウが制していなければ追撃は避けられなかった。


    　フェンリルは爪を振り下ろすのではなく、レオンとアイラを踏み潰そうと前足を上げる。


    「レオンは退(ひ)いて！　ここは私が時間を稼ぐ！」


    　アイラがレオンの腕を掴んで引っ張る。レオンを何としても守る。もちろん、自分も死ぬつもりはない。逃げられるか分からないが、こんな所で死ねない。いつか必ず故郷に帰還すると決意しているのだ。


    「下がっていろ、アイラ」


    　レオンはアイラの手をはね除(の)けて守るようにして前に進み出る。


    　その背中は自身の勝利を信じて疑わず、アイラには身長以上に大きく見えた。


    　


    ◆


    　


    「あなたの負けです」


    　クリュウが淡々と宣告する。


    　レオンは彼女を見つめたまま返事をしなかった。


    　クリュウとフェンリルを見ていても敵意が湧いてこない。黒い力は反応しない。今の自分の状態は、黒い力の影響で精神と肉体がかき乱されている。とてもフェンリルに対抗する魔法を使えそうになかった。


    　この場を脱する方法はたった一つしかない。


    　レオンは自分の右腕を見た。


    　黒い肌だ。この黒は力を使う度に進行していく。


    　この黒がレオンを国にいられなくした。


    　それだけでなく、人間でいられなくなった。


    　レオンは鼻で笑うと、さらに一歩前に進み出て、両手指を絡ませて祈りの姿勢を取った。


    「レオンッ！　だめ！　今のあなたがそれを使ったら……」


    　アイラはレオンがやろうとすることに気がついた。


    　レオンは振り返らない。


    　ゆっくりと思い出していく。


    　自分が黒死病に感染したことで失ったものを。


    　


    　


    「黒死病の発生原因が分かりません。未だに生存者無し。感染源すら突き止められておらず、隔離するしか対処しようがありません」


    　当時、国中の医者と学者達が黒死病に対して、最初から治癒を放棄した結論を出していた。


    　


    「我が聖サザンクロス法王国で、ましてや法王の息子に黒死病が出たなどあってはならんのだ。我が国は神の愛を一身に受けた国として世界に示さねばならん。ここだけは黒死病と無縁でなければならない」


    　レオンは病棟の部屋の外から聞こえてくる父親の言葉を理解したくなかった。理解できるだけの知能があったからこそ、先に心が死んだ。


    　


    「レオン、あなたは私の愛する子。あなたをこのまま孤独と絶望の中で死なせはしません」


    　汚れた身を愛おしんでくれる母の手の温もりを一生忘れはしない。あの時、どんな方法でもいいから母に救いを求めた自分の浅ましさを今でも憎んでいる。


    　


    　


    　レオンは天を見上げて祈りを捧げる。


    　それは諦めたからではない。


    　レオンの体が銀色の光に包まれていく。


    　


    　汝(なんじ)のように生きたかった。


    　同じ命、同じ才能、同じ志を持った。


    　心だけが違い、得るものだけが異なる。


    　この身の全てを捧げても我は何も得られず。


    　年月が我を忘却させる。


    　残るのは非業と言う名の勲章だけ。


    　されど我は悲しみに抱かれず、悲しみを抱く愛を持とう。


    　鮮血の道を象(かたど)ろうとも、浴びるのは我のみであらんと欲す。


    　我が名はジークフリード！


    　


    「まさか!?」


    　クリュウは身を乗り出した。


    　レオンの体を覆う光は、不透明な銀色の甲冑を身に、その手に剣を形成していく。


    　レオンの瞳は虚ろだった。彼の意識はゆっくりと上書きされていく。


    　英霊降誕。


    　これは王族や貴族といった、何百年と続いた名門の家系に受け継がれている。


    　事象の魔法の奥義。血と脳に刻み込んだ精神洗脳だ。


    　一族の祖先や英雄達の活躍を代々の子孫が自身に投影して、刷り込むことで具現化する。


    　それは英霊の虚像であり、霊魂と呼ばれる目に見えない事象を自身に宿す。


    　憧れを真似することは誰にでもある。事象操作により自身を洗脳することで、憧れになりきる。現実における矛盾や想像力の不足は、血と幼い頃からの刷り込みが取り払う。


    　今、レオンは先祖に連なるジークフリードに成りきったのだ。


    「ごほっ」


    　レオンが目と口から血を噴き出す。今の体に英霊降誕は負担が大きすぎる。


    　レオン本来の意志と血による発動条件を、黒に侵された血と思考が遮っている。


    　英霊降誕は綱渡りの魔法だ。自分を洗脳することで肉体すら変貌させる。一つ一つ段階を踏んで到達する境地。だからこそ、僅かな綻びがあれば途端に崩れ落ちてしまい、体と精神に深刻なダメージを与える。


    　ジークフリードの意識の底にあるレオンの意志は、倒れることを許さなかった。


    　矛盾がなんだ。


    　アイラを殺そうとしたドワーフを許せずに殺したのはレオンの意志だ。


    　アイラを傷つけた敵の人間を許せずに殺したのもレオンの意志だ。


    　だが。


    　黒い意志は同胞のドワーフを殺したくなかった。


    　同じ理由で敵の人間をも本当は殺したくなかった。


    　それでも。


    　黒い意志は同胞であってもアイラを傷つけた人間に怒ったではないか。


    　ドワーフがアイラを傷つけていればきっと同じく怒ったはずだ。


    　ここに至って、レオンの意志も黒い意志も何を拠り所にしている？　アイラはレオンにとって、ましてや黒い意志からしたらどんな存在だ？


    　思考などとっくに矛盾だらけだ。


    「俺もアイラもこんな所で殺されるわけにはいかないんだよっ！」


    　ジークフリードとなったレオンはフェンリルと対峙する。


    　ジークフリード。誰よりも悪を許さない正義の騎士。


    　最後には信じた正義に裏切られ、何も残らなかった非業の存在。


    「ジークフリードは、聖サザンクロス法王一族だけに伝わる英霊のはず……黒い光といい、あなたは一体？」


    　動揺するクリュウの質問に相手は答えない。もうレオンの意思は沈んでいた。


    「待ちなさい！　フェンリル！」


    　先に動いたのはフェンリルだった。獣の本能は、ジークフリードの危険性を察知して、主(あるじ)の指示を無視した。ジークフリードを切り裂くために、フェンリルは爪を薙ぎ払う。


    　ジークフリードはまっすぐクリュウを捉えていた。


    　クリュウにはジークフリードが剣を抜くまでしか見えなかった。


    　次にクリュウが聞いたのは獣の咆哮。フェンリルが大きく仰け反った。


    　クリュウは目の前まで迫ったジークフリードの刃を見た。クリュウを狙ったジークフリードから守るため、フェンリルは振り下ろすはずだった前足を盾にしたのだ。


    　返り血を一身に浴びて純銀の鎧を赤黒く染める聖騎士が宙を舞う。


    「フ、フェンリル！」


    　ジークフリードがフェンリルの前足を踏み台にしてクリュウに飛ぶ。


    　主に振り下ろされる刃に、フェンリルは体を捻って自分の首を差し出す。


    　血飛沫が再び上がる。


    「ああ!?」


    　クリュウがジークフリードに杖を向けて炎を放つ。


    　炎を避けるため後退したジークフリードを見て、フェンリルも距離を取る。


    「フェンリル、大丈夫ですかっ!?」


    　フェンリルの首筋から赤い鮮血が大量にこぼれ落ちていた。


    　クリュウはジークフリードを見た。


    　身に纏っている鎧も持っている剣も、魔法で作り出したものだ。先ほどと戦い方が違うのは、レオンの意識がすでにないためだ。ジークフリードという戦闘プログラムに従って戦っている。情け容赦なく効率良く敵を仕留める戦法を取る。


    「これが私達を迫害する者達の正義の意志……」


    　クリュウはフェンリルの肩の上で膝をつく。召喚魔法でとっくにクリュウの魔力は底をついていた。これ以上は魔法でフェンリルを援護することができない。


    　それでもここで退くわけにはいかない。自分達にも後がなかった。


    「どこもかしこも私達を追い詰めますね。敵も味方もない。守るために奪う。そうまでして幸福を得たいと？　そうですね。私も得たいのですから」


    　クリュウはフェンリルの傷口を見る。人間ではないクリュウに回復魔法は使えない。


    　フェンリルの首筋の傷は致命傷ではないが深い。すぐに手当をしないとまずかった。


    　血止めの薬を頭に浮かべたクリュウは、一旦距離を取ろうとする。


    　もちろん、ジークフリードは隙を与えない。


    「来た！」


    　またもやクリュウに向かって一直線に飛んでくる。


    「私は何とかします。構わずに切り裂いて下さい！」


    　クリュウは杖を構える。


    　一撃くらいなら致命傷は避けられる。クリュウもフェンリルも覚悟を決める。


    　しかし、それより早くジークフリードは動いた。


    　手に持っていた剣をクリュウに放り投げる。


    「え？」


    　クリュウはとっさにしゃがんで剣を躱(かわ)す。


    「よしっ！」


    　フェンリルはジークフリードを射程に捉えていた。爪はもうジークフリードの体に触れる直前だった。


    　だが、ジークフリードの全身から銀色の光が迸る。光が手元に集約されて持ち主の３倍はある大剣を形成する。


    　ジークフリードは剣を上段に構える。その目はクリュウしか見ていない。


    　剣は魔法で作ったものだから、いくらでも作り直せる。


    　そんな想像できそうなことを見落としていたことに、クリュウは下唇を噛んだ。


    　フェンリルはこのタイミングなら、ジークフリードを切り裂けると確信していた。しかし、同時に振り下ろした長身の刃がクリュウに届くのも分かった。


    　フェンリルが爪を止めて、再び身を捻ってクリュウを剣の直線上から逸らす。


    　がら空きのフェンリルの胸に、ジークフリードは大剣を突き刺した。


    「止めて下さいっ!?」


    　クリュウが初めて戦闘放棄して叫ぶ。


    　声が、沈んだ意識の底のレオンに届く。


    　切っ先はまっすぐフェンリルの心臓を目がけた、はずが、わずかに逸れて胸を貫通した。


    　沈んだはずのレオンの意識が覚醒する。


    　視界に涙を浮かべるクリュウの顔が見える。


    　手にはフェンリルの胸に押し込んだ大剣から伝わる生々しい感触がある。


    　このまま横に薙ぎ払えば、フェンリルは殺せる。


    　そのことにレオンはすぐに気がついた。


    「不浄なる者に正義の刃を」


    　レオンは己を鼓舞する。今更、振り上げた刃を下ろすことはできない。


    　なのに、クリュウの涙から目が離せない。


    「お願いです。見逃して下さい」


    　クリュウは跪いて懇願していた。


    　レオンはクリュウの顔をずっと見ていた。


    　呪われし不浄の民ダークエルフ。


    　どれだけ忌(い)み嫌うべき生き物なのかよく教え込まれている。


    　だが今、少女の頬を伝う涙はなんて美しいのだろう。


    　唐突に、初恋の少女の言葉を思い出す。


    　


    　黒髪を三つ編みに束ねた少女は眼鏡の傾きを直しながら、レオンを振り返る。


    「君は生き残ったら魔王になるよ」


    　オワリはそう言って微笑んで見せた。


    　


    　魔王。


    　人類が１００年間戦った共通の敵。


    　この世界に仇なす者達の救い。不浄なる者、忌み嫌われた者、貧困に喘ぐ者、病に倒れる者、彼らを束ね、安寧を与えるための理想郷を築こうとした悪の権化。


    　そんな者に自分がなるなどあってはならない。


    　レオンは剣を握る手に力を込める。


    　この感情は人間のものではない。病に染まり、人間の価値観が死に行き、魔王に染まっているからだ。だから抗わないといけない。そうでないと、本当に人間ではいられなくなってしまう。いかに矛盾することがあろうと、自分本来の思考から離れてはならない。


    　それでも理性と感情は別物だった。


    　だって、あの子は大切な者を失いたくなくて泣いてるだけじゃないか！


    　この気持ちが魔王から来るものであったとしても、泣いている女の子の悲しみも理解できないなら最早正義はどこにあるか分からない。それこそ、人間ですらないのではと思う。


    「え？」


    　フェンリルの心臓を切り裂くはずだったジークフリードの刃が止まる。


    　それにアイラが気づいた瞬間、ジークフリードの姿がゆっくりと消えていく。


    　鎧も剣も無くなったレオンがゆっくりと地面に着地する。


    　フェンリルは力なく倒れた。


    「フェンリル！　今すぐに手当てするから！」


    　目を泣き腫らしたクリュウが懐から薬草を取り出す。しかし、薬草程度では胸に開いた傷が深くて回復が間に合うわけがなかった。何よりフェンリルには薬草を食べる体力が残っていない。


    「ああ、しっかりして！　フェンリル！」


    　錯乱したクリュウは、自分に近づいて来る足音に後ろを振り返る。


    　銀髪、青の瞳、白い肌に侵食した黒が傷跡のように痛々しいレオンだ。


    　レオンはクリュウのすぐ傍で足を止めると、赤いマントを掻き上げる。


    「君の名前は？」


    　敗者には何の選択も残されていない。クリュウに拒む気力は残ってなかった。


    「クリュウ」


    「俺はレオン」


    　レオンはフェンリルの胸元の傷に向けて手をかざす。


    「ダークエルフの少女よ。もしも君の友達が助かったなら、君に答えて欲しいことがある」


    　レオンはそう言ってフェンリルに手をかざし、残った全ての力を振り絞る。


    　


    　彼女に笑顔が戻りますように。


    　


    　黒と銀が混じった光がレオンの体から発せられる。


    　それは今日初めて、レオンと魔王の意志が完全に一致した瞬間だった。


    　


    　力を使い果たして倒れているレオンをフェンリルは見下ろした。


    　まるで死んでいるかのように彼の呼吸は弱々しい。


    「もういいの。大丈夫だから」


    　クリュウが安心させるように微笑むと、フェンリルの姿がゆっくりと消えていく。


    　クリュウは倒れているレオンの傍にしゃがみ込み、黒く染まった半身にそっと手を伸ばす。


    「触らないで！」


    　クリュウの後ろに立ったアイラが大きく目を見開き、大剣をクリュウの首元に押し当てる。


    「レオンから離れて！」


    　クリュウはアイラの言葉に躊躇(ためら)いを感じ取った。自分を殺すつもりならすぐに刃を振り下ろせる。止めを刺さなかったレオンといい、彼女もまた変わっている。


    　なので、クリュウは抵抗の意志がないことを示すために両手を上げた。


    「私にはもう危害を加えるだけの力は残っていないです」


    　アイラが大きく目を見開く。今こそ千載一遇のチャンスだった。この首を刎(は)ねるだけで騎士になれるかもしれない。


    　反応がないアイラにクリュウの中の不安が目を覚ます。自分の読み違いだったか？　だとしたら殺されるだろう。けれど、任務に失敗した自分はもう死ぬしかないのだ。フェンリルが無事だったのだから、これ以上は望むべくもなかった。


    　アイラの大剣を持つ手がブルブルと震える。


    　アイラはまだ人間であれ、亜人であれ、命を奪ったことが一度も無い。唾が渇いて喉がカラカラだ。冷や汗が背中に滲む。


    　殺さなきゃと思うほどに、体は変調を起こして動いてくれない。


    　これじゃ騎士になれない。騎士にならなきゃ、自分には存在価値がない。


    　やらなきゃ。


    　アイラの剣を握る手の感覚が遠ざかっていく。


    　恐怖からアイラは目を瞑った。


    「レオン」


    　自分の口から出た名前にハッとして、アイラは倒れているレオンに目をやる。


    「レオンッ！」


    　気がつけばアイラは大剣を放り投げてレオンに駆け寄っていた。


    　反応が弱々しいレオンを見て、アイラの焦燥感が募っていく。


    「どうしよう？　レオンが死んだらどうしよう？　ああ、私も死ぬしか無いよ。ううう」


    　終いには泣き出すアイラを見て、クリュウは小さくため息を吐いた。


    「たぶん肉体の衰弱が大きいんです。黒死病に耐えていること自体が奇跡なのに、大分力を使ったみたいですから。明日になれば私の魔力も回復しますから魔力を注ぎます。魔力の質が違っても体力の回復にはなるので。いくつか薬草も持っているので、まずは宿まで運びましょう」


    　アイラが勢い良くクリュウを向く。


    「う、うん！　お願い！　レオンが死んだら私なんか本当に生きてる価値が無くなっちゃう」


    　泣き崩れた顔のアイラにクリュウは目を丸くする。


    　こんなにも容易く自分を信じて頼るのか？　と疑問だった。


    　けれど、クリュウには今さら騙し討ちしてライガを攫う気はない。


    　自分は敗北したのだから。


    「早く行こ！」


    　レオンを担いだアイラはクリュウを呼ぶ。


    　クリュウは満月を見上げた。


    　もう赤くはなかった。

  


  
    第２章　黒の教団

  


  　


  　


  
    　人間は土で創られ、エルフは火によって創られた。


    　エルフは人間の５倍以上の寿命に加え、不老であり、容姿端麗、精霊と語り合う言語を持つ。


    　森の奥で自然と生きることを好んだ彼らはお金や階級を持たず、全ての民が強力な魔法力と膨大な知識を以て生活する異世界のコロニーを形成していた。彼らは人間よりも寿命が長いため、感情の摩耗を抑える防衛本能が働き、喜怒哀楽の振り幅が小さい。また、人間のように年中発情状態にはならず、子孫を残すという概念が弱い。人間が持つ三大欲求である睡眠・食・性に無頓着な彼らは、生物的に見て特異で汚れを知らない存在に、人間には見えた。


    　エルフも自分達が欲望に支配される人間より高位の存在だと思っている。


    　エルフの誰もが森の中で精霊との交わりに生きる生活に喜びを感じ、山に籠もった修道女のように下界に関知しないことを美徳としている。だからこそ、人間はエルフを害の無い存在であると認識し、自分達にはない精霊に働きかける力が強いことから天使と認定した。


    　エルフは自然を守る者達だと教理には記されている。


    　お互いの住む場所と求めるものが異なるからこそ共存が成り立つ。


    　異種族間のバランスを脅かす存在があれば、種族として放置できない。


    　生物の世界では遺伝的にイレギュラーが起き、新種が生まれてくることがある。


    　それはエルフの世界でも例外ではなく、白い肌のエルフの中に褐色肌のエルフが生まれた。


    　人間は生まれた彼らをダークエルフと呼んだ。


    　エルフは人間に比べて感情の起伏や欲求が弱いが、全くないわけでは無い。それを表に出すことを恥とし、抑え込んで生きている。コップに溜まったら溢れ出るのと同じで、人間よりも器が大きく設計されているエルフでも、５００年も生きれば次第に抑えるのが難しくなっていく。彼らの多くが死ぬまで隠しきるが、蓄積された負の感情は代々遺伝的に受け継がれて色濃くなっていく。蓄積が限界を迎えた頃、彼らにとっての異端児が生まれ落ちるというわけだ。


    　ダークエルフは、人間のように感情豊かで欲求に素直だ。エルフの姿をした人間と言って良い。初めてダークエルフが生まれた頃は、呪いの子として赤ん坊のまま殺した。しかし、定期的に生まれ落ちてくるダークエルフの中で、親が忍びなく隠して育てた者も現れてくる。見つかった時点で殺される彼らは、親によって森の外に逃がされ、さりとて人間社会にも住むことはできず、最終的に人間もエルフも寄りつかない荒野に居を構えるようになる。


    　そうやって、逃げ延びたダークエルフ達が荒野に集まりコロニーを形成し、ダークエルフが里を出る時は先輩達を頼って荒野に落ち延びるようになった。エルフが無視できない規模になると、エルフは生まれ落ちたダークエルフを引きとってもらうことにした。彼らにしてみれば種族の汚点を排除する行為だが、ダークエルフからすれば、エルフは自身の手を血で汚すことを恐れた卑怯で欺瞞に満ちた種族に見え、年々敵意は募っていった。


    　ダークエルフは荒野に住む人間と言って良い。エルフから見れば、粗野で野卑に見えるが、人間から見れば自分達と同じ人間らしい種族だ。しかし、天使の体を持つのに人間と同じ生活を送る彼らは驚異だった。人間からもエルフからも疎まれ、蔑まれて生きている。


    　聖サザンクロス法王国の法王は、ダークエルフを堕ちた天使と認定し、「悪魔」と呼んだ。


    　そんなダークエルフの里に生まれたクリュウは、流行(はやり)病(やまい)で幼い頃に両親を亡くした。


    　ダークエルフは迫害された種族であるが故に、仲間意識が強く同族を愛する。


    　孤児となったクリュウも里で大切に育てられた。


    　しかし、迫害という概念はどこであっても存在する。


    　クリュウは生まれつき魔力が強かった。その魔力の強さはダークエルフの大人でも太刀打ちできないほどで、クリュウがまだコントロールする術を持たなかった頃はよく暴走してしまった。子供同士のケンカで相手に大けがを負わせたり、自分を叱る大人を魔力で黙らせたり、ひどい時は魔力をぶつけた相手に後遺症が残った。


    　クリュウは里の皆の合意で隔離されるようになり、牢に閉じ込められて出ることは許されなくなった。しかし、それで解決することは無く、幼いクリュウに仕返しに来た者達が、クリュウの防衛本能で返り討ちにされて半殺しになる事件が起きる。


    　結果、クリュウは里を追放された。里の平和を脅かす者は拒絶される。


    　里を追い出されたクリュウは行く当てもなく荒野を彷徨(さまよ)った。生き倒れているところを人身売買の闇商人に拾われて、都会で売り飛ばされてしまう。エルフ族は容姿端麗だ。美の観点では人間よりも上と言って良い。天使であるエルフには手を出せないが、悪魔であるダークエルフに手を出しても教理以外の面で問題にならない。悪魔と呼ばれていても容貌が美しいのであれば、一部の人間は欲しいと思う。上流階級の中には、裏でダークエルフなどをコレクションのように集めている者が多く、裏社会で開かれる奴隷市では人気があった。ある国の大臣に買われたクリュウは、彼の下で数年間過ごすことになる。素晴らしい政治家として人望を集める大臣は、温厚で困っている者を放っておけない人格者だったが、それはあくまで人間に対してのみだ。あたかも性癖が人それぞれ違うのと同じだ。ダークエルフのクリュウは心と体に一生消えない傷をつけられた。クリュウの強力な魔力も首輪一つで抑え込むことができた。魔法が使えなければ、クリュウは唯の少女だ。ミラージュ石を始め、魔法石には特殊な力があり、唯一加工ができるドワーフの手にかかり、希少な魔法アイテムとして世界に流通している。クリュウの首輪もその一つだった。クリュウにとって、まだ里で牢に繋がれている方がマシと思える凄惨な数年間が過ぎていく。首輪には自殺防止の制約効果もあり、死ぬことも叶わない。転機が訪れたのは、その国の収穫祭だった。


    　その国では、山の神に生け贄を捧げる風習があった。高貴な者の中から選ばれて捧げられる儀式で、その年にくじで選ばれたのは大臣の娘だった。大臣は娘と同じ背丈だったクリュウを身代わりにした。山の奥の祭壇でクリュウは鎖で繋がれたまま放置された。


    　クリュウに恐怖は無かった。この数年間、何度も死のうと思ったのだから。やっと死ねるという喜びがクリュウの心に平安を与えた。


    　重音を立てて自分に近づいてくる足音は、死という名の解放だった。


    　10メートルはある巨大な狼がクリュウの前に現れた。


    　泰然として構えるフェンリルがクリュウを見下ろす。


    　クリュウは穏やかな表情でフェンリルを見上げた。


    　雄叫びと共に、巨大なフェンリルの後ろから３メートルほどの子供のフェンリルが駆けてくる。


    「あ」


    　クリュウは彼に食べられると思ったが、まだ幼い風貌の子フェンリルを愛らしいと思って頬が緩んだ。


    　勢いよく眼前に迫る子フェンリルを前にしても、クリュウは動じず目を閉じることもなかった。子フェンリルはクリュウの頬を舌で舐めた。何度も舐められているうちに、まだ食べないの？　とクリュウは首を傾げてしまう。


    「気に入られたようだね。ダークエルフの少女よ」


    　それは人間の声だった。


    　子フェンリルの後ろ、フェンリルの足下にフードを被った男が立っていた。


    　男が近づいて来ると、子フェンリルは名残惜しそうにクリュウから離れる。


    　男はクリュウの首輪を手で掴み、事象の魔法の詠唱を唱える。


    　首輪は瞬時にサビついて崩れ落ちた。


    　男はクリュウが繋がれた鎖にも同じように手を触れて破壊していく。


    「これで君は自由だ」


    　解放されたクリュウは困惑した表情で男を見上げた。フードの下から男の顔が見え、クリュウは彼の顔が半分潰れているのに気がついた。


    「毎年、生け贄に捧げられる少女達だけど、今年はダークエルフだなんて驚いたよ」


    　男性はクリュウの手を取って立ち上がらせる。


    「一緒に来なさい。僕達は決して君を迫害しない」


    　それがクリュウと黒の教団の出会いだ。


    　黒の教団は東の大陸の黒い森に本拠地を構えている。


    　彼らは「全ての人は等しく平等であり、差別も貧困も無くさねばならない」という大義の名の下、言論によって国家と戦っている。いくら弾圧され、迫害を受けても彼らは挫けること無く、命を捧げて自由を勝ち取る日まで戦う。


    　しかし、クリュウが拾われたのは、黒の教団でも過激派と呼ばれる組織に属する者だった。


    　言論だけでは世界は変わらない。彼らは武力行使によって勝利を勝ち取ることを目指していた。それでもクリュウを助けた男性の手は温かかった。彼は死ぬ間際までクリュウを実の娘のように愛してくれた。


    　


    　目を覚ましたクリュウの目に見慣れない天井があった。


    　全身がだるくて力が入らない。何よりも瞼が重く感じた。昨日もだいぶ魔力を使った。連日の魔力消費に回復が追いついていないのだ。足音は聞こえなかったが、近づいて来る気配にクリュウは気がつく。


    　クリュウの視界に自分を見下ろす人間の少女が映る。


    　美しい少女の表情は氷のように冷たく、目は無機質な輝きを放っている。


    　少女は手に短剣を持っていた。


    　短剣を握る少女の手は震えている。抑え込んでいた感情が次第に顔に表れ、少女は歯を食いしばると、目を閉じて勢い良く短剣をクリュウの顔に振り下ろす。


    　


    　やめろ！


    　


    　クリュウの顔に突き刺さる直前で、短剣の先端が弾け飛ぶ。


    　少女の腕は掴まれて止まっていた。


    「レ、レオン」


    　アイラの顔に一瞬、安堵の色が広がるが、すぐにレオンを睨んだ。


    　クリュウは自分の手を握られている感触に気がつく。


    「え？」


    　ベッドの脇にレオンが座っていた。


    「アイラ、いい加減にしろ。昨夜から何度目だ？」


    「いい加減にするのはレオンでしょ！」


    　アイラが短剣を振り下ろす腕に力を込める。自分を見る少女の血走った目を、クリュウはまっすぐ見つめる。


    　


    　吹き飛べ！


    　


    　今度はアイラの体が魔法で壁まで吹き飛んだ。


    「痛いっ！」


    　壁にぶつかったアイラが拗ねた顔でレオンを見た。


    　レオンが立ち上がって、アイラに向き直る。


    「そいつは不浄の者！　おまけに異端者！　あなたは自分の立場を分かってるの？」


    　アイラは涙を浮かべていた。自分達は今でこそ世界を放浪する身ではあるが、いつの日か返り咲くことを夢見ている。それを支えに二人は旅を続けてきたのだ。


    　レオンのアイラを見る目は苛立ちを含んでいる。


    　苛立ちは自分自身に向けられたものだ。


    　アイラの気持ちは祖国を旅立ったあの日から何も変わっていない。


    　変わったのはレオンだ。


    　レオンはアイラに向けて手をかざす。


    「彼女は俺を回復してくれた恩人だ。用が済んだら殺すってひどくないか？」


    「だってダークエルフじゃん！」


    　アイラは折れた短剣を床に投げ捨てた。顔を背けながら全身を震わせる。


    　レオンはアイラの気持ちは良く分かっている。騎士になりたい彼女は、自分の意志ではなく、教理に基ずく戒律を第一にしなければと必死でいる。けれど、心が体についていかないから実行に移してもボロが出てしまう。いや、心の奥底ではレオンが止めてくれるのを期待していたのだ。


    　矛盾を抱えるのは思考を染められているレオンだけではない。


    　レオンはアイラの滅入った気持ちを紛らわそうと、脈絡無く切り出した。


    「そんなことよりも、あのライガってガキを返しに行くぞ？」


    　アイラが顔を上げてレオンを見た。


    「え？　どこに？」


    　レオンは大きくため息を吐く。


    「王宮だ」


    　


    ◆


    　


    　アシッドとテイラーは、ここ１年ぐらいは小規模ながら戦争状態だった。


    　両国の軍隊による戦争だけでは済まず、アシッドとテイラーそれぞれに肩入れする大国の代理戦争の体をなしつつある。このままいけば両国とも大きな傷を受けることになるのは明確だった。


    　救いがあるとすれば、両国の王が賢明な人物であることだ。元々穏健派だったアシッド国王は和解の道を模索していたが、タカ派の先代テイラー王が崩御するまでは会談を設けることも叶わなかった。先月、即位したテイラーの新王はまだ若いが争いを好まず、就任早々に会談を申し込んできた。会談の場でテイラー王は、「重臣達は先代の意志を継いで戦争を続ける気でいるが、喜ぶのは大国だけだ。我が国にも他国の息のかかった者達がいる。彼らに流されるわけにはいかない。両国のわだかまりを無くし、手を取り合うために婚姻関係を結ばないか？」と提案した。アシッド王もこの意見に大賛成だった。自分に娘はいなかったので、テイラー王の一番若い妹を息子の后(きさき)にもらうことで合意した。婚姻の席で、この１年あまり続いた戦争の終結と和平の調印式が行われることになっている。


    　婚姻式はもう来週に迫っていた。両国とも一時休戦し、婚姻式に向けて準備をしているこの状況で、アシッド王の一人息子であるライガ王子が家出をした。


    「好きでもない相手と結婚したくない」という書き置きを見たアシッド王は、怒りで手紙を引き裂いた。勘当してやりたかったが、生憎と息子は一人しかいないのでそうもいかない。テイラーに家出がバレないように極秘で捜索活動が行われていた。


    　


    「嫌だ！　王宮には帰らない！」


    　宿屋の一室でライガはテーブルを叩いて激高した。


    　部屋に集まったレオン、アイラ、クリュウはそれぞれの面持ちでライガを見ている。


    　レオンは仏頂面、アイラはおどおど、クリュウは我関せずだ。


    「帰らない、じゃないんだよ。今から送り届ける。これは決定事項だ」


    　レオンは吐き捨てるように言い放った。


    「僕は王子だ！　お前達の指図を受けない！」


    　ライガはレオンを指差す。


    　この世界では階級は絶対だ。自分よりも身分が低い者達は何があっても逆らってはいけない。黙り込んだレオンに、ライガは勝ち誇った顔を見せた。


    「ね、ねぇ。本人が嫌がってるんだから無理矢理はよくないと思うんだ……」


    　傍に控えたアイラが場の雰囲気を和らげようとする。騎士であるアイラは基本、上の者に刃向かうことは無い。しかし、彼女は本心を隠している。レオンは苛立つ。この苛立ちは本当に厄介だ。アイラの行動は正しい。クリュウを殺そうとしたことも、ライガに逆らわないことも、何一つズレていない。それを間違っていると強く思うレオンがズレている。「上に立つの者は下の者を導く必要がある」と言った父親の言葉を思い出す。服従が大前提にある第４階級以下の者達を正しく導くために第３階級までがあるのだ。


    「……ちっとは考えろよ」


    　レオンは誰にも聞こえないぐらい小さな声で呟いた。


    　正しい行いをしているアイラに怒りを覚えること、アイラに怒りを覚える自分を嫌悪していること、苛立ちはこの二つから来ており、解決しようがない。昔の自分だったら、アイラの意見に耳も貸さないし、アイラがどのような態度を取っても気にせず、自分の決断だけを実行していた。


    　


    「人間はおのおの役割を全うする義務がある。他者を思いやって自分の立場を忘れるのは愚か以外の何者でも無い」


    　


    　父がこの場にいれば、苛立っているレオンを叱っただろう。苛立ちなどあってはならない。アイラは自分の立場で発言しているだけだ。ライガも自分の立場で決意している。昔通り聞き流せばいい。


    「何がそんなに嫌なんだ？」


    　自分の口からライガ王子への問いかけが出たことに、レオンはさらに苛立ちを募らせた。


    　何で俺はこいつの気持ちを理解しようとしている？


    「あそこは僕の意志をねじ曲げようとしているからだ！」


    　ライガは毅然とした態度で言い放った。


    「僕は結婚したく無い相手と結婚させられるのは嫌だ。僕にはその選択の権利がある」


    　レオンは黙り込んだ。頭痛が押し寄せてくる。ライガが結婚したくないと言ったところで、父であるアシッド王が決めたのなら従わなければならない。そうでなければ罪だ。ライガの反抗の理由が、自分の立場を忘れた子供じみたものであることに怒りを感じていた。それなのに、結婚したくないライガの気持ちも分かるのですぐには否定できないでいる。


    　レオンは立ちくらみを覚えてイスに座り込む。


    　故郷の聖サザンクロス法王国を旅立ってからもう２年が経つ。病の進行に伴い、日に日に自分の思考をコントロールできなくなっているのを自覚していた。昔の自分の思考はいつだって迷いが無く、まっすぐだったのに。レオンは自分の背後に蠢(うごめ)く、得体の知れない闇を感じる。自分の右腕を見た。ミラージュという偽装魔法をかけているので、他者の目にはレオンの黒死病は映らないが、本人には黒がハッキリ見えている。レオンは腕を掲げて空中で軽く振った。


    　今は痛みも痒みも無ければ、感覚だってしっかりある。ただ色だけがこんなにも黒い。黒はどんどん広がり、体だけでなく心も塗り潰そうとする。


    「相手には会ったのですか？」


    　クリュウの声にレオンは振り返った。ベッドに腰掛けていたクリュウは、興味深そうにライガを見つめている。クリュウは今ミラージュ石のペンダントを首にかけているので、ライガ王子には人間の少女に見えていた。アイラの敵意が込められた視線がクリュウに飛ぶが、彼女は涼しい顔で受け流して言葉を続けた。


    「それとも他に心に決めた相手がいるのですか？」


    　黒の教団に属するクリュウは階級も性別も年齢の差もなく、ライガ本人の心に問いかける。それはシンプルであり、一番真相にたどり着けるが、レオンもアイラも立場から決して取れない行動だ。自分がどう思っているかは行動に関係が無い。二の次だ。戒律に心を従わせるのが信仰だから。


    「相手の写真を見たんだ。全然可愛くなかった。あんな奴と結婚したくない」


    　ライガは自分の素直な気持ちを言葉にする。


    「は？」


    「え？」


    　レオンとアイラは真っ先に疑問の声を上げた。ライガの立場でそんな理由で結婚したくないなどあってはならないからだ。


    「それは辛いですね。そんなに嫌でしたら結婚する必要は無いと思います」


    　クリュウは何にも縛られない自分の感想を伝える。


    「いやいや、ダメだろ！」


    　レオンが声を荒らげる。さすがのアイラもライガの発言を庇うことはしなかった。


    「お前は王子なんだ。王子として生まれ育った。王子として果たすべき義務がある。お前が受けている恩恵は、お前が義務を果たすからこそのものだ。でなければ、お前なんざただのガキだ」


    　社会の下層に位置する者達の支えがあってこその上流階級だ。幸福を多く独占することが許された者としての責務を忘れれば、奉仕するためだけに生まれた多くの者達が報われない。レオンは立ち上がるとライガの腕を力任せに掴んだ。


    「何をする！　無礼者！」


    　レオンは間髪を容(い)れずにライガ王子の頬を叩いた。


    　ライガは一瞬、自分が何をされたか理解できなかった。


    　ジンジンする頬を撫でながら、焦点が定まらない目をレオンに向ける。


    　レオンは一呼吸を置いてから続けた。


    「お前が行使しようとする権利は、お前が責務を果たすことで得ているって言ってんだ！　俺に指図したかったら王宮に戻って黙って婚約者と結婚しろ！　でなきゃ、お前に従う意味がない！」


    　レオンは報われない多くの者達の苦しみを知らないライガを許せなかった。


    「うぐっ！」


    　また頭痛がレオンを襲う。報われない多くの者達の気持ちなど、考える必要が無いと正常な思考が甦る。この２年間旅をして出会った最下層の者達が、レオンの心に入り込んでくるのだ。


    　左手で顔の右側を押さえる。下流階級に肩入れし過ぎているのは分かっている。上流階級の者は気にしないのが普通だ。けれど、これは教理の面からして間違っていないはずだと自分に言い聞かせる。これは俺の思考だと強く意識する。


    　レオンは頭を振って、大きく深呼吸した。


    「さっさと行くぞ！　俺はいつまでもお前の相手をしている暇は無いんだ！」


    　嫌がるライガの腕を掴んでレオンは部屋を出て行く。アイラは慌てて後を追おうとして、思い出したように振り返る。


    「何をしているの？　あなたもついてくるのよ？　いい？　逃げようとしたら、こ、殺すからね」


    　言い慣れない言葉に噛んでしまったアイラは、恥ずかしさを隠すためにすぐに部屋を出て行った。


    　目の前の少女がライガと自分に向ける眼差しの間に、大きな温度差を感じ取りながらクリュウは頷いて立ち上がる。


    　部屋の隅のコートがけにかかった、教団のローブが目に入る。クリュウは自分のミニ丈の碧の魔道服をちらっと見て、そのまま歩き出した。


    　王宮にライガ王子の帰還が伝わったのは、それから１時間後だった。


    　


    「何？」


    　稟議書(りん　ぎ　しょ)に目を通していた宰相のアクダマは、部下から報告を聞いて顔を上げる。


    「それは本当か？」


    　自身の耳を疑ったわけでは無い。予想だにしないことだったからだ。


    「はい。王子の身柄を確保したと言う者達も一緒で、ひとまず門の前で待機させております」


    　アクダマは顎に手をやって少し思案を巡らせると、書類を机の上に置いて立ち上がった。


    「私が行こう。確認できるまで王にはまだ知らせないように」


    　と言ったところで、城の中に通してしまった時点で噂は立つ。アクダマはため息混じりに白いシャツの上に緑色の上着を羽織った。


    　金髪に碧の瞳。顎はやや尖っており、鋭い眼差しと相まって冷たさを周りに与える。長身のアクダマは28歳になったばかりの青年だ。10年前に仕官してからこの国始まって以来の最速で出世コースを歩み、昨年、史上最年少で宰相に抜擢された。冷静沈着・深謀遠慮の、言葉通りの切れ者として隣国テイラーでも有名だ。


    　アシッド王国は周りを山々に囲まれた天然の要塞で、山を切り開いて町が造られ、城は最頂にある。城の中には王だけでなく、宰相を始めとした側近の住居もあった。


    　アクダマは城内の左端奥にある宰相の館から出る。中央の王宮を通らずに庭園から最短距離で城門に向かう。自然と早足になり、着くまでの間も様々なことに思考を巡らせた。


    「ライガ王子達はあそこです」


    　先導する近衛兵(この　え　へい)が指差した先に、ライガの姿を見つけてアクダマがまず最初に思ったのは、本物か否かということだ。腕を組んでそっぽを向くライガを囲むようにして、若者達が立っていた。


    　アクダマは一呼吸置いてから、


    「王子！　ご無事でしたか！　王がえらく心配しておりますよ」


    　ライガに駆け寄って、わざとらしいほど心配する素振りを見せた。


    　ライガはそっぽを向いたまま、首だけで振り返る。


    「ああ、アクダマか。見ての通りさ」


    　自分の顔を見てすぐに名前を呼んだこと、愛想のない態度から本物であると判断し、アクダマは今度は王子を連れてきたという若者達に目を向けた。


    　レオン、アイラ、クリュウ、それぞれを一瞥して、アクダマは王子の肩に手を置く。


    「それでは王子行きましょうか」


    　ライガは慌ててアクダマを見上げる。


    「彼らは？」


    「このままお帰り願いますが？」


    　アクダマはライガの真意を読み取れずに当然のことを言った。


    　ライガが舌打ちする。子供故にアクダマの合理的なやり方が大嫌いだった。


    「僕の恩人達だ」


    　ライガは心にも思っていなかったが、反抗のつもりでそう言った。


    「王子がそこまで仰るなら、十分な謝礼金は渡します」


    　ライガは唖然とした。この男は無駄がない。


    　様子を見ていたレオンとアイラは、別段、変わったことではないと思っている。高貴な者が下層の者を対等に扱うこと自体がおかしい。礼など言うわけが無い。クリュウだけが驚いたように目を見開いていた。


    「変わった王子だな」


    　レオンはライガを見て、甘やかされて育ったに違いないと判断した。好きでもない相手と結婚したくないと家出したり、酒場の踊り子を助けようとしたり、まさしく子供のすることだ。逆にライガが成人していたのならば危うい。


    「おいっ、待て！」


    　連行されたライガはレオン達を振り返る。


    　アイラはライガが自分を見ていることに気がついた。


    「アイラ、世話をかけた！」


    　短くそれだけ伝えてライガは踵を返し、配下達を置いて王宮へ駆け出す。


    「あいつって単に女好きなのか？」


    　レオンは視線をアイラに向ける。アイラは黙って頷いた。


    　ライガの姿が見えなくなると、レオン達はすぐに城門から外に出された。本来ならレオン達は門をくぐることも許されない。用が済めばすぐに追い出されて当然だ。


    「さて、やっとめんどくさいことから解放されたな」


    　レオンは赤いマントをたなびかせて、クリュウを見る。


    「まだ日が昇ったばかりだ。今からなら夜になる前に行けるか？」


    「はい。風の精霊に運んでもらえば黒い森の入り口まですぐです。急げば日が暮れる頃には着けるでしょう」


    　アイラは二人の会話の内容を理解すると、背中にぶら下げた剣に手を伸ばす。


    「レオン、どういうこと？」


    　レオンは剣の柄を握るアイラの手に自分の手を重ねた。


    「俺は彼女に聞きたいことがあるんだ。今から彼女達のアジト……黒い森の奥にあると言われる町に行く」


    　アイラは無言でレオンに凄(すご)んだ。今は勘当された身と言っても、法王の息子である。戒律を重んじるアイラは、あまりにも立場を弁(わきま)えないレオンを心配した。


    「正気なの？　自ら進んで行くなんて！　第一、彼らがレオンを無事に帰す保証なんてないじゃない！」


    　アイラは剣の柄から手を離してレオンの手を握る。言葉以上にレオンを見つめる瞳が思い留まるように訴えている。


    　アシッドとテイラーの両国が人類の文明の最果てで、そこより先は未開の地であり、世の中から爪弾きにされた者達の安住の地だ。


    「話し合っただろ」


    　レオンは仏頂面で答える。


    　東の大陸に来てからは黒い森に踏み込む覚悟も決めていた。レオンとアイラには旅をする目的があるからだ。


    　アイラが小さく息を吐いた。


    「私が彼らに危害を加えない保証は無いからね」


    　アイラは先手必勝の心積もりだ。


    「異端であっても、無抵抗の者の殺生は騎士の恥だろ？」


    　レオンはアイラをコントロールする術を心得ている。


    　押し黙るアイラを無視して、レオンはクリュウを向く。


    「すぐに行こうぜ」


    　クリュウはレオンを見上げると頷いた。


    　今の自分はとっくに死んだ身である。フェンリルを助けてもらった恩を果たすまでの命だと決めている。


    　


    ◆


    　


    　黒い森の中は特殊な磁場が発生しているらしく、クリュウでも精霊への呼びかけが正常にできないために風で運ぶことはできず、徒歩で集落を目指すことになった。


    　黒い森に入るとレオンとアイラは、杖の先に明かりを灯しながら先頭を歩くクリュウの後にぴったりとついて行く。


    　黒い森はあまりにも木が密集しすぎていて枝が太陽の光を遮っている。


    　森に踏み入れた瞬間から、まるで真夜中だった。


    　人間の身長ぐらいまで伸びきった草木に視界は遮られて、かき分ける度に空想したこともないような生物に出くわす。


    「いいっ！」


    　アイラの引きつった声にレオンが振り向くと、涙を浮かべたアイラの背中に、手足が異常に長くて胴体が細い、人間大のまだら模様の虫が跨がっていた。


    　アイラは騎士としての意地で悲鳴こそ堪えているが、嫌悪感で硬直して動けない。


    　虫がアイラの首元にストローのような管を突き刺そうとするのを見て、レオンはすぐに腕を伸ばして頭を握り潰した。


    「ううっ」


    　首元にかかった液体にアイラが身を縮こませる。


    　レオンは手にべったりくっついた緑色の液体に眉を顰めた。


    「宿り虫です。動物に卵を産み付けます。毒はありませんが気をつけて下さい」


    　振り返ったクリュウが淡々とした口調で説明する。毒よりタチが悪いだろうと、レオンとアイラは思った。


    「あ、あんな大きな虫がこの世の中に居るわけ!?」


    　アイラが身を震わせる。聖都では虫なんか見たこともなかったから免疫がない。どうやら生理的にダメなようだ。レオンはアイラを置いてくれば良かったと思う。けれど、当の本人が納得しなかっただろう。


    「わーっ！」


    　アイラが大きな声を上げた。


    　振り返ったレオンは、しゃがみ込んだアイラの頭上に赤いコウモリを見た。通常のコウモリの倍近く大きい。


    「カエンコウモリです。猛毒があります。気をつけて下さい」


    　クリュウは注意は促すが、助けてくれる気はなさそうだ。


    　飛びかかるコウモリにアイラは大剣を振り回すが当たらず、レオンが回し蹴りで地面に落として頭を踏みつぶした。


    「見たことないのばっかり……」


    　アイラがレオンのマントを掴んですがりつく。先ほどからずっと数歩進めば何かしら出てくる。未知ほど恐怖を駆り立てるものはない。おまけにアイラの我流の剣術修業は何の役にも立っていない。


    「急ぎましょう。あなた達の目に合わせて光をつけていますが、この森は夜行性の生物の方が多いんです。日が暮れれば今よりずっと増えます」


    　クリュウの発言にアイラが顔を強張らせる。全くいつも足手まといだなとレオンはため息を吐く。それでもレオンはアイラを憎めない。


    「わ、私が、ま、守るから、安心していいよ」


    　キョロキョロと落ち着き無く辺りを窺い、足を震わせるアイラの口から出てくる言葉は頼りない。そもそも殿(しんがり)を名乗り出たのも騎士としての意地だ。


    「アイラ、やっぱり真ん中を歩いてくれ」


    「な、何言ってんの！　危ないよ！」


    　レオンは先ほどからもう何度も振り返っている。アイラが真ん中に居た方が対処しやすくて、進行が早まるのは間違いない。


    　レオンはアイラの背中に手を置いた。


    「知らないのか？　森を歩く時は真ん中が一番危ないんだぞ？」


    「え？　そ、そうなの？　早く言ってよ！」


    　もちろんレオンの嘘だが、アイラはそれでやっと納得してくれた。


    　アイラを真ん中にしたことでようやく、立ち止まらず一定のペースで進めるようになった。


    　未開の地と呼ばれるが、住んでいる者達がいるので森の中にも人が歩ける道はある。しかし、それも先導者がいなければたちまち見失ってしまうか細いものだ。レオンは常に周囲への警戒を怠らなかった。クリュウの仲間がいつ襲ってくるか分からなかったし、森には虫やコウモリ以上に危ないモンスターが多く住む。


    「クリュウ、この森にはどんなモンスターが生息しているんだ？」


    　レオンが興味本位に尋ねた。モンスターとは、これまで人類に多大な被害をもたらした人以外の生物を指す。荒野だとオーク、山だとゴブリン、海だとシャークなどが有名だ。非常に凶暴で知能も高く、数も多い。人類の生活の中では、モンスターが一番の脅威となる。そのため通商などでは、一般商人は護衛などを派遣する傭兵ギルドから人を雇っている。


    「この辺りにはさほど凶暴なモンスターはいません。私達の村は森と森の境目にありますが、その奥の方には多いです」


    　クリュウの話だと、この黒い森にはいくつか集落があり、同じ黒の教団でも過激派と穏健派といったように違うグループごとに別れて暮らしている。中には本当に安住の地を求め、自分達を拒絶した世界と関わりを絶って暮らしている者達も多いらしい。


    　黒の教団は、２０００年以上の歴史を持つ聖サザンクロス法王国の設立当初に誕生したと言われている。当時のことをはっきり知ることはできない。ただ唯一の例外が法王だ。法王だけが出入りすることができる大図書館内の書物には、レオンですら知らないことが書かれている。黒の教団がどのようにして、「人類は平等であるべきだ」の教理に至ったのか、レオンは子供の頃から不思議でならなかった。


    　何故ならこの世界に浸透した教理は人類の植え付けられた倫理観そのものであり、倫理観というものは世代を超えても変わること無く受け継がれていくからだ。倫理観とは不変であり、本能をも超えて人間を支配するものではないのか？


    「どの時代、どのコロニーにも異端者は生まれる。犯罪が無くならないのと同じだ」という父の言葉通り、彼らはただの不純物に過ぎないとレオンも信じて疑わない。しかし、彼らの教理は誰かを傷つけるようなものではない。犯罪者と一括りにはできないとも思っていた。


    　誰もが平等で差別も貧困も無い世界。それは不可能だとレオンは思う。人は動物のようにただ生活できることだけに満足できない。人は皆、幸福になりたいからだ。幸福を実感するには他者との比較が不可欠だ。何かと比べた時に初めて自分は持っていることに気づける。そして、誰かが持っているということは、誰かが持てないということだ。誰かが不幸でないと、自分が幸せだと思えないのが人間なのだ。


    「着きました」


    　昏い森を出ると、そこには一面の花畑があった。


    　ここで一旦、森が途絶えており、空を見上げれば満天の星がある。花畑には星の明かり以上に眩い幾つもの光が見えた。それが蛍だと気づいてレオンとアイラは思わず息を呑んだ。


    　闇に煌めく星々、大地を灯す幻想的な光。光の向こうには温かい住居の明かりが見える。


    　それは文明の進歩で汚れた大気や川が増えた都会では見られなくなった光景だ。


    　黒い森と呼ばれるので、光も差さないような暗黒地帯に住んでいると想像していた二人は、自然の美しさがそのまま残った綺麗な村に驚きを隠せない。というより、こんな物騒な森の中にこんな平和な場所があるのに強い違和感を覚える。


    「これが追いやられた者達の住処(すみ　か)？」


    「穴ぐらに住んでいるとでも思いましたか？　ここを楽園と呼ぶ者も多いですよ」


    　世界に居場所をなくした者、逃げ出した者達の安住の地。


    　ここ黒い森は彼らにとってのエデンだった。


    「行きましょうか」


    　クリュウに促されて二人は歩みを再開した。数は少ないが木材で建てられた家が並んでいる。夕食時だからか、家の外に出ている者は少なかった。それでも僅かに見られる人々の組み合わせにアイラは驚く。


    「子供達ばかりだ。人間だけじゃない……ダークエルフにドワーフまで!?」


    　種族間を超えて彼らは共存していた。ここには偏見も無ければ差別も無い。当然、貧富の差も無く、皆が助けあって生活している。


    　談笑したり遊んだりしていた子供達はレオンとアイラに気がついて、動きを止めて警戒の目を向けてくる。


    「随分とぬるい空気感だな」


    　レオンが子供達の反応を訝(いぶか)しむ。すぐに襲いかかってくると思っていただけに、拍子抜けだった。


    「クリュウ達は過激派なんだろう？　もうちょっと追い込まれた生活をイメージしていたんだけどな」


    　レオンがそう言ったのは、子供達ですら少年兵として育てられて戦場に投下されるのが一般的だったからだ。


    「確かにそのような派閥も少なくないです。ですが私達の組織は子供達の未来を勝ち取るために戦っています」


    「子供達を守るために他者を傷つけるのか？　あのライガだって子供だったろ？」


    　レオンの冷酷な言葉にクリュウの顔色が曇る。


    「ここには親に捨てられた子供も多くいます。彼らを守るためには、私達でも戦う必要があるのです」


    　クリュウの発言は質問に答えていないように思えたが、レオンは昨晩の戦いでクリュウと他の者達の意志疎通ができていなかったことを思い出す。


    「そういうことか」


    　レオンはクリュウの発言からこの町の立ち位置を理解する。


    　黒の教団には大きく分けて穏健派と過激派がある。しかし、過激派は大きな括りに過ぎない。大半は思想の差はあれど、武力行使によって勝ち取ることを目的とした組織だが、他に例外が二つある。大義を忘れてただ怒りの赴くままに破壊だけを目的とした組織と、生活ができないのでほかの過激派組織の協力をすることで収入を得る組織である。クリュウの組織はまさに後者だ。


    「この村は働ける大人が少ないのか？　だから子供を養うには自分達の手を汚さないといけない。そういうことかよ」


    　クリュウは自分を拾ってくれた党首を思い出す。全身が傷だらけだった彼は、クリュウのような追い詰められた少女や、身寄りの無い子供を引き取ってはこの町に連れてきた。当然、彼らを養うにはお金がいる。この町で自給自足するには労働力が足りないからだ。人口の三分の一ほどの大人達が働きに出た。まっとうな働き先などあるわけがないのだから、必然と他の組織の使い捨てにされるしかない。


    「ここのどこが楽園なんだ？　欺瞞だ」


    　レオンは呆れ果てた。


    「私にとってはそうです！」


    　クリュウが声を荒らげる。


    　レオンは押し黙った。口論に来たわけではない。


    　三人は町を突っ切って進み、一番大きな館に辿(たど)り着く。


    「ここは？」


    　家というよりは奥行きの広さから礼拝堂を連想させる建物だった。


    「集会所です。ここに私達の長(おさ)がいます」


    　クリュウは扉に近づき、静かにノックした。間もなく扉が半分開けられ、中にいる者がクリュウの顔を確認する。


    「クリュウ!?　戻って来たのか？　無事で良かった。任務はどうじゃった？」


    　人間の初老の男だった。帰還を喜んでくれる男性にクリュウは安堵の表情を浮かべるが、すぐに申し訳なさそうに首を横に振った。


    「そうか……そうか」


    　老人はハッキリ分かるほどに落胆した。


    「本当にごめんなさい」


    　老人は懺悔するクリュウの肩に手を置いた。


    「とりあえず、長に報告じゃな。指示を仰ごう。後ろの者達は？」


    　老人が警戒の目をレオンとアイラに向ける。クリュウはどう説明したものかと言葉に詰まった。まさか自分が恩返しで二人を案内したとは言えない。レオンが一歩前に進み出た。


    「俺は倒れている彼女を救いました。そしてあなた方の教えに強い興味があってここまでついてきたんです」


    　嘘は一切挟んでいない。老人がクリュウに目をやると、彼女は「はい」と同意した。


    「長に会いたいそうです。お願いします」


    　まだ警戒心が残る老人だったが、間を置かずに用件を伝えられて仕方がなく扉を開けた。


    　老人は一足先に奥へと進んでいく。


    　建物の中は、手前側に受付や小部屋があり、もう一つの扉を開けると通路の奥に教壇があり、１００人ほどが入れる大きさのフロアが広がっていた。


    　教壇にはフードを被った若い女性が立っていた。老人は彼女に耳打ちをして、教壇から下がって脇に控えた。


    「ただいま帰りました。姉さん」


    　クリュウが姉と呼んだ相手が人間だったので、直接の血縁関係にないのがすぐに分かった。外見に反して実際の年齢はクリュウが上だ。


    　女性は険しい顔をしていた。クリュウを見るその目には労(ねぎら)うような温かさは一切無い。


    「……失敗したのね」


    　クリュウは俯いてしまう。


    「ごめんなさい」


    「他の者達は？」


    「全員殺されました」


    　女性の顔が引きつった。


    「あなただけ逃げたのですか？」


    「いいえ！　逃げていません。ですが……」


    　クリュウは振り返ってレオンとアイラを見る。女性の視線が二人に向かった。


    「その者達はあなたとどのような関係が？」


    　レオンが割って入ろうとすると、クリュウが先に口を開いた。


    「任務を妨害した者達です」


    　女性の顔が強張る。レオンとアイラは最悪を想定して、戦う心構えをする。


    「そんな……あなたは任務を妨害し、仲間を殺した者達をこの里に招き入れたと言うのですか？」


    　後退る女性を見て老人も驚愕で打ちのめされる。


    　クリュウは俯いたまま顔を上げられなかった。


    「任務に失敗すればどうなるか分かっていたでしょう？　失敗したのならあなたも死ぬべきだった。これではこの里がどうなることか」


    　クリュウを雇った者達は失敗を許さない。クリュウが生きていると知れば、この村を襲いに来るだろう。


    　女性は頭を押さえてふらつく。


    「長！」


    「姉さん!?」


    　駆け寄る老人に支えられて女性は何とか気をしっかり保つ。


    「姉さん、安心して下さい。私は責任を取って自決します。ただ彼らにはフェンリルを助けてもらった恩があって──」


    「あのような獣がどうしたというのですか!?」


    　女性に凄まれたクリュウは言葉を詰まらせた。フェンリルはクリュウにとっては友人であっても、姉達は恐れて近づかない。共感してもらえることはなかった。


    　女性は続けてレオンとアイラを睨んだ。


    「あなた達の目的は何です？」


    　レオンは俯いているクリュウの隣まで進み出るとその手を握った。


    　クリュウが驚いて顔を上げる。


    「彼女に強い興味があってここまで来た」


    「正気ですか？」


    　レオンは頷いて、自分にかけていたミラージュを解除する。


    　そこに黒に侵食された、本当の姿のレオンが現れる。


    「黒死病!?」


    　女性と老人は我が目を疑った。顔に恐怖の色が濃く浮かび上がる。


    　黒死病は人間にしか感染しない。つまり、人間であれば自分への感染を恐れるのは当たり前だった。


    「そんなに怖がるな。俺から感染することはない。リミットオーバーだ」


    　レオンの言っていることが分からず女性は困惑する。


    「動けるということは感染したばかり？　でもその進行の仕方は……」


    　黒死病の進行は、頭からつま先に向かう。レオンのように右半身から左半身に向かうというのは今まで聞いたことが無い。


    「俺が感染したのは今から約３年前になる」


    「ありえない！　黒死病は感染したなら長くても半年で死ぬはず！」


    　レオンは自分の黒く染まった右腕を掲げて笑った。


    「こうして生きているのが全てだろ？　俺は例外なんだろうな」


    　レオンの言葉にアイラ以外の三人が息を呑んだ。


    「黒死病はただ死に絶えるだけの病じゃない。あいつが俺に教えてくれた。これは魔王を作っている儀式だってな」


    　１００年戦争の時代、異教徒達に担ぎ上げられた魔王は、そのカリスマと圧倒的魔力で南の大陸に独立国家を形成し、人間社会の中心である人類三大国家に格差と貧困の撤廃、迫害を止めることを要求した。


    　魔王について行った者達は、人間では階級制度の最下層の奴隷や、貧民街に住む者達。エルフの里から追い出されたダークエルフ、ドワーフに生まれながらも手先が不器用で仕事が出来ずに厄介払いされた者と、実に様々だった。


    　魔王に率いられた彼らは本当に強く、人間は押し切られて分が悪かった。しかし、人間は追い詰められていても自分達の教理の正当性を疑わず、必ず逆転できると信じていた。


    　事実、魔王は前触れなく討ち取られることになる。魔王の強烈なリーダーシップでまとまっていた軍は瓦解し、人類が大逆転に成功した。魔王軍が壊滅したことで世界は平和を取り戻すことができ、人間の正当性を多くの反乱分子に再び知らしめることが出来たのだ。


    　魔王の死は異教徒にとって絶望だった。


    　だが魔王は本当にいなくなったわけではない。


    　レオンは黒い拳を握りしめる。レオンの体から膨大な黒い色の魔力が迸り、目に見えるほど辺りの空間を歪ませる。


    「見ての通り、俺の強大な魔力は黒死病のもたらした恩恵だ。黒死病にかかった者の多くが黒く染まって死んでいくのは、この魔力に押しつぶされるからだ。もしも耐えることができれば、俺のように魔力をコントロールできるようになる」


    　レオンの右半身に侵食した黒が生き物のように蠢き、ゆっくりと侵食を深めていく。レオンは慌てて魔力の放出を止める。すると、黒の侵食はすぐに止まった。


    「魔力を使えば使うだけ、侵食は深まっていく。それは肉体だけじゃない。思考までが染められていくんだ」


    「信じられません！　話が飛躍しすぎています！」


    　少女が首を左右に振る。


    「俺は元聖サザンクロス法王国の第二王子だ。昔の俺は人類の中で最も戒律を遵守する存在だった。間違っても自分から進んでこんな場所には来ない。俺の目的は二つ、この病を完治させる方法を見つけること。そのためにもまずは魔王のことを良く知らないといけない。聖サザンクロス法王国でも魔王の写真すら見たことが無いんだ。先の大戦で魔王に従軍した黒の教団として、何かを知っているなら教えてくれ」


    　アイラは下唇を噛んでいた。


    　レオンは旅立ちの日からずっと誰かを探していた。しかし、それが誰だかはアイラにすら教えてくれない。レオンの言葉からして、その人物は黒死病の謎を知っているのかもしれない。いったい誰なのだろう？　いつ会ったのか？


    　アイラはレオンが仲の良かった誰かだと推測した。それはつまり、アイラも知っている人物である。何でも話してくれるレオンが、探し人についてだけは沈黙することにアイラは不信感を抱く。はっきり言って怒っている。


    「あなたは私達にとって憎むべき存在ではありませんか！　そのあなたの利になることを私が話すと思うのですか？」


    「レオン」


    　アイラが背中にぶら下げた大剣にそっと手をかける。思い出した怒りの矛先は、教壇に立つ女性に向けられる。アイラは脅してでも情報を得る覚悟だ。


    　アイラはレオンに目で合図を送った。しかし、レオンの取った行動は意外なものだった。


    「分かった。じゃあいいよ。帰るわ。でもこの子は連れて行くぜ？」


    　レオンはクリュウの腰に手を回すと勢い良く抱き上げる。


    「え？　え？」


    　クリュウは突然のことに理解が追いつかず、宙に浮いた自身の体に戸惑う。


    「さっきの話しぶりじゃ、クリュウが生きてたらこの里にとってもまずいんだろ？　その点は俺の責任だ。だから今後は俺と一緒に来ればいい」


    　女性がクリュウを指差す。


    「彼女を連れていくことで黒の教団と繋がりが持てると思っているのですか？　それは間違いです。今回の任務でも私達は下っ端です。この里から選別された彼女と別の集落のドワーフの二人は、彼らにしてみれば使い捨てなのですから。私達も自分達の生活を守るので精一杯の小さな存在です。あなたの求めるものは手に入りません」


    「ああ、そうだろうな」


    　レオンが素直に頷くので、女性は眉を顰めた。


    「俺の中でも整理がつかないし、コントロールできない感情なんだ。このまま彼女を置いていけば恐らく自決するだろう。それをさせたくないと思っている自分がいる」


    　女性は血走った目をレオンに向ける。


    「あなたが邪魔をしたくせに？」


    　レオンは押し黙る。それとこれは話が別だと頭で理解している。いきなり殺しに来られて無抵抗に殺されるわけがない。恐らく酒場でレオンが魔道士だと知って、他の連中が強攻策に出たのだろう。過激派らしい。クリュウのこれまでの言動からレオンはそう予想していた。それにフェンリルを半殺しにしたんだからお互い様だ。あの夜にクリュウの涙を見てから、彼女を見捨てることができなくなった。


    　そこまで考えてレオンは頭を横に振る。


    「これが魔王思考なんだろうな」


    　レオンは抱き上げたクリュウと目を合わせる。


    「俺と来いよ。そのうちまた住処を見つけられると思うし、償いってわけじゃないがそれまでは俺が守ってみせる」


    「レオン、いい加減にしてよ！」


    　アイラがたまらず声を張り上げた。


    「もちろん、後ろの恐い女からもな」


    　クリュウは黙ってレオンの瞳を覗いていた。レオンには恨みは無い。先に仕掛けたのは自分達だからだ。それでも里を窮地に追い込んだ相手に変わりは無い。恨みもないし、ついて行く道理もないので自決が正解だとクリュウは思った。しかし、揺れ動く自分の心を否定できない。生まれつき今の世に祝福されていたのに、彼は黒死病にかかり、自分のアイデンティティーを失うほどにちぐはぐだ。それはダークエルフに生まれたのにダークエルフにも拒絶され、今また唯一の居場所にもいられなくなった自分と似ていると思えた。


    　頷くべきではないし、信じるに足る相手かも分からない。


    　最後に後押しをしたのは、フェンリルを助けてくれた記憶だった。


    　クリュウはコクンと首を縦に振る。


    「よし、決まりだな」


    「クリュウ？」


    　クリュウは頷いた自分の気持ちをはっきりと掴めない。


    　きっと、彼の中の何かに期待したのかも知れない。


    　自分だけでなく、全ての迫害された者達の居場所を見つけてくれるのだと。


    　かつて魔王と呼ばれた心優しい人間がそうであったように。


    「じゃあ一旦、町に戻るか」


    　背後でアイラが大剣を抜く音が聞こえた。


    　振り返ったレオンは、無表情のアイラを見てヤバイと思った。


    　キレた時のアイラの顔だった。


    　アイラの精神状態は常々不安定だ。誰よりも騎士になりたいのにそれが叶わず、挙げ句に祖国からも追放され、言わば下界に馴染めない毎日を送っている。レオンの病気を治し、帰還して騎士に任命される夢だけが彼女を支えている。日々戒律を守らなくなっていくレオンを見て、彼女がどれだけ不安を抱えていることか。魔王に染まったらどうしようといつも心配しているのだ。それがここに来て、ダークエルフを助けただけでなく、一緒に旅をすると宣言した。法王の息子はもう手遅れなのかもしれない。


    　アイラの頬を涙が伝っていく。


    　アイラはレオンにも言っていない任務を背負っていた。


    　レオンへの同行を許された際に、法王に「人間の平和のためにもしもの際は、騎士としてレオンを殺せ」と言われている。今がその時だとアイラは悟る。


    「レオンを殺して私も死ぬ！」


    　アイラの中でそれがけじめだと、騎士の心構えだと、正義として刷り込まれる。


    「うわああああああっ！」


    　アイラは大剣を力の限り振り回した。


    　


    　アイラ、眠れ！


    　


    　レオンはとっさにアイラの眉間に指を立てて眠らせると、気を失って倒れるアイラを抱きしめた。


    「ふぅ、久しぶりにキレたか」


    　昔から追い詰められて生きてきたアイラは、自分を支える確固たる自信がない。そんな彼女の気持ちを誰よりも分かっているレオンだが、自分の考えを曲げるつもりはない。今となってはどこまでが自分の考えなのか不安ではあるが、意志の強さは魔道士として生まれたゆえだ。


    「ははっ」


    　左腕にクリュウ、右腕にアイラ、まさしく両手に花だったのでレオンは笑った。


    「じゃあ、お姉さん。妹さんは俺に任せて、組織には死んだって報告して下さい」


    　最後にそれだけ言うと、レオンはクリュウを見た。


    「行くか」


    　レオンはアイラをおんぶしながら、クリュウと一緒に来た道を戻って黒い森の外まで行く。すっかり夜は更けてしまったが、町まではクリュウの魔法でひとっ飛びだった。


    「すごいな。クリュウの移動魔法」


    　町外れに降り立つと、レオンはクリュウを賞賛した。


    「そうですか？　私からしたら事象をコントロールする人間の魔法の方がすごいですよ。私達のは魔法というよりも精霊との交わりですから」


    　クリュウはつま先立ちして眠っているアイラの顔を覗き込んだ。


    「寝顔を見ると穏やかですね」


    「こいつは昔から変わらない。変わったのは俺なんだ。むしろ付き合わせて申し訳ないと思ってる」


    　アイラの夢は姉のように聖騎士になることだった。今は破れた夢に無様にしがみつき、祖国にもいつ帰れるか分からない。それでも普段泣きわめかないのは彼女の心が気高いからだ。


    「一つだけ安心してるんだ」


    　レオンは独り言のつもりで呟いた。


    　明らかに昔の自分と思考が変わってしまっても、アイラを大切に思う気持ちだけは変わらないでいる。自分が自分のままだと思える強い理由の一つだ。


    「それにしても東の最果てまで来れば手がかりがあると思ったんだけど、これじゃまた一から出直しだな」


    　レオンが思い浮かべたのは探し人だったが、クリュウは魔王に関することだと思った。


    　落ち込むレオンのマントをクリュウが掴む。


    「宿に戻ったら私が知っていること全て話します。何かのヒントになればいいのですが……」


    「本当か？　それは助かるぜ」


    　レオンはクリュウに微笑む。


    「ありがとうな」


    　時間は限られているが、決して諦めたりはしない。どれだけ困難でも心は折れない。


    　帰還を夢見るのはアイラだけではない。


    　レオンだって、必ずいつの日かと夢見ている。


    　病が治りさえすれば、父達は自分を歓迎してくれると信じている。


    　自分は何も悪いことをしていないのだから。


    「必ず祖国に帰ってみせる！」


    　レオンは力強く言い切った。


    　


    　しかし三人は、町の掲示板に貼られた張り紙を見て固まってしまう。


    　そこにはレオン達の似顔絵があり、王子誘拐犯としての指名手配と書かれていた。


    「はぁっ!?」


    　祖国に帰れないんじゃないかという絶望がレオンに押し寄せるのだった。

  


  
    第３章 弱き少女の誓い

  


  　


  　


  
    　子供が走っている。


    　赤髪青眼の少女だ。


    　白いブラウスに黒いスカートをはいている。


    　息が荒く、少女の顔は今にも泣き出しそうに弱々しい。


    　全身から発汗していた。


    　必死に走る足取りはおぼつかなくて速度が出ない。


    　両手に抱えている物のせいだ。


    　足は疲労から震えてもう限界だった。


    　少女は自分の身長よりずっと大きい剣を抱えていた。


    　今にも押しつぶされそうなほど重い。


    　装飾もない無骨な鋼の塊は、華奢な少女に振り回せるような物ではない。


    　少女は幼い日のアイラだったが、この頃はまだアイラを名乗っていない。


    　アイラは法王の住む、大理石で造られた宮殿から円形状の大きな広場に出て、市街地へと続く一本道を走っていた。広場は一般人も礼拝に訪れていて人で賑わっている。


    「あ、いたぞ！　おいっ！　待てよ、アンッ！」


    　この頃はまだアイラを名乗らず本名か愛称で呼ばれていた。


    　アイラを少年少女達が追いかけていた。


    　彼らはそれぞれ背中に大剣を背負っている。


    　アイラが持つ子供用の大剣と同じだ。


    　違うのは、彼らが大剣を全く苦にしていないということ。


    　彼らは同年代のアイラより一回り以上体格が大きい。並んで比べれば、アイラはまるで年の離れた妹にしか見えないだろう。


    　少年少女達は先頭を走るアイラとの差をみるみる詰めていく。


    　口元に微笑を浮かべた彼らは汗一つかいていない。


    「ひっ」


    　すぐに追いつかれて横に並ばれ、アイラは恐怖で顔を引きつらせた。


    「はは、めちゃくちゃノロいな！」


    　少年がアイラを嘲笑した。


    　アイラは恐怖から目をぎゅっと瞑る。


    　脛に硬い棒にぶつかったような痛みが走り、アイラの体がフワッと浮いて転倒する。


    「きゃっ！」


    　アイラがあげた女の子らしい悲鳴を聞いて、少年少女達は吹き出した。


    「聞いた？　恥ずかしいったらないんだけど？」


    　がっしりした体格の少女がアイラを見下ろす。


    　アイラは目の前に転がった自分の大剣に手を伸ばしていた。


    「痛いっ！」


    　アイラの伸ばした手が目の前の大きな少女に足で踏みつけられる。


    　傍にいた少年が落ちている大剣を拾いあげた。


    　アイラは周りを少年少女達に取り囲まれてしまう。


    　周りの大人達はアイラ達に視線を向けるが、彼らが騎士見習いであることに気づくと何事もなかったように通り過ぎていく。


    　アイラは自分の大剣を取り上げた少年を睨んだ。


    「返してっ！」


    「騎士じゃないだろ、お前はっ！」


    　アイラはビクッと身を震わせた。


    　自分を見下ろす少年少女達の目がとても冷たく感じられたからだ。


    　それぞれの瞳と表情は一言では形容しづらい。いくつもの感情が混じった色を浮かび上がらせている。


    　ただ全員に共通するのは、アイラへの拒絶意識だ。


    「お前なんかが大剣を持つなっ！」


    　少年はアイラの大剣を片手で放り投げる。大剣は勢い良く飛んでいき、市街地に通じる出口の前まで転がった。


    　アイラの手を踏みつけている少女が鼻を鳴らす。


    「修練所は騎士になれる人だけが来る所なの。あんた、才能もないくせに顔出さないでよ。目障りだから！」


    「わ、私だって……」


    　アイラの手を踏みつける足にさらに力が加わって、アイラは痛みで悶絶する。


    「遊びじゃないの！　おままごとしていいわけがないでしょ！　あんたは、子供を産んで育てることだけ学んでなさいよ！」


    　踏みつける少女の罵声に、周りの少年少女達はケラケラ笑った。


    　アイラは顔を歪める。痛みだけではない。悔しいと思ったからだ。


    「騎士になるもんっ！」


    　叫んだアイラは頬を蹴り飛ばされた。


    「おいっ！　顔は止めとけって！」


    　少年がハッとして少女に声をかけるが、相手も頭に血が上っていた。


    「なれるわけない！　騎士は生まれつき決まってるの！　あんたは実の両親になれないって言われたんでしょうがっ！」


    　顔への蹴りでアイラは口の中を切っていた。けれど、アイラは痛みでは泣かない。


    　アイラの脳裏に姉の背中が浮かんだ。


    　10歳年上の姉は聖騎士の身分であり、朱雀(す　ざく)・白虎(びゃっ　こ)・青龍(せい　りゅう)・玄武(げん　ぶ)を冠する部隊に分かれる白凰騎士団において、朱雀の隊長を務めている。


    　男性顔負けの巨体と鋼のような筋肉に加え、女性特有のしなやかさを持つ。その剣筋は変幻自在で、捉えることは同じ隊長格にしか不可能と言われる。数々の武功を上げ、女性騎士で初めて法王に勲章を授けられた英雄。代々騎士を輩出するラズアット家史上最強の騎士。


    　アイラは美しくて強い姉を目標にしていた。


    　騎士という階級は社会において特別なものである。


    　聖サザンクロス法王国にしか存在しない。


    　階級に組み込まれてはいるが、階級の外にある存在だ。


    　法王に騎士として任命された者が就く職業であり、聖サザンクロス法王国の華だ。


    　彼らは在任中は、婚姻と財産を持つことを許されない。


    　私利私欲を捨てて、法王に仕えるゆえに栄誉を受ける。


    　法王の遣い手として、世界中が敬意と畏怖を払う。


    　姉はたまにしか家に帰って来なかったが、年の離れたアイラを自分の娘のように可愛がってくれた。物心ついたアイラは姉が騎士であると知り、姉のようになりたいと思った。


    　騎士になる者は、早い時期から騎士の修練所に通う必要がある。


    　入学志望のアイラも当然、入学前の身体測定を受けた。


    　これから騎士への道が始まることにアイラは胸を躍らせた。


    　だがアイラは修練所に通わせてもらえなかった。


    　アイラを待っていたのは花嫁修業だった。


    　家事はもちろん、教養を身につけるために、読み書きを始め、楽器や踊りなどを習わされた。


    　騎士の訓練を楽しみにしていたアイラは、どうしてなのか理解できなかった。


    「お父様、お母様。私は何時になったら修練所に通えるのでしょうか？」


    　アイラの困惑する顔を見た両親は、首を横に振るだけで答えてくれない。


    　１年経ち、２年経ち、３年が経つ。アイラと近所で遊んでいた年下の子供達が修練所に通うようになっても、アイラの順番は回ってこなかった。


    　年頃になったアイラは、騎士見習いの子らは出席しない社交パーティーにデビューした。美しく着飾った自分を見て強烈な違和感が湧いてくる。


    「お父様、お母様、私は騎士の鎧が着たいのです」


    　両親はアイラの懇願が聞こえないように振る舞った。


    　家の窓から外を見ると、騎士見習いの子らが訓練を終えて帰ってくる。全身ボロボロの彼らを見て無性に羨ましくなった。


    　とうとう我慢できなくなり、姉の部屋に保管されていた訓練時代の大剣を持ち出してしまう。


    　子供用だというのに大きくて重い。最初は部屋から持ち上げられなかったので、見て触るだけで満足した。


    　そうだ、いつ修練所に通ってもいいように自分で訓練を積もう！


    　アイラは習い事の合間に腕立て伏せや腹筋、スクワットをやるようになる。姉の見よう見真似だ。始めた当初は回数を重ねられなかったが、少しずつ体が強くなっていくのを感じられた。


    　１年頑張った甲斐があって、なんとか大剣を持って構えることができた。嬉しくなったアイラは両親に見てもらうことにした。これなら両親は自分を修練所に通わせてくれるかもしれない。


    「お父様、お母様！　見て下さい。アンはここまでできるようになりました！」


    　父親に頬を叩かれた感触は生涯忘れられない。殴られたのはそれが初めてだった。


    　激高した父親は、二度と騎士になろうなどと思うなと告げた。


    　アイラは父親が恐くて頷いた。翌週、アイラは15歳年上の聖騎士の男を紹介された。彼は要人警護の際に右腕の筋を切ってしまい、騎士を引退したという。両親に将来の結婚相手だと言われた。今日からうちで一緒に暮らすことになったらしい。


    「は？」


    　アイラは結婚の意味が分からなかった。


    　あと２年で成人を迎える間に結婚相手のことをよく知りなさいと両親は言った。


    　年齢差は関係が無い。相手は優秀な血の家系だし、次男坊だからと。


    　混乱したアイラは姉に助けを求めた。姉なら胸の内を全て分かってくれると思った。


    　大剣を持ち出して宮仕えの聖騎士が住む宿舎に行った。


    　姉はいきなりやってきたアイラに怒らなかった。両親とケンカしたのかと心配してくれた。


    「お姉様、アンはお姉様のように騎士団に入りたいのです」


    　騎士団に入れなければ、本当の騎士とは認められない。


    　姉は激高するでもなく、哀れむのでも無く、ただ一言「無理だ」と言った。


    「アンは騎士に足る体で生まれてきていない。才能が無い。だが恥じることは無い。騎士団に入れなくても子を残せば良い。次代に優秀な騎士を産むことがアンの使命なのだ」


    　才能がないということは選ばれていない、辛くても今世での夢の成就(じょう　じゅ)を諦め、来世に託せということだった。


    　アイラは思った。自分は見限られたのだ。両親はアイラよりも優秀な騎士の子が大事なのだと。


    「アン、それは違う。父様も母様も私もアンを愛している。この世に生まれた全ての者には役割があるのだ。各々がその役割を担わなければ。ただそれだけなのだよ」


    　その役割に生まれてきていないのだから諦めろ。


    　それは両親に愛されていないというよりも大きな絶望だったかも知れない。


    　アイラは激しく首を横に振ると、姉の元を飛び出した。


    　諦めたくなかった。


    　諦めきれなかったから、その足で修練所に行った。


    「私を騎士にしてください！」


    　だが、資格のない者を誰も認めはしない。


    　アイラの幼なじみだった者達は、アイラの姉への羨望の気持ちも相まって、アイラを才能の無い落ちこぼれと見た。羨望とは嫉妬に通じる。誰もがアイラの姉の座っているポストが欲しいと内心狙っている。世の中の幸福の総量は限られている。アイラのような異物はただ苛立ちの要素でしかない。


    　アイラは迫害の対象だった。


    　だがアイラは決して心が折れない。


    　騎士を諦めるなんてしたくない。同年代の皆と同じように騎士の訓練を受けて、騎士になるための努力をしたい。


    「努力するもんっ！」


    　アイラは怯まずにもう一度吠えた。それが自分を見下ろす少女の怒りに油を注ぐ。


    「努力したって無理なの！　あんたの思考は間違ってる！　従えないなら罪だ。この異端者！」


    「違う！　私は……」


    　アイラは頭上にある少女が振り上げた足の裏を見た。


    「お、おいっ！」


    　周りが少女を止めようとする。


    「こいつ異端者だよ！」


    　少女は迷わずアイラの顔めがけて足を振り下ろした。


    　


    　醜いから動くな！


    　


    　少女が愕然とする。声がしたかと思うと、体が急に金縛りにあったみたいに動かなくなる。


    　アイラと周りの少年少女達は広場の出口を見た。


    　銀髪に青い瞳の少年がそこに居た。神官だけに許される白い祭服を纏っている。


    　アイラを攻撃した少女を含めた全員がすぐにその場で姿勢を正した。


    「レオン様」


    　ふてぶてしい面構えは今と変わらない。まだ黒死病にかかる前のレオンだった。


    　手にはアイラの大剣を抱えていた。


    　専属の家庭教師である枢機卿(すう　き　きょう)の男性と、同年代の貴族の子供らと一緒にいる。


    　彼らの警護についた聖騎士達もいた。


    「お前達は一体何をやっている！　訓練中ではないのかっ！」


    　大人の聖騎士が怒声を浴びせると、少年少女達は体を萎縮させた。


    　レオンは地面にうつ伏せでいるアイラを見て、ゆっくりと近づいていく。


    　アイラも慌てて体を起こしてその場で正座する。


    　レオンが王子だとは分からなかったが、祭服を見て偉い人物なのだと理解した。


    「これは君の？」


    　レオンはアイラの目の前までやって来ると大剣を差し出した。


    「は、はい！」


    　間近でレオンを見るのは初めてで、アイラは緊張で心音が高鳴っていく。


    「君は騎士見習いなんだ？」


    　レオンの問いかけに、アイラの周りの少年少女達が一瞬反応を見せるが、口を挟む度胸がなくて沈黙する。


    　アイラは力強く頷いた。


    　後ろに控えていた聖騎士がレオンに近づいて耳打ちする。


    　アイラは「まずい」と思った。自分が騎士見習いでないことがすぐにバレてしまう。


    　聖騎士の話を聞き終えると、レオンはふぅんと頷いて見せた。


    　嘘を吐くのは戒律では過ちだが、アイラは騎士の教育を受けずとも騎士を目指している。実際の立場は変わらないと信じていた。


    「大剣は返すよ。アンジェラ」


    　アイラは本名を呼ばれたことで全てがバレたと悟る。


    　レオンは大剣を改めてアイラに差し出す。


    「騎士になったら俺を守ってくれよ」


    　それは明らかにレオンの優しさだった。


    　アイラは目を瞬かせる。大剣を受け取る手が震えている。


    　悔しさでも恐怖でもない。心の底から体中に温かさが広がっていく。


    　アイラは力強く大剣を抱きしめる。


    「はい！　レオン様は私がずっとお守りします！」


    　レオンの腕が伸びてアイラの腫れた頬に触れる。


    　レオンの体が銀色の光を放つとアイラの痛みが引いていく。


    　後に傷は欠片も残らない。


    「またね」


    　立ち去っていくレオンの背中をアイラはいつまでも見つめていた。


    　自分の頬に触れると、腫れているわけでもないのに火照っていた。


    　まるで騎士の任命式。


    　初めて認められたこの日をアイラは生涯忘れない。


    　この日、アイラはレオンの騎士になったのだ。


    　たとえ何があってもどこまでも彼についていく。


    　確かにそう決めた。


    　


    ◆


    　


    「うわ～ん」


    　アイラは泣いていた。


    「レオンのバカ～！」


    　アイラはこの日ほど、仕える主を間違えたと後悔した事はなかった。


    　ベッドの上で枕に顔を埋めるアイラをよそに、レオンとクリュウは静かにお茶を啜っていた。目を覚ましてからずっと泣くアイラをよそに、今さっき荷造りを終えたところだった。


    　レオンはお茶を飲み干して大きく息を吐いた。西の紅茶とは違う緑茶は、不思議なリラックス効果を与えてくれた。


    「お代わり要りますか？」


    　クリュウがポットを手に取ってお茶を注ぐ。


    「お、ありがとう」


    　レオンはついでもらったお茶をゆっくりと口元に運ぶ。


    　後ろから枕が頭に当たって頭とコップを持つ手が揺れて、レオンの顔にお茶がかかった。


    「熱っ！」


    「レオンのバカッ！」


    　無視され続けたアイラが痺れを切らした。


    　レオンは裾で顔を拭って振り返る。


    「いきなり何するんだっ！」


    「お茶なんか飲んでる場合!?　私達指名手配されちゃったんだよ？」


    　クリュウがポットを再び持ち上げる。


    「もうお代わりしないの！」


    　アイラに睨まれてクリュウはポットを下げた。


    　アイラの言う通り、事態は深刻だった。何故かは分からないが、レオンとアイラとクリュウはアシッド王国中で指名手配されてしまったのだ。捜査が回る前に急いで宿屋に戻って、主人に魔法をかけて何とか急場を凌いだ。王子誘拐というが、送り届けたライガがレオン達を誘拐犯だと言ったとは思えない。また家出をしたために、真っ先に疑われたのだろうか。だがそれも不自然すぎる。


    　レオンが出した結論はトンズラだった。


    「この国にもう用はないからな。明日の朝一番で出て行こう」


    「それがいいです」


    　レオンの言葉にクリュウは涼しい顔で同意する。


    　アイラはワナワナと拳を震わせた。


    「そんなわけにいかないでしょ！　私達の名誉の問題だよ！　このままじゃ国に帰れない！　第一、王子は今宮廷にいないの？　私、騎士として放っておけない！」


    　レオンは片手で頭を抱えた。まためんどくさいことを言い出したと思い、強引に眠らせているうちに町から連れ出すことを真剣に考える。捨て猫を拾ってきた時はそうしている。


    「ライガってガキは家出常習犯なんじゃないのか？　あいつに関わったせいで迷惑被っているんだ。これ以上はごめんだ」


    　またアイラが喚くと思って身構える。だが、アイラは俯いたまま黙り込んだ。


    　アイラは早足で壁に立てかけてある大剣を取りに行く。


    　大剣を手に取ったアイラの目は据わっていた。


    「おい、アイラ」


    　アイラは大剣を持ち上げて自分の首筋に当てる。


    「レオンの分も私が死んで無罪を証明する」


    「分かった！　何とかする！」


    　レオンは即断した。


    「本当に？」


    　疑いの目を向けるアイラにレオンは激しく頷く。


    「ライガは見つけるし、俺達の無罪も証明する。だからその剣を地面に置こうぜ！　な？」


    　キレた時だけでなく、ふてくされた時もめんどくさい女だった。


    　それでもレオンはアイラが大事なので、付き合ってやるしかない。


    「じゃあ、信じるね」


    　アイラが大剣を下ろすのを見て、レオンは安堵してイスに腰掛けた。


    「あなた達って仲が良いんですね」


    　クリュウがお茶を啜りながらそう言った。


    「そう見える？」


    「はい」


    　レオンは大きくうな垂れた。


    　クリュウの言葉の意味は、王子と騎士の二人の間に壁がないことを指している。階級社会では考えられないことだ。


    「酒だ！　今夜はもう遅いし、酒飲んで寝る！　ちょっと酒貰ってくる！」


    　レオンは勢い良く立ち上がって部屋を出て行く。


    　間もなく樽酒を担いで戻って来たレオンに、クリュウは不思議そうに首を傾げた。


    「お酒とはどのような味がするのですか？」


    　レオンはテーブルの上にドスンッと樽酒を置く。


    「飲んだことが無いのか？」


    「はい」


    　レオンは樽の蓋を割ると、コップでお酒を汲んで手渡した。


    「味見程度にしとけよ？」


    　西の大陸ではワインなどの醸造酒が主流だが、東の大陸の主流は穀物を原料にした蒸留酒だ。クリュウはコップを両手で持ち、透明な液体に見入った。


    　クンクンと匂いを嗅ぎ、お酒にペロッと舌を這わせる。


    　驚きのあまりクリュウはバッと顔を上げた。


    「合わない？」


    「美味しいです」


    　クリュウは一息でコップのお酒を飲み干す。


    「何杯でも行けそうです」


    「何ぃ？」


    　クリュウのその一言がレオンに火をつける。


    「だったら飲み比べと行こうぜ！」


    　お酒が強い弱いなんて何の意味も無い。戒律では暴飲暴食を禁じられている。レオンもそんなつもりはなかった。アルコールの恐ろしさを知らないクリュウを、からかったつもりだった。


    　１時間後、レオンは自分の言葉を後悔した。


    「う……」


    　レオンが落としたコップがカランッとテーブルの上に転がる。床に落ちる寸前でキャッチしたクリュウはお酒を汲んでレオンに手渡す。


    「はい。お代わりです」


    　強烈な眠気と前後不覚がレオンに襲いかかる。レオンは震える手でコップを掴む。


    　バカな？　こんなはずでは？


    　レオンは床に視線を落とす。空になった樽が二つ置かれている。


    「ちょっとレオン、情けないわよ！　このまま負ける気？」


    　アイラがレオンを叱咤する。


    　レオンはアイラの手元にあるグラスを見た。開始直後から一口くらいしか減っていない。


    「あんまりクリュウと仲良くしないでよ！　町を出るまでだからね？　私まだ納得してないんだから！」と怒るアイラを宥(なだ)めるためにお酒を勧めたのだが、考えてみればアイラはお酒に強くなかった。


    　レオンは視線をクリュウに戻した。クリュウはコップに汲んだお酒を一息で飲み干す。先ほどからずっと一息だ。褐色肌ために顔色の変化は読み取れないが、目の光が淀んでいないのと意識がしっかりしているのだけは分かる。


    　レオンの視線に気がついたクリュウは、お酒を汲む手を止めた。


    「お代わり要りますか？」


    　レオンは自分のコップになみなみと汲まれたお酒に視線を落とす。


    「う……」


    　胃の底からこみ上げてくる嗚咽感にレオンは自分の口を押さえた。


    　これ以上は限界だった。


    「クリュウ、甘く見ないで！　レオンはまだまだ飲めるんだから！」


    　アイラがコップを手に取ってレオンの口に運ぶ。


    「レオン、一息よ！　一息で決めてやりなさい！」


    「ちょ、ちょっと待て！」


    　無理矢理口に流し込もうとするアイラの目を見ると、据わっていた。


    　こいつまさか一口だけで酔っているのか？


    「アイラ、落ち着けって！」


    　何とかアイラの手をはね除けると、レオンはすぐにアイラのコップを手に取って渡した。


    「まぁ、まずはアイラが飲もうよ」


    　アイラは手渡されたコップに目を落とす。


    　瞳がどんよりと曇っていて覇気が無い。


    「いいわよ」


    　断ると思ったがアイラはコップを口元に運び、舌でペロッと舐めた。


    　それだけだった。コップをテーブルに置くとアイラは目を閉じる。そしてそのままうつぶせになった。


    「早っ！」


    　アイラのあまりの早さに呆れながらも、レオンは抱き上げてベッドに寝かしてやる。


    　クリュウはその間もレオンが飲むのを待っている。


    　さすがにまだ回復していない。


    　テーブルに戻ったレオンは無駄話で時間を稼ぐことにする。


    「そういえばさ、ダークエルフって普段何を食べてるんだ？」


    　エルフは主に木の実や穀物を好んで食べるが、ダークエルフは荒野に住んでいるので森の中のようにはいかないはずだ。


    　クリュウはコップをテーブルに置くと席を立った。


    「あ」


    　レオンは気を悪くさせたと思って自分の失言に気づく。


    　荒野に追いやられて不便な生活を送らないといけなかった恨みは深い。


    　興味本位で触れるべきではなかったか？


    　クリュウが口元を不自然なまでに吊り上げる。


    「実は人間です」


    　突然口を開いたクリュウがレオンに襲いかかる。


    「ちょっ！」


    　レオンは身を退こうとするがアルコールが回って反応が遅れる。


    　飛びかかったクリュウはレオンの左腕にかじりついた。


    「痛いっ！　止めろ！」


    　クリュウに覆い被されて、イスから床にレオンは倒れた。


    　人間だと!?　しまった！


    　左腕に走った痛みに、手遅れだと思った瞬間、


    「冗談です」


    　クリュウが噛みつくのを止めて離れた。


    　左手を見れば、歯形はあるものの血は流れていない。


    　立ち上がったクリュウは、レオンに手を差し伸べた。


    「私達は環境に合わせて何でも食べられます。逆に言うと好みはありません。そもそもエルフは人間ほど定期的な食事を必要としませんから」


    　レオンはクリュウの手を借りて起き上がる。


    「ですが今のように乱暴者のイメージを利用します。荒野に住む私達を狙って危害を加えるとしたら人間なので、防衛策を取る必要があるのです」


    　クリュウの突然の冗談には、人間の抗議が込められていた。


    　この世界は戒律を守る者達だけではない。上流階級でありながら、裏で陰湿なことをやる者は少なくない。周りも権力を前にすれば黙認する。この２年間の旅でレオンも少なからずそれは見てきた。


    「ごめん」


    　レオンは自然と謝っていた。


    　クリュウは驚いたのか、左右の耳をピクピク動かした。


    　ダークエルフなのに、嫌悪感をあまり抱いていない自分にレオンは気づいている。


    彼女が異端者なのは別として、ただダークエルフとして生まれただけで嫌悪感を抱くのだとしたら間違っていると思った。


    　この気持ちも自分本来のものなのか、魔王のものなのか分からない。


    　レオンは客観的に判断できればと願ったが、アルコールで思考が全く定まらない。


    　視界がグルグル回り、思わず頭を抱えてしまう。


    「この樽もあとちょっとですね。一息でいっちゃっていいですか？」


    「え？」


    　耳を疑う言葉にレオンが顔を上げると、クリュウは持ち上げた樽に口をつけてお酒をゴクンゴクンと飲み込んでいく。


    「お代わり貰ってきますね」


    　空になった樽を床に置いて部屋を出て行くクリュウにレオンは戦慄する。


    　このままではとても終われない。自分から言いだした意地がある。


    　レオンは大きく深呼吸すると、自分のコップのお酒を一息で飲み干す。


    「お代わり要りますか？」


    　クリュウが樽酒を担いで部屋に戻ってきた。


    「俺は負けないっ！」


    　レオンは奪うようにして樽酒を取り、蓋を開けて口をつけて勢い良く飲み込んでいく。


    　すぐに意識がブッラクアウトした。


    　朝になって目を覚ましたレオンは、何故かベッドの上でクリュウに腕枕していた。


    　隣でスヤスヤと眠るクリュウの顔を見ながら、後頭部に柔らかい感触を感じていた。


    　それはアイラの尻だった。


    　頭が働かずに再び瞼を下ろして二度寝したレオンは、尻を枕にされたアイラの拳を顔に受けて目を覚ました。


    　


    ◆


    　


    　正午を過ぎた頃、レオン達三人は傭兵ギルドまでやって来た。


    　職人の集まりごとにギルドはあるが、傭兵ギルドは用心棒や黒死病関連の公にできない仕事を請け負う日雇い労働者斡旋所(あっ　せん　じょ)の役割を果たしている。使い捨てにされるゴロツキ共のたまり場だと世間では認知されていた。都市の闇の部分を背負う役目を負った傭兵ギルドには、その都市の暗部の情報がどこよりも早く集まってくる。


    　町の表通りにある商工ギルドとは対極的に、裏通りにある傭兵ギルドは、２００坪はある木造建築だった。


    　ギルドに踏み入った三人に、視線が矢のように突き刺さる。


    　ダウンライトの室内には幾つもテーブルがあり、見るからにスネに傷を持つ者がたむろしていた。


    　彼らは毛色の違うレオン達の観察を始める。


    　掲示板にはクエスト依頼が隙間無く貼られていた。掲示板に貼られたクエストの報酬はどれも大きい。自然と報酬が大きい仕事しか残らなくなる。一回の仕事で死傷者が多く出るからだ。


    　掲示板を覗いている者達は、比較的安全な仕事は無いかと目を凝らしている。


    　そういう意味で傭兵ギルドは万年人手不足だった。


    　アイラが後ろからレオンのマントを引っ張る。ティッシュを鼻に突っ込んだレオンが振り返った。アイラはプッと吹き出す。


    「お前が殴ったせいだろ」


    　魔力節約のために自己回復に任せたのをレオンは少し後悔した。


    「レオンがスケベなことするからじゃん」


    　守ってくれるはずの騎士に傷つけられては笑い話にもならない。


    　不服だったがレオンは文句を呑み込んで、アイラの発言に耳を傾けた。


    「本当にこんな所に来て意味あるの？」


    「あるさ。真っ当な方法を取れないしな」


    　レオンはアイラとクリュウが首にかけた、ミラージュ石のペンダントを見た。


    　黒死病ほど魔力が強いものを隠すわけではないので、二人は小型ので十分事足りる。


    　ライガがまた家出したのか、それとも誰かに誘拐されたのか？


    　まずはそれを知ることから始めないといけない。


    　王宮に直接聞きに行くわけにはいかないし、町で情報収集するわけにはいかない。ミラージュ石の幻影効果に慢心して、町を大手を振って出歩くのは危険だからだ。どこの国も犯罪で利用されるミラージュ石を打ち消すセキュリティ対策はしてあるし、ミラージュ石を探知する石を持った兵士が町を巡回している。職務質問されればすぐにバレる。


    「それにギルド以上に情報が集まる場所は無いよ」


    　レオンとアイラは何度も傭兵ギルドを訪れている。アイラは過去の経験からレオンの言葉に文句は無かった。


    「じゃあ、聞いてくるから待っててくれ」


    　レオンは意気揚々と奥にある窓口に向かう。


    　受付の、顔に傷のある男と話すレオンを二人は遠くから見守る。


    　ドンッ


    　レオンが早々にテーブルを叩いて激高した。


    　受付の男は努めて冷静に手を突き出して首を横に振る。


    　戻って来たレオンは肩を竦めて見せた。


    「どうしたの？」


    「情報が無いって。お金は払うから情報くれって言ったんだけど、無い物はないって一点張りだ」


    　上手くいかなくて頭を掻くレオンのマントをクリュウが引っ張った。


    「何て聞いたんですか？」


    「え？　ライガ王子の誘拐について情報があるなら高く買うって……競合相手も多いだろうから金は惜しまないって伝えたぜ？」


    　クリュウは無表情だった。レオンは自分を見る目がどことなく冷たいと感じた。


    「レオン。ギルドは何よりも信用を重んじます。ライガ王子が誘拐された時点で、有力な情報はもうお得意様に流れています。私達のような一見がいくらお金を積んだところで、情報を貰えるわけがないとは考えませんでしたか？」


    　レオンもアイラも富裕層で何不自由なく育ったから世間に疎い。人の表裏を見極めることや、この世界で日陰に生きる者達の処世術を知るはずがない。


    「今度は私と一緒に行きましょう。傍に居て見ていて下さい」


    　そう言って受付に向かったクリュウをレオンは慌てて追いかける。


    　二人の顔を見た受付の男性は舌打ちをした。


    「またかよ？　お前の求める情報はないって言っただろ」


    「いえ、今度は違うことを聞きたいのです」


    　クリュウが男に手を振って見せた。男はあどけない少女を見て嫌悪感を薄めた。


    「どんなに些細なことでも良いのです。最近、変わったことはありませんか？」


    　クリュウの問いかけに男は腕を組んだまま思案を巡らせた。クリュウの視線に気がついて、レオンが懐から金貨を３枚出す。クリュウと男は目を丸くした。金貨、銀貨、銅貨がこの世界の共通貨幣だ。この世界の一般層の月給が金貨５枚なので、レオンのは成金の金遣いの荒さに近い。


    　男は口元を緩めて金貨を３枚懐にしまった。


    「お前ら何者だよ？　いいぜ。俺が知ってる限りだと二つ……いや、三つあるな。それだけでいいんだな？」


    「はい。お願いします」


    　話を聞き終えてレオンとクリュウはアイラの元に戻ってくる。


    　レオンはどうでもいいような情報に何の価値があったのか気になっていた。


    「クリュウ、何であんなことを聞いたんだ？　意味あるのか？」


    「あります」


    　クリュウは断言した。その目の色は無知な二人を同情するようだった。


    「大きな事件が起きるまでには、小さな事件が積み重なっているんです。今回のようにツテが無い場合、人海戦術で小さな事件を一つずつ洗っていきます。変化には理由があります。毛糸と同じです。どんなに複雑に絡まった糸でも伝っていけば、大玉に繋がっている一本は必ず見つかります」


    　クリュウは指を三本突き立てる。


    「今回は運が良いことに三つしかありません。私達の数もちょうど三人です。時間が惜しいので手分けしましょう」


    　レオンとアイラはお互いの顔を見合わせる。


    　ぐうの音も出なかった。


    　入手した情報は全部で三つ。


    　一つ目の情報は、国境沿いの採石場で、アシッドとテイラーの土木作業者による小競り合いが始まったこと。二つ目は、テイラーの王宮の侍女が、アシッドの歓楽街で働き出したこと。三つ目は、最近現れるようになった怪盗にアシッドは手を焼いていることだった。


    　クリュウはレオンを見上げた。


    「誰がどれを担当するか、あなたが決めて下さい」


    　レオンは顎に手を当てる。


    　一番初めに、歓楽街に行くなら男の自分が向いていると考えた。


    　必然的に残す二つのルートを割り振らないといけない。


    　クリュウの戦闘力への信頼から、土木作業者のいざこざ程度は心配する必要がないので任せることにする。


    　最後に、アイラに安心して任せられないこと。一番安全なのはどれかといえば、たぶんアイラなら怪盗を見つけるまでに至らないと判断する。一人でやらせるのは心配だから自分が合流するまで何もできない状態が好ましい。


    　


    「決めたぜ」


    　我ながらベストな人選だとレオンは胸を張った。


    「歓楽街には俺が行く」


    　アイラがすぐさまレオンの横っ面を引っぱたいた。


    　


    ◆


    　


    　アシッドとテイラーのある山岳地帯は、金や銀、宝石や魔法石を大量に採掘することができる。採掘した石を他国に販売することが国の重要な資金源になっていた。


    　アシッドとテイラーの国境沿いにある鉱山では連日、作業者達が働いている。


    　両国が険悪であるため、作業者達は相手を挑発する意味でも境界ギリギリまで踏み込む。


    　お互いが顔を突き合わせた状況での作業は、相手への敵意から沸点を低くさせた。


    　ついこの間まで戦争をしていたのだから、同盟を結ぶと言ってもすぐに呑み込めるものではない。争いにならないように監視する役目にある兵士達も、いざ争いが起きれば戦闘を辞さない腹積もりでいた。これは相手に勝りたい気持ちから起きる。同じ条件で存在するからこそ、相手よりも劣ることが我慢ならない。常に相手と比較して自分が上だと感じていないと安心できない。競い合わなくても国民が十分豊かな生活を送れるというのに、富を目の前にした人間は決して現状に満足しない。より多くの幸福を手に入れたい性(さが)があるからだ。


    　クリュウは国境沿いの山の中腹にある採掘現場までやって来ていた。


    　採掘には色々な掘り方があるが、ダイヤや金などの希少鉱石は最深部にあるため、山岳地帯では斜めから一気に最深部に向かって掘り進めていくのが効率良い。


    　採掘穴に向かうクリュウは違和感に気づいていた。


    　道中で護衛兵の姿を見られなかったのだ。


    　アシッド領とはいえ、関係者以外の立ち入りを封じるためにも、とっくに兵士が出てこないとおかしい。


    　作業者達が駐在するために建てられたテントまでやって来ると、クリュウはとっさに物陰に隠れた。


    「あれは……」


    　人が倒れていた。それも一人二人ではない。


    　クリュウは耳をすませて人の足音が近くに無いのを確認すると、すぐ近くの倒れている男に駆け寄る。服装から見て作業者だ。男は頭から流血していた。鈍器で殴打された痕がある。


    　息はまだあった。注意深く他の倒れている者達に近づき、全員の生存を確認する。


    　決して殺戮が目的ではないようだ。


    　兵士の姿が無いことと、倒れている者達から判断して、クリュウは鉱石の保管庫を探すことにした。


    　襲撃した者達の足取りを追うために、クリュウは耳に意識を集中させる。


    　ダークエルフの目と耳は人間の10倍優れている。音が激しく聞こえてくる方角を感じ取ると、クリュウはすぐに向かう。杖を持つ手に力が加わる。


    　


    　風の精霊よ。私を運んで。


    　


    　風が舞い上がり、クリュウの体が宙に浮く。


    　エルフ族は精霊と呼ばれる自然エネルギーが目に見え、捉えることができる。もちろん個人差があり、見えるエネルギーの量と質は違う。


    　エネルギーの一つ一つには意志があり、彼らはまるで生物だ。凶暴な者、我関せずを決め込む者、静けさを尊ぶ者と様々な個性がある。


    　クリュウが自分に見える精霊に働きかけると、風はクリュウを空高く運んでいく。


    　怒号と暴力の音はすぐに視界に入った。


    　採掘穴の真横にある保管庫の前では、アシッドの兵士と作業者達が必死に防衛戦を張っていた。相手はテイラーの兵士と作業者達だった。


    「てめえらっ！　本気でやるつもりかよっ！」


    　テイラーの兵士に殴りかかるアシッド作業者の腹部に槍が突き刺さる。


    　上空からその光景を目の当たりにしたクリュウは、思わず息を呑んだ。


    　合わせて１００人ほどのアシッドの兵士と作業者に対して、テイラー側は20人ほどの作業者しかいなかったからだ。


    　テイラー側の男達は多勢を前にしても落ち着き払っていた。


    　仲間が殺された怒りでアシッドの男達が群れで襲いかかる。


    　テイラー側の一人に対して、アシッド側は五、六人だ。


    　クリュウは押し潰されることを予想したが、テイラー側の男達は強かった。


    　襲いかかる攻撃が全く当たらない。避(よ)けるのと同時に剣で切る、槍で突き刺す、を容易く行う。みるみるうちにアシッド側の立っている男達の数が減っていく。


    　兵力にこれほどの差があることにクリュウは驚いた。テイラー側の作業者が、アシッドの兵士すら歯が立たない強さを持っていることに納得いかない。


    「小競り合いが起きてるとは聞いてたけど……」


    　他国の採石の略奪はもう小競り合いで済むレベルではない。これは戦争になる。さすがにやり過ぎだ。両国の王子と王女の結婚と和解が決まっているのに、こんなことをしてどういうつもりなのか？


    　クリュウは意を決して、もっと近づくことにした。


    　保管庫のすぐ近くまで飛んで物陰に隠れる。


    　戦いは間もなくテイラー側の勝利で収束した。


    　テイラー側の男達は全員無事だった。


    　男達はすぐに保管庫から鉱石をリヤカーに積んで運び出す。


    　クリュウは男達の会話に耳をそばだてた。


    　人間は住む地域や階級によって、言語や服装が違うことがあっても外見に大差はない。


    　周りに指示を出している顔に無数の戦場傷がある茶髪の男にクリュウは神経を注ぐ。


    「おい、急げ。すぐに運ばないといけないからな」


    　男の発音は確かにこの地域の住民のものに聞こえた。


    　クリュウは目を閉じて耳に意識を集中させる。些細なイントネーションの変化も見落とすことが無いように、男達全員の会話を捉える。


    　すると、わずかだが綻びが見つかった。彼らの発音は限りなくこの地域の住民に近いが、完璧に模倣できていない。どうしてもそれは不可能だからだ。


    「少佐、どの程度運びますか？」


    　決定的なのは、指示を出す男が呼ばれた軍の階級呼称だった。


    　アシッドでもテイラーでも使われていないものだ。


    　クリュウの頭に疑問が浮かぶ。


    　その階級呼称はこの世界でたった一国でしか使われていない。


    　人類三大国家の一つクオリア帝国だ。


    　クオリア帝国は建国されてから５００年しか経ってないが、急速に発展して力をつけた国だ。今では人類三大国家の筆頭であり、代々の皇帝と聖サザンクロス法王国の法王は兄弟のような間柄を築いている。戒律を全世界に浸透させた最大のスポンサーであるが、クオリア帝国自体は戒律に支配されない国家である。正確には戒律を教理で捉えていない。彼らは合理的な思考で動く。


    　聖サザンクロス法王国は輪廻転生を謳い、生前に善い行いをするべきだと人々に倫理として戒律を刷り込むので、人々は戒律のルールに自分の感情を乗せて行動する。敬慕だったり、従順だったり、仕方が無いだったり様々だが、それらは教理というルールの檻の中からはみ出ない。はみ出れば罪人あるいは異端者と認定されるからだ。


    　しかし、クオリア帝国は階級制度と戒律の作成に携わった側だ。教理をシステムとしか捉えていない。彼らは人類をコントロールするために合理的な方法を模索した結果、教理を利用しているに過ぎないのだ。クオリア帝国は人類の統一を目指して建国された。彼らは長い時間をかけて国家を一つにまとめて、選別された者達による人類支配体制を確立しようとしている。


    　彼らは自分達が人類全体を幸福にできると思っている。人類の進化のために個人や世代を超えて、信仰とは違う思想に生きている。それは夢と言っていい。彼らは計画のためなら、皇帝ですら命を惜しまない。次世代にバトンを繋ぐことを優先する。だからこそ、犠牲となる者に感情を挟まない。より状況が良くなるなら自分の手足ですら切り捨てるように訓練されている。ある意味、人類とはかけ離れた別の種族だ。彼らは超人になろうとしている。


    「なんだかきな臭いですね」


    　クオリア帝国は公にはテイラーとアシッドが和解することを望んでいるが、テイラーに肩入れしている立場だ。


    　クリュウは大きく息を吸い込んだ。


    　ここからどうするかが肝心だった。


    　自分達の目的はライガ王子誘拐の詳細だ。


    　一旦、退いてクオリア帝国が関わっているという情報を持ち帰る。


    　それだけでは足りない気がした。


    　ライガが本当に誘拐されたかどうかも分からない状況だが、鉱石略奪を働くクオリア帝国が誘拐に絡んでいる可能性もあるように見える。


    　危険を伴うが、もう少し踏み込んでみるべきだとクリュウは判断する。


    　クリュウは目を開いて物陰から顔を出す。


    　男達らの後をついて行けば何かが分かるかも知れない。


    　クリュウが意を決したその時だった。


    　後ろから物音が聞こえる。


    　音が聞こえた方を振り返ると山猫だった。


    「誰だっ!?」


    　少佐と呼ばれた男が音に反応して振り向きざまにナイフを投げた。


    　クリュウはハッとした。


    　黒の教団の過激派に属して、他の組織に徴兵されるようになってから、クリュウは善悪の判断は置いておいて、無関係な者は巻き込まないことだけは徹底していた。


    　


    　風の精霊よ。壁となれ。


    　


    　杖を向けた先から風が舞い、山猫の頭に突き刺さるはずだったナイフを止める。


    　驚いた山猫はすぐにその場から逃げ去っていく。


    「魔法？」


    　男達は魔法現象だと認識する。


    「誰だっ!?　出てこいっ！」


    　鉱石を運ぶのを中止して男達は武器を手に取って包囲網を張る。


    　男達がジワジワとクリュウが隠れた物陰に押し寄せてくる。


    　クリュウは大きく深呼吸した。


    　身につけていたミラージュ石の効果を停止する。


    　この場合はダークエルフとしての方が、後々問題が起きない。


    　クリュウは意を決して物陰から姿を現した。


    　男達はさすがに顔色を変える。


    「ダークエルフ!?　お前は黒の教団か？」


    　少佐の発した言葉にクリュウは大きく目を見開く。


    　ダークエルフだというだけで、黒の教団だと結びつけるのは安直だ。


    　この男達はどうして黒の教団だと聞いたのか。


    「はい。私は報告があってやって参りました」


    　とっさに浮かんだ一か八かの賭けだった。


    　少佐は片手を上げて周りの男達を制する。


    「誰からの報告だ？　名前を聞きたい」


    　少佐の向ける目に疑いの色を見つけ、クリュウは肩を竦める。


    　いきなりどん詰まりだ。


    　少佐は答えないクリュウを見て、懐から銀色の塊を取り出した。先端の筒には銀色鏃(やじり)が取り付けられており、剣の柄のような握る部分には引き金が付いている。


    　クリュウが初めて見るものだったが、何かの武器なのはすぐに分かった。


    　少佐がニヤリとする。


    「銃の実験にはちょうどいい相手だな」


    　戦いは避けられそうに無かった。


    　


    ◆


    　


    　レオンはドキドキしていた。


    　握り締めた手の平は汗ばんでいる。


    　目の前には少女が座っており、レオンを見つめていた。


    　少女は目を閉じて唇を突き出しながらゆっくりレオンに顔を近づけていく。


    　レオンの鼓動がこれ以上無いほどに早鐘を打った。


    　ここは歓楽街にある酒場だ。レオンはキスを迎えようとしていた。


    　人間社会がどのような文明の下に構成され、教理が浸透しようとも欲望は抑えられない。


    　食欲・性欲・睡眠欲の三大欲求は、どんな聖人君子であっても無くならない。


    　もちろん、上流階級の高貴な者達は表立っては肉欲に走ることを非難するが、営業を停止するようなことはしない。


    　神官や騎士は禁欲生活を送るが、王族なら女を貢ぎ物として受け取るし、上流階級の者なら金で女を囲う。庶民が利用する歓楽街は彼らからすれば、お情けで存続させている。三大欲求に関してのみ共通理解があるからだ。神官も政治と教理を結びつけているので、王族や貴族を面と向かって非難することはできない。心の中で軽蔑することで自己の優越を保っている。


    　そういうわけで、聖サザンクロス法王国を除けば、どこの国にも歓楽街はあり、一般の住民街とは区画分けされていた。


    　少女を目の前にしてレオンは体が思うように動かなかった。


    　緊張と高揚感が混じり合った複雑な感情が全身に広がっている。


    　嫌な感じでは無く、わくわくして期待している自分が居る。


    　レオンはまだ女を抱いたことがない。


    　聖サザンクロス法王国は、全世界に浸透する教理を司る国家である。神官達はもちろん、騎士も戒律を厳しく遵守する。人類の模範とならねばならないからだ。


    　戒律の中には、「婚姻を結んだ女性以外とまぐわってはならない」がある。


    　当然、第二王子として戒律を遵守するレオンはこれを遵守しなければいけない。


    　レオンは自分の胸を押さえた。


    　胸の高鳴りが止まない。


    　黒死病の進行で魔王の思考に毒されているのとは違う。男であるレオンにはそうではないと分かっている。思春期に入れば、男には抑えがたい性欲に苦しむ一生が待っている。


    　レオンも祈りと自分の背中へのむち打ちで乗り越えてきた。


    　戒律だけが理由ではない。


    　これは男の本能だ。


    　レオンは長く初恋の少女オワリと結婚したいと思っていた。だが彼女はいなくなり、初恋は失恋に終わった。


    「さっきからどうしたのよ？」


    　日に焼けた肌のロングヘアの少女は、目を開けて先ほどから反応がないレオンを心配した。


    　レオンは引きつった笑顔を浮かべる。


    　


    　歓楽街に来るのは初めてだったし、店の中など想像もつかなかった。


    　道を歩けば、男性が「うちに良い子いますよ！」と呼び込みをするし、中には女性もいて、「安くしとくよ、旦那！」と声をかけてくる。


    　さすがに赤面もので、聞こえないふりをして早足で歩いた。目当ての店に辿り着くまでほとんど顔を上げていない。


    　三階建ての民家のような店に辿り着くと、レオンは看板を見上げた。


    「可愛い女の子と美味しいお酒のお店」と書いてある。ここが目当ての店だった。ここは若い女の子が踊ってショーを見せる以外は、普通にお酒が飲めるだけの店だ。


    　レオンは緊張しながら扉を開ける。


    「いらっしゃいませ！」


    　入ってすぐレオンの目に飛び込んできたのは、ステージの脇でアップテンポな音楽を演奏する女性達と、ステージの上でまるで下着姿のような薄着で踊る女性達だった。


    テーブル席はダウンライトのため、ステージだけが一際輝いて見える。


    　女性達は男性を挑発するように片足を高く上げたり、お尻を突き出すようにして激しく踊っている。観客達のほとんどはお酒で出来上がっていて、口笛を吹いたり、手拍子を叩いたり、声援を送っている。レオンは空いている後ろの方のテーブルに腰掛けた。すぐに給仕の女性がやって来る。踊っていないのに彼女まで同じような薄着だった。


    「何になさいますか？」


    　美しい女性は必要以上にレオンに顔を近づけて来る。


    　レオンの鼓動は早鐘を打つ。思春期に入ってすぐ黒死病にかかったレオンは、１年間隔離生活を送った。解放されてすぐ国外追放の形で旅に出て、身近に接する女はアイラだけだ。アイラとは長くいるので、胸の膨らみを見る時以外は女性として意識していない。クリュウはダークエルフなので、そもそも性的な目で見ない。


    　レオンは女性と意識できる相手に近づくことに慣れていない。


    「え？　ビ、ビールを」


    　驚いたレオンが身を退きながら答えると、女性は満面の笑みで下がっていった。


    　レオンは大きく深呼吸して自分を落ち着かせる。


    　全く経験のない場所でどう振る舞ったら良いのかが分からない。


    　しっかりしろ。俺はここに人を探しに来たんだ。


    　レオンは懐から写真を一枚取り出す。そこには踊っている少女が写っていた。


    　テイラーの王宮で働いていた元侍女。


    　ステージを含めた店中を見回して少女を探すが、相手はどこにもいない。


    「お待たせしましたっ！」


    　先ほどの女性がビールジョッキを運んでくる。レオンは意を決して女性の手を取る。


    　


    　この少女がどこにいるか教えて欲しいんだ。


    　


    　レオンに手を握られた少女が驚きで目を丸くした瞬間、言葉が彼女の心を支配する。


    　クリュウには質問する時は最初から魔法をかけろとアドバイスされていた。女性は店にとって大事な商品なので、怪しまれれば店の用心棒が出てくるからだそうだ。


    「この子だったら今は裏にいるわ。呼んでくるわね」


    　手際よく進んだことにレオンはテーブルの下でガッツポーズを取った。


    　後は来た少女に話を聞くだけだ。


    　遠くからやってくるロングヘアの少女にレオンはすぐに気づく。他の女性と同じ格好の少女だが、顔には暗い影が差していてこの場に似つかわしくない。


    　少女の見た目からレオンとそう年齢は変わらない。侍女として王宮に出される少女は、花嫁修業の意味もある。未成年だったり、成人したばかりの子が多い。


    「ミオだけど呼んだ？」


    　レオンの前にやってきたミオは、見るからに不機嫌な顔だった。眉を吊り上げて睨むようにレオンを見ている。


    「俺はレオン。君に会いに来たんだ」


    　レオンの言葉にミオは頷いて、隣の席に腰を下ろした。


    「指名料とかかかっちゃうけど？　あんたお金は大丈夫なの？」


    「へ？」


    　店の仕組みを知らないレオンは何のことやら分からない。ミオは気が進まないのか、そっぽを向いた。


    「お金ならあるよ」


    　レオンは懐の財布を握り締める。


    「あっそ。そんなに無理しなくていいんだからね！」


    　ミオは横目でレオンをチラッと見ただけで、またすぐそっぽを向いた。


    　え？


    　つれない相手にレオンのプライドが刺激される。


    　何だよ。俺お客じゃないか。お金払っているのにそんなに嫌なの？


    　ムッとしたレオンが怒りにまかせてミオの手を握った。ミオはビクッと体を震わせるが、抵抗せずに身を委ねる。


    　その態度がますますレオンを惨めにさせて、口説いてやろうと燃え上がらせる。


    「す、すごく可愛いよね」


    　女を口説いたことがないレオンにはそれが限界だった。


    「あんたに可愛いって言われても嬉しくないんだから！」


    　ミオには全く響かないようだ。


    　ミオはテーブルを見ると、手で軽く叩いた。


    「ちょっと喉渇いたんだけど！」


    「え？」


    　喉が渇いたなら何か飲めばいいのでは？


    「もうっ、全然気が利かないのね！」


    　少女に再び睨まれると、レオンは慌てて、「好きなのを注文して良いよ」と言った。


    　すぐに彼女が指定したカクテルが運ばれてくる。しかし、彼女は手をつけない。


    「の、飲まないの？」


    「別にあんたに頼まれて飲むわけじゃないんだから！」


    　ミオはカクテルを手に取って口に運んだ。


    　レオンは完全に相手を情緒不安定だと思った。


    「さぁ、お待たせしました！」


    　急に店内の音楽が止まって、女性の大きな声が響く。


    「一夜の恋人は決まりましたでしょうか？　これからおまちかねのキスの時間です！」


    　レオンは意味が分からない。周りを見ると、男達がそれぞれ女性を脇に抱き寄せていた。


    「それでは、特別な時間をどうぞ！」


    　合図があった途端、周りは一斉にキスを始めた。


    　レオンは唖然としてしまう。


    　何やってんだ？


    　レオンの裾が引っ張られる。


    　振り向けば、ミオがそっぽを向いたまま頬を赤らめている。


    「別にキスしてあげてもいいんだからね！」


    　さっきまで不機嫌だったくせに、いきなり何を言い出すんだ？


    「早くキスしなさいよ……私だって好きなんだから！」


    　ミオの一言がレオンの胸に突き刺さる。


    　拗ねたようなミオの言いぐさが可愛かった。


    　それまで意味が分からなかったのに、その一言で心が動かされる。


    　レオンはミオの肩を掴んだ。


    　ミオはレオンを向いて目を閉じた。


    　


    　再び目を閉じて唇を突き出すミオを前に、レオンはごくんっと唾を飲みこむ。


    　周りは皆キスをしているんだし、この流れでキスをしないと逆に不自然だし、ミオも拗ねているみたいだから。


    　レオンの中でいくつもの言い訳が出てくる。


    　レオンは自分も目を閉じて、ミオに唇を向けた。


    　その時、閃光のように頭の中に膨れたアイラの顔が浮かんだ。


    　


    　


    「そんないかがわしい場所に行くなんて信じられない」


    　アイラは、レオンの歓楽街行きに納得しなかった。


    「仕方が無いだろ。女の子じゃ無理な場所だ」


    　レオンは分からず屋だと思いつつ宥める。


    「どうしてもと言うのでしたら、働き手として潜り込んだらいかがですか？」


    　クリュウが気を利かしたつもりで余計なことを言う。


    「それよ、それ！　じゃあ私が行くね」


    「ただし、大抵はすぐその場でテストがあります」


    　アイラは鼻で笑った。


    「踊るだけでしょ？　バカにしてるの？」


    「こんな踊りです」


    　クリュウはその場で胸を突き出したり、お尻を向けて弧を描いたりしてみせる。


    セクシーな女性が踊れば興奮するが、まだこれから発育する段階のクリュウが踊っても奇妙にしか見えなかった。


    　アイラは一瞬呆然とするが、すぐに唇を尖らせた。


    「そんな変な踊りしたくないわよ」


    「アイラならいい踊り子になれると思いますが」


    　クリュウはアイラの胸やお尻を見ながらしみじみと言った。


    　一応褒められているのだが意味が分からないアイラは、完全にバカにされていると思って眉間に皺を寄せた。


    「あんたねぇ」


    　レオンはため息混じりにアイラの肩に手を置いた。


    「だから俺が行くのがベストなんだって。話だけ聞いたらすぐ出てくるよ」


    　アイラが苦虫を噛み潰したような顔をする。


    「本当に？」


    「俺は法王の息子だ。戒律は守る。それにただの酒場なんだし、変な場所じゃないよ」


    　クリュウは何かを言いかけるが空気を読んで黙った。


    　アイラはレオンの顔をじっと見つめた。


    「分かった。信じる」


    　


    　


    　レオンはミオの肩を掴んで勢い良く自分から引き離した。


    「え？」


    　ミオは突然の拒絶に困惑する。


    「ごめん、ミオさん。俺はあなたに聞きたいことがあって来ただけだ」


    　レオンの体の熱はすっかり引いていた。


    　崩れた理性が少しずつ修復されていく。


    　レオンは前髪を掻き上げる。


    　内心不思議に思っていた。戒律でも抑えることができなかった肉欲。それを抑えたのは、アイラの膨れっ面だったのだから。


    　


    ◆


    　


    　日が暮れた頃、アイラはアシッドの王宮の外にいた。


    　王宮を覆う壁にもたれかかって体育座りしている。


    　アイラはここで怪盗の出現を待っている。


    　王宮の周りは衛兵達が張り付いて厳戒態勢だった。


    　アイラは正門から大きく離れた真横にいる。


    　たまに巡回する衛兵達の気配を感じると、すぐ横にある森の中に身を隠してやり過ごした。


    　怪盗が参上すれば騒ぎになるので、どさくさに紛れて捕縛の手伝いをするつもりだ。


    　怪盗から王宮に予告状が届いたらしい。


    　最近、怪盗の噂は国中に広がっていた。


    「絶対にあの情報屋にふんだくられてる」


    　買い取った情報では今夜、王宮に怪盗が参上するとの予告が入ったとのこと。


    　町の人達の会話に聞き耳を立てると、その話題で持ち切りだった。


    　これでは目新しい情報じゃないと、レオンの出した金貨一枚を惜しんでいる。


    　アイラも名家の出ではあるが、レオンほど金銭感覚は麻痺(ま　ひ)していない。


    　レオンの浪費癖は目に余るものがある。国を出た時に貰ったお金はとっくに底をつき、そこからは法王に預けられた借り出しの証文で、各国を訪れる度にお金を貰っている。お金をあまりに無駄に使えば、祖国から差し止めされかねない。レオンにはいつも言って聞かせているが、本人はいまいちお金が得難いものだということを理解していない。


    「ううん、理解していないのは私も同じか」


    　アイラはため息を吐く。


    　王族も神官も貴族も、自分達より下の階層の者達から搾取することで生計している。騎士の家計に生まれ育ったアイラは、国家から給金を貰える立場にあった。強制的に徴兵される兵士とは違う。王宮警護の兵士であっても、宿舎に住まわされて最低限の生活は保障されるが給金は出ない。騎士として働いていると言えば聞こえは良いが、商人や職人ほど自分の腕一本で食べていくリスクは大きくない。国税から給金が出ている以上、搾取しているのは変わらないのだ。


    　アイラだって国を出るまでは、お金がなくなるものだと意識したことはなかった。


    　お金を使い果たしてしまい、次の大都市に行くまではお金がない状態で空腹を覚え、野宿を経験した時は人生が終わったように感じた。


    　けれど、これが下流階級に位置する者達が送っている人生なのだ。彼らは生活に常に不安を抱いている。奴隷であれば人生を放棄する。それに対して上流階級に住む者達はどのように生きているかといえば、周りへの妬みや嫉(そね)みだった。


    　アイラはそこで慌てて首を激しく横に振った。このような思想は大変危険だ。


    「でも……」


    　アイラは顔を上げて空を見上げる。そこには大きな満月が浮かんでいた。


    　祖国を出てからアイラは人間がよく分からなくなっていた。


    　階級社会を作って、幸福を分配して人間を管理する。


    　いかに多く幸福を独占するかが人間達の全ての行動原理だ。


    　だけど人間はそこまで幸福を得るにふさわしい生き物なのだろうか？


    　アイラは自分やレオンを迫害し、追放した祖国を思い出す。


    「ううん。皆は戒律を守っただけ。きっと私達が資格を得れば受け入れてくれる」


    　アイラは自分にそう言い聞かせる。アイラやレオンにとって戒律は心の支えである。


    　教理は決して裏切らないと信じている。


    「あ」


    　満月を遮るように人影が見えた。


    　人影はあっという間に城壁を飛び越えていく。


    　アイラは急いで立ち上がった。


    　辺りを見回して衛兵の姿を探す。見当たらないのですぐに正門まで走った。


    　遠くから全力で走って来るアイラに兵士達は身構える。


    「何だ、お前は!?」


    「今さっき城壁を怪しい人影が飛び越えていきました！」


    　アイラの報告に衛兵達は目の色を変える。


    「すぐに中に入れ！　王宮にも報告しろ！」


    　騒がしく王宮に入っていく警固兵達を見て、アイラも最後尾に並ぶ。


    「おいっ！　何だ、お前は！　邪魔するな！」


    　さすがに気づかれて正門の門番に立ち塞がれる。


    「私もお手伝いしたいんです！」


    「市民が余計なことを考えるな！」


    　アイラはムッとして頬を膨らませる。


    「私は聖サザンクロス法王国の騎士です！」


    「嘘をつけ！　そんなに貧弱そうな騎士がいるか！　怪しい奴め！　捕獲しろ！」


    　自分を捕まえようとする兵士達を見て、アイラはすぐにその場を逃げ出した。


    「貧弱って何よ！」


    　アイラは自分の胸に目を落としながら下唇を噛む。


    　どさくさに紛れれば、中に入れてくれるかもと思ったがそう上手くいかなかった。


    　背中の大剣が重い。しかし、あちらはアイラより重い鎧を纏っている。トータルでハンデが同じ分、体が身軽なアイラの方がまだ速く走れた。


    　アイラは最初に居た場所まで戻って後ろを振り返る。まだ追って来る。このまま森に入れば町まで逃げ切れるが、自分がここに来た意味がなくなる。


    　アイラはレオンの顔を思い浮かべた。


    　アイラにだって足手まといになっている自覚はある。


    　レオンは何も言わないが、アイラは後で落ち込んでいる。


    　三人で分担した今回のことだって、レオンは失敗しても怒らないだろう。だからこそ癪だった。アイラにだってレオンの騎士だという自負がある。クリュウの顔を浮かべると、ダークエルフへの嫌悪感とは別に、胸の奥から灼熱がこみ上げて来る。


    「あの子に負けるもんか」


    　アイラは背中にかけていた大剣を下ろす。


    　大剣を見つめる表情は曇っていた。アイラは頭を横に振って森の中に踏み込む。


    　茂みに大剣を隠してアイラは城壁まで戻って来る。


    「おいっ！　待て！」


    　衛兵達はすぐそこまで迫っていた。城壁はアイラの身長の３倍近くの高さだ。


    　アイラは助走をつけると、城壁に向かって一直線に走った。


    　壁が目の前に迫る瞬間に跳躍して壁を蹴って昇る。


    「なっ!?」


    　衛兵達の目の前で、アイラはまるで軽業師のような身のこなしで城壁を越えていく。


    　アイラは運動神経が悪いわけではない。むしろ筋力に恵まれていないからこそ、体のバランス感覚や足の速さは際立っている。


    　アイラの体重の半分はある大剣を下ろせば、城壁を越える程度問題はなかった。


    「え？」


    　城壁を越えたアイラは、目の前で倒れている衛兵達を見た。


    　怪盗が進んだ道に連なって彼らは倒れている。


    　遠目で外傷が見当たらないことからアイラに緊張が走る。外傷を与えずに相手の意識を奪えるのは魔道士しかいない。


    　アイラは深呼吸すると怪盗の足跡を追いかけた。


    　倒れている衛兵は王宮の中にまで続いていた。


    　アシッドの王宮は左右の塔と中央の宮殿の三つから形成されている。


    　アイラが辿っていった先には左側の塔がある。


    　塔の中に入ると階段が奥に見える。階ごとに階段は奥と手前、交互に場所を変えてあった。


    　階段の前では必ず衛兵が倒れていた。


    　アイラは彼らがここの要人を警護しているのだと気づく。


    　五階建ての塔の最上階はすぐそこだった。


    　最上階への階段を上がり、アイラは窓から入る満月の明かりを頼りに、部屋の光景を見た。


    　寝台と机と書棚の他は何も無い。


    　部屋から持ち主の色と匂いを感じられないほど簡素だった。


    　アイラは感覚を研ぎ澄ませる。


    　怪盗はまだこの部屋にいるのだろうか？


    　ここは誰の部屋？


    　アイラは怪盗の予告状を思い出す。


    　


    　邪(よこしま)な想いより解放しに伺います。


    　


    　それだけしか書かれていなかった。抽象的な内容にも拘(かか)わらず、町に住む者達は王宮の財宝を盗むのだと噂している。ある意味では彼らの本望なのだろう。怪盗はこの１カ月の間に数度現れ、お金持ちから盗んでは町の貧しい者達に分け与えていると聞く。


    　義賊のつもりなのかも知れないが許されざる大罪だった。


    　お金が持ち主の手を離れて本来渡るべきではない者の手に渡る。


    　そんなことをしては、この世界が構築してきた幸福の分配システムが破綻する。


    　人は生を受けた時点で役割があり、苦しむ者は苦しみ、悲しむ者は悲しみ、楽しむ者は楽しむ。決して違(たが)えてはならないのだ。


    　アイラはハッとする。


    　この部屋にいるもう一人の気配を感じ取った。


    　どこ？　アイラが周辺を見回そうとしたその時、ガタンッと音が鳴った。


    　書棚の前にある机を振り向くと、そこには先ほどまで見つけられなかった人影があった。


    　堂々と机の引き出しを開けた相手はアイラの視線に気づいて顔を上げる。


    「やあ、こんばんは」


    　月明かりに照らされた相手は仮面を被った少女だった。


    　三つ編みに束ねた黒い長髪に黒いクリッとした目、日焼けした肌。肩やお腹が露わになった紺のボディスーツと黒のショートパンツを履き、白いマントをたなびかせいる。


    　少女は口元に無邪気な笑みを浮かべていた。


    「こ、こんばんは」


    　相手の緊迫感のなさにアイラもつられて挨拶(あい　さつ)してしまう。


    「か、怪盗ですか？」


    　アイラはすぐに気を取り直して尋ねた。


    　黒髪の少女は自分を指差す。


    「私かい？　うん。今は怪盗をやってるね」


    　アイラはゴクッと唾を飲み込んだ。


    　少女の後ろには窓がある。相手が逃げ出すことを警戒しながら、アイラは忍び足でジリジリと間合いを詰めていく。


    「そんなにゆっくりしてる暇は無いよ。来るなら早くおいで」


    「え？」


    　少女に手招きされてアイラは急いで傍まで走って行く。


    「すぐに衛兵がやって来るよ」


    　少女はそう言って仮面を頭の上にズラした。


    　顔を露わにした少女を見てアイラは息を呑んだ。


    「あ、あなた！」


    　アイラは少女に見覚えがあった。


    　格好は違うが間違いない。


    「酒場にいた踊り子！」


    　そこにいたのはライガと初めて会った時にいた少女だった。


    　少女が引き出しをまさぐる手を止めて顔を上げた。


    「うん。この間まで踊り子をやってたね」


    　少女は目当てのものがないので、次の段の引き出しを開けてまた漁った。


    「な、何やってるの!?」


    　アイラが少女の手首を掴む。


    「今は怪盗だからね。何か漁るぐらいしないとダメだと思うんだ」


    　少女は悪びれもせず答える。


    「やめなさい！」


    　アイラは少女の手首を掴んで放さなかった。


    「分かったよ。やめる」


    　すると、少女はあっけなく身を退いた。


    「え？」


    　拍子抜けしたアイラの手から腕を引き抜くと、少女は歩いて窓枠に腰掛けた。


    「そろそろ来る頃だろうしね」


    　少女は何かを待っている様子だった。アイラは捕縛するチャンスだと思い、少女に飛びかかる機を窺う。


    「あなたの目的は何なの？」


    　アイラの真剣な眼差しを少女はチラッと見るが、視線はすぐ階段に戻る。


    「ここはね、ライガの部屋なんだよ」


    　意外な答えにアイラの緊張が解ける。


    「私はこれから来る奴に用事があるんだ」


    「え？」


    　アイラは少女の言葉の真意が読み取れない。


    　ライガの部屋だと聞いてアイラはもう一度部屋を見渡した。殺風景という言葉が当てはまる無個性の部屋。一度だけレオンの部屋を見たことがあったが、下手だけど女の子がやたら描かれたキャンバスや、大好きな魔法の書物、伝統工芸品などが大事に置かれていた。人は自分だけの空間を大切にするものだ。そうしない場合は、そこを自分の場所だと思っていないことになる。


    　階段を駆け上がってくる音が部屋まで聞こえてくる。


    「あなたとライガ王子の関係って？　市民が呼びつけは不敬よ！」


    「聞くのか怒るのかどっちかにして欲しいな。すぐに分かると思うよ」


    　アイラは階段を振り返る。


    　すぐに何人もの衛兵達が上がって来た。


    「いたぞ！」


    　衛兵達はすぐには飛びかからず、階段から窓までを囲むように広がっていく。


    　最後にそれまでの騒々しい足音とは違って、静かな足音が聞こえてきた。


    「あ」


    　アイラは見覚えのある顔に思わず声をあげる。


    　アシッド王国宰相アクダマだった。

  


  
    第４章 帝国の野望

  


  　


  　


  
    　一晩経ってもアイラとクリュウが戻ってこないことに、レオンの焦燥感が募った。


    　テーブルに座っていたレオンは窓から差し込む光を見る。


    　自分の人選は間違っていたのか？　とレオンの中で後悔がよぎる。


    　歓楽街を切り上げたレオンは、すぐにアイラの後を追いかけて王宮に向かった。


    　けれど、王宮は静かでもう全てが終わった後のか、怪盗が現れなかったかの、どちらかで、レオンが踏み込む余地は無かった。意気消沈して宿屋に戻ったアイラを想像して、すぐに帰還したがアイラの姿はなかった。


    　アイラが戻ってくるかも知れない状況で、確証も無しに王宮に忍び込むことはレオンにはできなかった。戒律を重んじるレオンにはそのような不敬を自分ではできない。レオンの中のもう一つの思考は、我慢せずに今すぐ潜り込めと気持ちを駆り立てたが、感じるがままに生きていくなど人間の所行では無く動物と同じだ。レオンは魔王の思考を振り払った。


    　クリュウの戦闘能力を心配してはいなかった。なので自分達と袂(たもと)を分かったのかも知れないと思い、仕方がないと諦めている。


    　アイラが帰って来ないということは、王宮に不審者として捕まった可能性が高い。


    　レオンは席を立つ。気持ちは固まっていた。


    　結局、思うままに行動するのではないか、と魔王の思考が嘲笑する。


    　レオンは首を横に振った。礼を尽くしてアイラの解放を願うだけだと言い返す。


    　部屋のドアが開く音にレオンはすぐさま振り返った。


    「アイ……!?　クリュウッ！」


    　戻ってこないと思っていた相手の帰還にレオンの心に安堵が広がる。


    「遅くなりました」


    　クリュウは憔悴(しょう　すい)しきった顔だった。服は泥だらけで裂けている箇所もある。


    　破けた箇所から覗ける素肌に大きな傷を見つけてレオンは駆け寄る。


    「怪我してるのか？」


    　レオンはクリュウに手をかざす。


    　


    　治れ！


    　


    　銀色の光に照らされて傷が癒えていくのを、クリュウは見つめた。


    　人間の使う、相手に作用する魔法において回復だけ例外だ。相手の細胞を活性化させて治癒を施すのではなく、傷が無くなるという結果に書き換えるわけだ。このような事象の変更の歪みは魔道士本人に返ってくる。回復魔法を使えば使うだけ寿命は減っていく。回復魔法を使えるほどの魔道士は限られているし長生きできない。そのため通常は、王族や貴族など高貴な身分の者に限定して使用する。


    「レオン、あまり回復は使いすぎない方が良いと思います」


    　クリュウの責めるような口調にレオンは鼻で笑った。


    「そんなことよりも何があった？」


    　レオンの問いにクリュウは頷き、採掘場で起きた出来事を説明する。


    「──というわけでテイラーの人間と戦いになりました。多勢に無勢でしたので、逃げることに専念して山に隠れて朝までやり過ごしたわけです」


    「たかが兵士や一般市民だろ？　クリュウがそこまで手こずる相手だったのか？」


    　レオンには少し信じ難い話だった。


    「魔法で十分に対処できただろ？」


    　クリュウは俯く。


    「できるだけ情報を入手したかったので戦闘に踏み切ったんです。最初は無関係な者達ですし、手心を加えていました。それが私のミスでした」


    　クリュウはレオンが癒やしてくれた腕を見せる。


    「銀の鏃(やじり)を避けきれず刺さってしまったのですが、魔法が使えなくなりました」


    「は？」


    　レオンは言葉の意味をすぐに理解できない。だがクリュウはもう分析済みのようだった。


    「実験だと言っていました。元来、銀は魔法への耐性がありますが、あれは恐らく更に手を加えた新兵器です。私は以前、魔法を封じる首輪に出会ったことがあります。あれほど永続的な効果はありませんでしたが、ノイズが走ったように魔法の発動が難しくなったのです。テイラーが持てるような代物ではありません。私は彼らの訛りや呼称から判断してクオリア帝国の軍人で間違いないと思います」


    　レオンの背筋に悪寒が走る。


    　クオリア帝国。


    　人類三大国家であり、魔王との戦争では人類の先頭に立って戦った。


    　聖サザンクロス法王国の騎士とは違った、軍人という常在の戦闘部隊を設けている。


    　士官クラスは貴族や王族から選ばれるが、特別枠で優秀な者を階級を問わずに抜擢している。無論、彼らの階級が替わるわけでは無いが、戦争時においては軍人として発言力を得る。


    　国をあげて軍隊を支持しており、国家予算を惜しみなく費やして軍備拡大と戦闘兵器開発をしている。軍人達が強い力を持つ国ゆえに、魔王との戦争が終わっても軍縮はせずに今日に至る。人類を支える武力と科学のクオリア帝国・人類を導く教理の基である聖サザンクロス法王国。両国は協力し合い、人間社会をコントロールしている。身内のようなものなので、レオンは立場的にいざこざは避けねばならない。


    「クオリア帝国が関わっているとなると、俺達が横やりを入れるわけにはいかない。ライガ王子の誘拐とは関係なさそうだし放っておこう」


    　クリュウは耳をピクピク動かした。


    「関係ないとは限らないのでは？」


    「いいんだよ、そっちは。そんなことよりもアイラだ。帰って来ない」


    　レオンは背を向けて半ば強引に話題を変えた。


    「アイラは怪盗を追いかけたのですから王宮に向かったはずです。怪盗と遭遇して連れ去られたか、何か失敗をして王宮に捕まったかのどちらかと思います」


    「ああ。だからとりあえず王宮に行く」


    　レオンの意を決した発言にクリュウの耳の動きが活発になる。


    「忍び込むのですか？」


    「それはできない」


    　王宮に忍び込むほどの不敬をレオンはとても行えない。


    「直接、王に掛け合ってみる」


    「どうやってですか？　王が面談してくれると？　仮に実現してもミラージュ石を含めた武装解除を命じられます。黒死病が明らかになったらどうするんですか？」


    　クリュウの言うことは正論だが、レオンにも策がないわけではない。


    「顔や肌を隠して行くさ」


    　レオンの言うことも真っ当だ。それができればだが、させてくれないのが王との面談だ。　クリュウは首を傾げて黙り込んだ。


    　


    　アシッドの王宮は混乱していた。


    　昨夜中にテイラー王国の鉱石略奪の知らせが届いたからだ。王子の誘拐と怪盗の侵入もあったので、対応が追いつかない。物事は重なるものだと言うが、最悪な状況だった。


    　奥の王座に座る王と、王の間に並ぶ宰相アクダマを始めとした文官達との会議は、朝早くから正午を回っても休み無く続いている。


    　頬が痩せこけた王の顔からは長年の疲労の蓄積が見て取れる。アシッド王は平和主義者だ。


    　先王の代から始まったテイラーとの争いを終わらせようと、あらゆる努力をしてきた。国民の生活があるために難しい、かつての連合軍への援助も、テイラー王国の不満を和らげるために可能な限り増加した。両国間で戦争が始まれば、他国の力を借りて調停を求めた。それが逆に利権争いに繋がって、戦争を長期化させたことは王の心を痛めた。


    　失敗がより一層、王の心を突き動かし、縋る思いで和平を求めた。


    　王としての務めである国の安定、市民の生活の保護を何よりも願ってきたのだ。


    　しかし、テイラーの代替わりで得た念願の和平も、王子の誘拐とテイラー王国の鉱石略奪で暗雲が立ちこめていた。


    　アシッド王は自分の顔を手で覆った。ここまで上手くいかないものかと嘆く。


    　王の間では文官達が声を張り上げ、時にはお互いを罵り合いながら今後の対応を協議している。


    「軍を編成して今すぐテイラーに侵攻するべきだ！」


    「いや、まずはテイラーへ使者を出して事情を確認すべきでは？」


    「こうしている間にもテイラーは次の手を打ってくるぞ！」


    「諸国にまず報告を……」


    「諸国は我らを食い物にしかせんっ！」


    「すでにあちらに先手を取られている状況で、悠長に話し合っている場合か!?」


    「今すぐ突撃だっ！」


    　慎重派は好戦派に押し切られようとしていた。


    　元々いがみ合っていた両国同士。和平が決まっても憎しみが無くなるわけではない。


    　アシッド王は眼下に立つ宰相のアクダマを見た。緑色のスーツの上に紫の宰相の衣を羽織ったアクダマは沈黙し、事の推移を見守っている。信頼を寄せるアクダマはいつでも周りを観察し、流れを見極めてから自分の意見を述べる。アシッド王は先に自分が発言しようと手を挙げた。


    「皆の者」


    　王に気づいて文官達は押し黙った。


    「短期間で多くの問題がのし掛かっているため、気が立っているのは分かる。だが我々は動物ではなく人間だ。憤りや不安など感情に任せて行動してはならぬ。状況をきちんと把握した上で行動すべきだ」


    　アシッド王は教理を重んじる清廉な王だ。国民を守ることを第一にしている。


    　だが綺麗事も度が過ぎれば、空気を読めないのと変わらない。


    　アクダマは王に見えないように俯きながら薄笑いを浮かべた。


    　文官達の多くも疎ましそうな表情を浮かべている。


    　彼らは聞き飽きていた。我慢の限界だったのだ。


    　場の雰囲気を感じ取ったアシッド王は、顔に困惑の色を浮かべた。


    　王に即位して以来、年々と自分の言葉が浸透しなくなっている。王にはどうしても分からなかった。野心がなかったからだ。戒律を守り、王の務めをしっかりと果たしている自分に何故部下達はついてきてくれないのか。


    「アクダマ」


    　アシッド王は助けを求めてアクダマを呼んだ。


    「はっ！」


    　アクダマはアシッド王を向いて手を組んで頭を下げる、文官達。


    「皆よ。王の仰ることは正道である……が、皆の気持ちを満たし得ないのも事実だ」


    　アシッド王はアクダマの発言にハッとする。


    「皆の中に一つの懐疑心があるのだろう？　それは私も同じだ」


    「アクダ──」


    　王の呼びかけを遮ってアクダマは高らかに真意を述べる。


    「ライガ王子の誘拐もテイラーのせいではないか？　と」


    　その一言で王の間にいた文官達の目の色が変わった。誰もが抱いていたが口に出すのが憚られていた。発言してしまえば、テイラーとの和平の道は完全に絶たれると思われたからだ。


    　ここにいる好戦派であっても、テイラーを滅ぼすことは考えていない。戦争を始めても和平をしなければと思っている。彼らはテイラーから奪いたいのだ。鉱石場をより多く確保したい。戦争とは限られた資源の奪い合いだ。だが、ライガ王子誘拐の発言が出てしまい、これで万が一にもライガ王子が戻ってこない事態が起きれば、戦争は収め所を永久に失いかねない。アクダマの一言は誰も望んでいなかった。


    　王の間に沈黙が流れる。誰もが責任の所在を気にして次の発言を控えた。


    「アクダマ」


    　アシッド王に呼ばれてアクダマは王座を見上げる。


    「そなたは滅相もないことを言う。王子の誘拐はテイラーとは──」


    「関係ないと仰りますか？」


    　アクダマが再びアシッド王の言葉を遮る。


    「ライガ王子はこの国に一人しかいない後継者であられます。その王子の行方が知れない状況で、現実を見て一番可能性が高い順から疑っていかねば大事に至るかと思われます」


    　アクダマは表情を崩さず感情を込めず落ち着いて述べていく。


    「戦争をする、しないは二の次です。第一にライガ王子の安否が優先です。如何なる手段を用いてでも王子を悪辣な者どもの手から取り戻す。それをできなければ諸国に笑われましょう。これまで以上に食い物にされるでしょう。王子の救出！　それでこそが我が国が独立国家で存続する価値があるのです」


    　アクダマは文官達に向き直る。


    「王子の誘拐犯の捜索を強化するべし！　テイラーには王子奪還の協力を要請せよ。応じなければすぐに軍を整えろ。疑うべきは罰するのだ！」


    「アクダマッ！」


    「おおおおおおおおおお！」


    　アシッド王の叫びは同時に起きた文官達の歓声にかき消された。


    　彼らがアクダマの演説に興奮し、拳を突き上げて賛同の意志を示すのを見て、アシッド王は自分の言葉を呑み込んでしまう。


    「失礼いたします」


    　興奮する文官達の熱気を静めたのは伝令の衛兵だった。


    　王の間に現れた衛兵に全ての者の視線が注がれる。


    「どうした？」


    　アシッド王に促されて衛兵は深く頭を下げる。


    「聖サザンクロス法王国の使者を名乗る者が面会を望んでおります」


    　王の間の空気がすぐに凍りついた。


    「まことか？」


    　アシッド王は衛兵の報告を疑う。聖サザンクロス法王国は中立国家であり、各国の監視者でもある。争いが続く両国に何らかの裁きを加えるつもりなのかと、誰もが好ましくない来客に警戒する。


    「はい。使者は聖サザンクロス法王国の通行証を持っております」


    　衛兵の答えに会わざるを得ないと観念して、アシッド王は使者を通すように告げた。


    　数分後、王の間に現れた男は肌を包帯で覆い隠して白い法衣(ほう　え)を纏っていた。


    「お初にお目にかかります。私は聖サザンクロス法王国の監察官を務めます、レオニールと申します。この度は急なお目通りに心から感謝いたします」


    　もちろん、男はレオンである。


    　


    ◆


    　


    　レオンの面妖な格好に、その場にいた者はあからさまに訝かしんだ。


    　王へのお目通りということで、武器や防具は外すのが決まりだ。確かにレオンは武器も防具も携帯していないが、全身が包帯に包まれているのはギリギリ許されているところと言える。


    　レオンは王の前に進み出て膝をついた。


    「王よ。ご拝謁賜りましたことに感謝致します」


    　アシッド王はより一層疲労の色を深めた。聖サザンクロス法王国の使者とは何度か会っているが、こんな怪しい奴は初めてだ。


    「お主は本当に聖サザンクロス法王国の者なのだな？　その包帯は一体どういうことだ？」


    「荒行の成果です。お見苦しい面を晒すご無礼がないようにと、包帯を巻いて参りました」


    　レオンは即答で大嘘をついた。聖サザンクロス法王国の神官の中には、確かに祈りながら鞭で背中を叩いたり、断食をしたりすることがある。だがさすがに全身を負傷するような荒行はない。


    「そ、そうか。本日はいかなる用事なのだ？　来訪の季節ではないが」


    　聖サザンクロス法王国の通行証がある限り、これ以上は疑うわけにはいかなかった。


    　レオンは一呼吸置く。


    　聖サザンクロス法王国は、立場的には中立国家である。どこの戦争にも参加しないし、肩入れもしない。実際はクオリア帝国との癒着が強いが、今回のアシッドとテイラーの争いにも、「早い和平を望む」と声明を出している。


    　なので国情に突っ込んだことは言えない。


    「この度、私共は内々にアシッドとテイラーの両国を視察するために送られてきました。昨夜着いたばかりで、王には本日ご挨拶する予定でした。実は昨夜、同行者の一人とはぐれて連絡が取れなくなりました。王宮の騒ぎに巻き込まれて、衛兵に捕縛された可能性があります」


    　王の間がざわついた。怪盗に忍び込まれた事実など国の恥でしかない。まして、聖サザンクロス法王国の使者を間違って牢屋に送り込んだとあっては、公に謝罪会見を開く必要も出てくる。アシッド王はアクダマを見た。


    「そのような事実はあるか？」


    　アクダマは王を見上げてから目の前のレオンに視線を戻す。


    　レオンとアクダマの視線が交わる。


    　アクダマの顔色は涼しかった。一切動じず、ただ観察の目をレオンに向けている。


    　文官達の視線が集まる中、アクダマはゆっくりと口を開いた。


    「ありませんね。昨夜はいつも以上に見回りを強化したと思いますが、騒がしかったとは思っておりません。少なくとも、王宮の外に漏れ伝わるはずがないのです」


    　レオンは反論を言いかけて口をつぐんだ。アクダマが言うとおり、怪盗が王宮に忍び込んだとしても王宮の外に影響することは無い。


    　アクダマは腕を組んだ。


    「王宮の騒ぎがあってもあなたは知る由がないでしょう」


    「いえ、怪盗の噂を聞いて王宮まで様子を見に行ったのです。そうしたら……」


    　レオンはしまったと思った。怪盗が本当に忍び込んだかどうか確認はできない。予告状があったことから、忍び込んだと決めつけて話しに来ている。


    「コソ泥如きが王宮に忍び込めるはずがない！　そのような警備のザルな国はどこにもないと思いますが？　失礼ですがあなたは昨夜王宮に足を運びましたか？　はぐれたお仲間は何か別の事態に巻き込まれたのでは？」


    　アクダマの発言は裏を取った上でのものだった。昨夜は、聖サザンクロス法王国の騎士を名乗る女しか見かけていないと報告を受けている。レオンはその場にいなかったという判断は正しかった。また、アシッド王もアクダマの国家の恥を隠す判断に安堵している。


    　ここまで強気に出られるのだから、誰も捕縛していないのだと信頼もしていた。


    「いえ、うちの騎士は確かに王宮に来たはずなのです！」


    　レオンは焦って声を荒らげた。


    「その言いようですと、あなたはやはり現場にいなかったのですね？　騎士の方は何人ですか？」


    「……一人です。本当に間違って捕縛はしていませんか？　私共としても今回のことは内々に処理します。ただ仲間に帰ってきて欲しいのです」


    　アイラが捕縛されていない可能性もレオンは思考に入れていた。これ以上は応じて貰えそうに無かったが、アイラが王宮に捕まっていない確証を得たくて引き下がれずにいる。


    「昨晩はあなたの仲間を捕縛した事実はありません」


    　アクダマは静かに断言した。


    　レオンは下唇を噛む。ここまで強い姿勢だから、アイラは本当に捕まっていないのかもしれない。だが、アクダマの感情のない目を見るとどうしてもスッキリしない。


    「第一、任務途中ではぐれてしまうような仕事ができない者など必要ですか？　今後も足手まといになるだけだと思いますよ。我が国であれば、重要な任務から外されますね。一度でも失敗する者は要りませんから」


    「え？」


    　アクダマの物言いにレオンは耳を疑う。


    　幸福の独占。それは他者を淘汰する行為の繰り返しだ。上流階級に位置する者達は、徹底された階級社会がもたらす恩恵だけでは足りない。さらに幸福を得るために、相手を蹴落とすための粗を探す。一度でも失敗すれば弾かれる。落ちていく者の手を取る者などいない。


    　アイラなど見捨てればいい。騎士の代わりならいくらでもいる。聖サザンクロス法王国でもそう判断する。


    「そんなことできるわけないだろ！」


    　気がつけばレオンは口に出していた。王の間にいた全ての者が唖然とする。外ですべきでない、子供の駄々に等しい発言だった。


    　アクダマは大きく目を見開く。


    「お前は……」


    「王よ、失礼します！」


    　空気を割って入ってきたのは衛兵だった。


    　血相を変えた顔色から緊急事態だと察する。


    　レオンも振り返って衛兵を見た。


    「どうした？」


    　アシッド王は胸騒ぎを覚えて王座から立ち上がる。


    「て、テイラーが国境沿いにまで進軍してきております！」


    　空気が一瞬で凍りつく。


    　考え得る限り最悪な事態にアシッド王はすぐに言葉が出ず、呆然と立ち尽くす。


    　レオンは前を向いてアクダマを見た。アクダマは感情の色を顔に出すこと無く、ただ目を閉じるのみだった。


    　アシッドとテイラーの戦争が再び始まろうとしていた。


    　


    ◆


    　


    　アイラが目を覚ました時、そこは牢屋の中だった。


    　ぼやけた視界が鮮明になっていくのに比例して意識が覚醒すると、自分の置かれている状況に呆然としてしまう。


    　壁には窓一つ無く、光が差し込まなくて薄暗い。


    　鉄格子の向こう側も同じで鉄格子で仕切られた檻がある。通路に灯された電球の淡い光だけが牢の中を照らしていた。


    　通路に立つ見張りの兵士の姿に、アイラはここが国の刑務所なのだと思った。


    　体を見るとミラージュ石を始め、身につけていた装備は外されている。


    　アイラは重い体を起こして鉄格子に近づいていく。


    「無駄だよ」


    　聞き覚えのある声にアイラは勢い良く後ろを振り返った。


    　ライガが壁にもたれて座っている。


    「ライガ王子!?」


    　アイラは慌てて駆けよると地面に膝をついた。


    「どうして王子がこのような場所に!?　国中が心配してますよ！」


    　ライガ王子は顔色こそ暗かったが、服装も乱れておらず、外傷も見られなかった。


    「僕のことはいいよ」


    　ライガ王子はそっぽを向いた。瞳に光がないのを見て取ったアイラは言葉が出てこない。


    　二人の間に沈黙が流れる。やがて気まずさに居たたまれなくなったのか、ライガ王子がやっと口を開いた。


    「アイラはどうしてここに？」


    「私は……置いてかれたみたいです」


    　アイラは昨晩のことを思い出して仏頂面になった。


    　


    　


    　アクダマの登場に驚くアイラをよそに、怪盗の少女は余裕の笑みを浮かべた。


    　アイラはミラージュ石を身につけているので、アクダマは初見の相手を見る目を向けた。


    「今晩は二人で来たか」


    　怪盗に視線を向けるアクダマから出た言葉にアイラはハッとする。


    　二人は面識がある？


    「そうか。王子の家出の手引きをしたのもお前だったか」


    　アクダマの言葉を怪盗は涼しい顔で受け流していた。


    「今日の目的は何だ？」


    「王子に会いたくてね」


    　アクダマの怪盗を見る目が鋭さを増していく。


    　二人の、まるで世間話のようなやり取りに反して、空気がキリキリと軋(きし)むようだった。


    「王子は今どこにいるのさ？」


    　怪盗が先に切り出す。


    「さあな？　誘拐犯に連れ去られたことしか確定していない」


    　アイラは自分達の指名手配書を思い出す。


    　完全な濡れ衣だった。


    「嘘だね。指名手配犯はでっちあげだ」


    　怪盗が否定してくれたことにアイラは驚く。


    「どうしてそう言える？」


    「僕は彼らのことをよく知ってるからね。だから君だろ？　王子を誘拐したの？　でっちあげた君が一番怪しい」


    　アクダマが微笑を浮かべる。このタイミングでする顔ではない。


    　アクダマが片手を上げると、包囲していた衛兵達が槍をアイラと怪盗に向けた。


    「王宮への不法侵入とライガ王子誘拐の疑いで逮捕する」


    　アイラは顔を顰める。大剣を持ってきていないことを後悔した。


    　怪盗は肩を竦める。


    「もう少し話をしたかったんだけどな。君は仕事ができる男なんだろうね。とても人間らしいよ」


    　怪盗はアクダマに満足そうに頷いて、アイラをチラッと見た。


    　アイラは怪盗の意志を理解する。


    「逃がすなっ！」


    　アクダマが吠えるのと同時に怪盗は背中から窓の外へ落ちていく。


    　アイラも考え無しに後を追う。


    　ここは三階だ。飛び降りればアイラの筋力ではただじゃすまない。


    　それでも何とかなる気がしたのは、怪盗の目を見たからだ。


    　二人の少女が窓から飛び降りたのを見て、衛兵達は戸惑いながら窓に駆け寄る。


    　彼らは自分の目を疑う。


    「飛んでいるだと!?」


    　怪盗はアイラをお姫様抱っこしながら空に浮いていた。


    　アイラは自分を抱きかかえる怪盗に驚いて固まる。


    　怪盗はアイラと一緒に空を飛んで城壁へと向かう。


    　どういうことなの？


    　アイラにもこれが魔法だというのは分かる。


    　空を飛ぶ魔法は自然に作用するものだ。


    　人間は自然を扱えない。


    　怪盗の少女もミラージュ石で人間に化けているのだろうか？


    「よこせ」


    　アクダマが衛兵から槍を奪い取った。


    　


    　打ち落とせ！


    　


    　アクダマの魔法によって槍を持つ腕の筋肉が盛り上がる。


    　力の限り投げた槍は猛スピードでアイラと怪盗に飛んでいく。


    　怪盗はアイラを抱っこしまま振り返らない。


    「な!?」


    　背中に突き刺さる直前で槍は空中で緊急停止した。


    「事象の魔法だと？」


    　アクダマには怪盗が槍を止めた力の源が分かった。


    　だからこそ驚嘆だった。


    　事象と自然の魔法を同時に扱える者は見たことがない。ましてや怪盗は全く詠唱すらしていない。


    「何者なの!?」


    　アイラは聞かずにいられなかった。


    　ただの怪盗だと思っていた少女は無邪気な笑みを浮かべるだけだ。


    「ま、落ち着いてからゆっくり話そう。ん!?」


    　突然、怪盗の無邪気な笑みが消える。


    　アイラは上空に飛び上がったアクダマを見た。


    　アクダマの全身が赤い光の装束で覆われている。


    　実体のないエネルギーを見て、アイラはすぐに気づく。


    　それは英霊降誕だった。


    　アクダマは形成した赤い槍を、怪盗の背中に向けて万力の力で放り投げる。


    「やばいな」


    　振り返った怪盗の体が白い光に包まれる。


    　赤い槍は躍動し巨大化して真下へ一直線に飛んだ。


    　叩きつけられる槍を眼前にして怪盗は再び笑みを浮かべた。


    　赤い光と白い光がぶつかって衝撃波が広がる。


    　赤い槍は白い光を地面に突き刺し、轟音を立てて大きなクレーターを作った。


    　着地したアクダマの体から赤い装束が消える。


    　巻き上がった煙が消えると、突き刺した怪盗とアイラの姿が見えるはずだった。


    「いない？」


    　アクダマは顔を引きつらせる。


    　クレーターの中央には倒れているのはアイラだけだ。


    　アイラはクラクラする頭を起こしてアクダマを見る。さっきまで自分を抱えてくれた怪盗の温もりがなかった。


    「捕獲しろ」


    　苛立ちを帯びたアクダマの声に、アイラは大きく息を吐いて頭を地面につけた。


    　とても起き上がれそうに無かった。


    　


    　


    「予想以上にアクダマ宰相の力が強くて逃げ出したんだと思います」


    　アイラが話し終えると、ライガは強張った顔を和らげた。どこかホッとしたように見えてアイラは首を傾げる。


    　アクダマの言葉を思い出して、ライガと怪盗が面識があると推測した。


    「ライガ王子は怪盗と会ったことがあるんですか？」


    　思い切って聞くと、ライガ王子はそっぽを向いた。


    「会ったことがあるどころか、彼女は王子を王宮から連れ出した張本人ではありませんか？」


    「アクダマ」


    　ライガは聞こえてきた声に嫌悪感を露わにした。


    　牢の入り口から兵士を伴ったアクダマが、アイラとライガの檻の前までやってくる。


    「あなたが!?」


    　アイラはライガ誘拐がアクダマによるものだったと今知る。


    　アイラは駆け足で鉄格子に詰め寄った。


    「こんなことをして許されると思ってるわけ!?」


    　アクダマはアイラを見た。


    「許されるとは何にだ？」


    「国民によ！　あなた宰相でしょ!?」


    　アクダマは鼻で笑った。


    「私のしていることは、この国に一番良い結果をもたらすことになる」


    　アイラは鉄格子の間からアクダマに手を伸ばす。


    「王子を誘拐しておいて恥ずかしくないの!?」


    「国とは管理する者と管理される者で成り立つ。管理する者はもちろん、管理される側もより良い暮らしができればそれでいいと思っている。私はなんら職務に抵触していないと思うのだが？」


    　アクダマの小バカにした笑みにアイラの頭に一気に血が上る。


    「そういうことじゃないでしょ！」


    　アイラは鉄格子を叩いてアクダマを睨みつけた。


    「この社会の仕組みはそういうものだが？」


    　アクダマはアイラから視線を外して王子を見る。


    「王子よ。お聞きしたいことがあります」


    　ライガはそっぽを向く。


    「怪盗の居場所に心当たりはありませんか？」


    　ライガは答えない。


    「答えて頂かないとあなたは不幸になりますよ？」


    　ビクッと体を震わせたライガを見て、アイラはまたアクダマに叫ぶ。


    「忠誠心の欠片もない奴！　戒律を守りなさいよ！」


    　アクダマはアイラを無視してライガの横顔をじっと見つめている。


    　ライガは舌打ちしてアクダマに向き直った。


    「僕に手を出せるものなら出してみろ！　臣下の脅しに屈するほどの恥を王子である僕が受け入れると思うか？」


    　王族などの上位の者にとって、自分より下の者に侮辱されることほど耐えがたいことはない。アイラはまだ子供ながら、気高さを見せるライガに感心した。


    「王に無事でいて欲しくないのですか？」


    　アクダマの言葉にライガの顔が引きつる。目を大きく見開き、唇をピクピクと震わせた。


    「あ、あなたは……」


    　アイラは怒りで言葉が続かなかった。騎士を志すアイラにとって忠誠は絶対だ。祖国でもこれまでの旅で回った国々でも、忠誠は大事にされているように見えた。アクダマのような人間がいるとは想像もつかなかった。


    「怪盗の居場所を答えて頂きたい。もしも嘘を吐かれていましたら、王が今より少し不幸になります」


    　アクダマの言葉には凄みもなければ、重みも感じられない。ただ事務処理のように済ませている。それが却って抗う隙がないように感じられた。


    「……分かった」


    　俯いたライガは声を震わせながら答えた。


    　


    　アクダマが立ち去るのを確認して、アイラはライガに近づいた。


    　うずくまって顔を伏せているライガに、アイラはすぐにかける言葉が見つからない。


    「どうしてこんなことに……」


    　一国の王子を誘拐してアクダマは何がしたいのか。考えられるのはクーデターだが、成功しても国際社会の批判を浴びて国交に不利益を被るのではないか？


    「彼女は僕を助けてくれた恩人なんだ」


    「え？」


    　顔を上げたライガが突然切り出した。


    「彼女がこの国に姿を現したのはだいたい１カ月前だ。ある日、彼女は僕の部屋にまでやって来た」


    　怪盗のことを言っているのだとアイラは気づいた。


    「僕は初めて会った時から彼女が悪い奴に見えなくて、すごく可愛いし、話してみたらやっぱり良い奴だったから。お金ならいくらでもあげるって言ったんだ」


    　レオンといい、どうして王子はこうもお金を軽く扱うのか。アイラは内心で呆れた。


    「でも彼女はお金に興味が無くて、僕と話がしたいって言うんだ。その日から三日に一回ぐらい僕の部屋で彼女と話すようになった。彼女は僕の話を真剣に聞いてくれた。国の平和のために結婚したくないって言っても責めなかった」


    　それで甘えられる怪盗の元に逃げ出したのか。


    　アイラがそう思った時、意外な言葉が続けられた。


    「王宮の誰かが僕を誘拐しようとしてるって教えてくれたのも彼女さ。僕を匿ってくれて……昨日だってきっと僕を助けに来てくれたんだと思う。それを……僕は彼女を売ってしまった」


    　変わった王子だとアイラは思った。上流階級に住む者にとって、下の者の奉仕は当然なので感謝など抱かない者が多い。王子であるなら尚更だ。というか、よくそれで怪盗を信じてのこのこついて行ったものだ。それこそ普通は罠だというのに。やはり単に女好きなのかもしれない。


    　それにしても、とアイラは確認せずにいられなかった。


    「アクダマはどうしてあなたを幽閉するのですか？　彼の企みが分かりますか？」


    　ライガが唾を飲み込む。


    「もしも彼がクーデターを企んでいるのでしたら、国際的に非難は避けられません。私には仲間がいます。他国に助けを求めることもできるので、知っていることを教えて頂ければ」


    「他国って？」


    　ライガは薄笑いを浮かべる。


    「どこも助けに来てくれないよ」


    「どうしてですか？」


    　ライガがキッとアイラを睨む。


    「アクダマはクオリア帝国から送られてきたんだ。この世界のどこにクオリア帝国と正面切って戦う国があるって言うんだ？」


    「え？」


    　アイラは頭が真っ白になった。


    「だからもうどうしようもないんだ。あいつがこの国に来てもう10年だ。このタイミングでこんなことをするんだから、とっくに下準備を終えてるんだよ」


    　アイラはその場にへたり込んだ。


    　顔からは表情が消えている。


    　ライガはアイラをチラッと見てため息を吐いた。


    「分かっただろ？　まぁ法王が批判してくれれば、他の国も動いてくれるかもしれないけどさ」


    「それは無理です」


    　アイラの即答にライガがムッとした。


    「中立だからだろ？　知ってるよ。でも声明ぐらいは出してくれるはずじゃないか」


    　アイラは首を激しく横に振った。


    「法王様は何も言わないと思います」


    　アイラは膝の上にのせた拳を強く握った。


    　クオリア帝国に経済的支援と武力幇助を受けている聖サザンクロス法王国は、表向きは対等な関係にあるが逆らうことができない。クオリア帝国は計画のために教理を良しとしているので最大限に援助する。聖サザンクロス法王国も教理に広がりと戒律の徹底を喜ぶ。国家間の繋がりは断ち切り難く、お互いの目的を尊重し合うことで合意している。


    「私達はクオリア帝国あっての国家だからです」


    「え？」


    　今度はライガの頭が真っ白になった。


    　アイラは声を震わせる。


    「ごめんなさい」


    　アイラの中には帰る場所を失う恐怖があるが、それ以上に怒りが強かった。


    　


    ◆


    　


    「だから俺は気が進まないんだよ」


    　テイラーの王宮を前にして、レオンはため息を吐いた。


    「それでもここに来なかったら状況が分かりませんよ？」


    　レオンの後ろに立つクリュウは諭すように言った。


    　テイラー、アシッドともに黒い森を背にしており、二国間は一山挟んでいるだけで徒歩でも一日かからずに到着することができる。


    　二国とも文化は似通っており、そこに後援国の文化が入り込んで色合いに差を生んでいる。


    　東の大陸の支援を多く受けているアシッドに対し、テイラーは湾岸に位置しているので西の大陸の支援を受けている。なので近年はテイラーの方が文明は進んでいた。主要の公共建築一つ取っても、西の大陸特有の壁画や彫刻が多く見られる。アシッドが質実剛健のイメージなら、テイラーは華美柔弱と言える。


    　クリュウの風の精霊による高速移動でテイラーにやってきたレオンの目的は、アシッド領にまで進軍したテイラーの真意を図ることではない。アイラの行方を掴むためだった。


    　昨晩、怪盗がアシッド王宮に侵入したのか確認はできなかった。だが、ギルドで情報の確認をしたら、昨晩怪盗が王宮に忍び込んだのは確実だと言われた。アクダマは不祥事を隠しているだけなのか、アイラのことをとぼけているのか分からない。あるいは、他の国家ないし組織が関与しているのかもしれない。


    　戻ってこないアイラは、誰かに捕まったか最悪殺されたと考えられる。クリュウの話からテイラーが無断でアシッド領に踏み込んだのなら、国の方にも潜り込んでいたはずだ。昨晩の怪盗もテイラーに縁があったのなら、目撃したアイラが連れて行かれたのかもしれない。さらに、テイラーの背後にクオリア帝国がいるのを見て取って、クオリア帝国とテイラーどちらかが関わっている可能性が高かった。それが黒の教団に依頼したことであっても、探りを入れないと次にいけない。裏の対人関係を把握することで、組織に交渉を持ち込むか攻め込むかができる。


    「アイラが本当に心配なら行くべきです。事を荒立てなければ大丈夫だと思います」


    　クリュウの言うことはもっともだったので、クオリア帝国と関わるのは気が引けたが、レオンは来ざるを得なかったのだ。


    　アシッド王と面通りした時のように、レオンは全身包帯巻きにして、聖サザンクロス法王国発行の通行証を見せて、お目通りの許可をもらって王宮に通してもらう。


    　王宮の造りもアシッドと似通っており、王の間までの一本道を案内されながら歩いて行く。


    　気乗りしないレオンが俯いて歩いていると、案内の衛兵達が急に立ち止まった。


    　ぶつかりそうになったレオンが立ち止まって顔を上げると、王の間の前に少女が立っていた。一見して可愛らしい少女だった。華やかなドレスに幾つもの宝石を身に着けていることから、王女だと予想したレオンは眼前の光景に呆気にとられる。


    「お、マリー様、どうしてこちらへ!?」


    　驚く衛兵達を一瞥もせず、王の妹であるマリー王女はレオンに視線を向ける。


    　レオンと同じ年頃の王女は通路の中央で立ち塞がっていた。


    　王女は何人もの女中(じょ　ちゅう)を引き連れていた。レオンはハッとする。


    　彼女達の手足には鎖が結ばれていた。


    「あなたが聖サザンクロス法王国の使者？　へぇ～」


    　王女の口元が吊り上がる。


    「包帯男？　気持ち悪いったらありゃしない。あははははっ」


    　声を漏らして笑い出す王女に衛兵が慌てて止めに入るが、彼女は全く意に介さなかった。


    「何しに来たっての？　余計な口を挟みに来たならお門違い。帰ってくれない？」


    　使者に対する態度ではないことにレオンは苛立った。王女が立ち塞がることはおかしい。


    　衛兵が対応しきれないのを見て、レオンは「王をお待たせしているのでは？」と声をかけた。衛兵達はハッとして、王女に頭を下げて通り過ぎようとする。途端、王女は先頭の衛兵目がけて傍にいた女中を物のように投げつけた。女中ごと倒れた衛兵に王女は「黙りなさい！」と叫ぶ。


    「あなた達とりあえず跪いてよ」


    　急いでいるのに厄介な奴に絡まれたな。


    　レオンはどうしたものかと思案する。階級制度はルールであって、上が下を好きにして良いという考えは本来ない。役割分担だ。聖サザンクロス法王国はその思考を広めているが、上流階級の多くは当然、好きにして良いと思っている。そういう輩は自分の領土でなら奴隷で無い市民まで所有物として扱う。目の前の王女の振る舞いがまかり通っているのを見る限り、王女の兄であるテイラー王と会うのも気が滅入る。


    　レオンは前に進み出た。


    「あなたの振る舞いは戒律に従っておりません。もっと下の者を慈(いつく)しむようにして下さい。このように女中の者に鎖をつけるなどよろしくありません」


    　王女は耳に手を当ててレオンに向ける。


    「は？　聞こえないんだけど？」


    　苛つく女だ。レオンは無視して通り過ぎたい。


    「跪きなさいって言ってるでしょ！」


    　王女の怒声に衛兵達はすぐさま跪く。レオンだけ遅れるが、使者の立場として逆らうわけにはいかず、渋々言うとおりにする。


    　すると、王女はレオンの前までやって来る。


    「なんで包帯を巻いてるの？」


    「荒行のために傷ついた顔を隠しているのです」


    　王女はまた声を立てて笑う。


    「取ってよ。どれだけ醜いのか見たい！」


    　無邪気な笑いがレオンの癇(かん)に障った。こちらは仮にも聖サザンクロス法王国の使者だと名乗っている。頭のねじがぶっ飛んでいるのではないか？　


    　レオンは祖国はもちろん、クオリア帝国に行った時も、この旅の道中でも、王女のような者を見たことがない。旅では王族や貴族にそんなに会う機会がなかったからだが、役割分担であるはずの階級を支配者のルールと捉えている目の前の王女に嫌悪感が募った。これは魔王の思考とは関係が無い。レオンにとっては戒律を守る者として当然の感情だった。


    　こんなにも外の世界の上流階級は、自分達と認識が違うのかと驚いている。


    　レオンの手の甲に痛みが走った。


    「剥がしなさい！」


    　王女はハイヒールの踵(かかと)でレオンの手の甲を踏んだ。


    　全体重を踵にかけて踏みつけてくる。


    　レオンは頭を下げたまま痛みに耐えた。


    「あれ？　痛くないの？　そっかぁ、荒行が好きだもんね。あんた達この人の包帯を取って！」


    　王女の命令に衛兵達は顔を強張らせた。神官に手を出すことは許されないことだ。


    「今すぐ！　罰を与えるわよ！」


    　衛兵達はビクッと体を震わせる。ここに至っては、どう転んでも罰則は免れそうにない。それなら目の前の災難から逃れようと、彼らはレオンの体に手を伸ばした。


    　


    　黙って眠れ！


    　


    　レオンは王女の足を捉えて詠唱していた。ピンッと張った糸が解けるように、王女は瞼が落ちると体が床に崩れる。レオンが体を抱きかかえた。踏まれた手の甲を見ると内出血している。


    「王女！」


    「お疲れになったのでしょう。眠っています」


    　責める目を向ける衛兵をレオンは睨んだ。


    「そうした方がこの場にいる誰にとっても幸せです」


    　レオンがそう言うと、衛兵達と奴隷のような扱いを受けていた女中達は視線をそらした。


    　王女を女中に引き渡してからレオンは衛兵に尋ねる。


    「この王女はラシッド王国ライガ王子の婚約者ですか？」


    　頷く衛兵を見てレオンは納得する。ライガ王子がこの王女と結婚したくないと言った理由だ。


    「あいつ、あんなこと言ってたけど、こういうことだったわけね」


    　女好きのライガ王子は、階級を気にせず可愛い女性に優しい。だから王女の振るまいが納得できないのだ。レオンはかつて王女の女中を務めたというアシッドの歓楽街で会ったミオの言葉を思い出す。


    　


    「私のミスを許してくれなかった王女様は、私をクビにするだけじゃ気が済まなくて国外追放にしたのよ。市民権がない私が働ける場所はここしかないでしょ！」


    　


    　情緒不安定な少女だったので、王女に多大な非礼をしたのだと思ったが、この王女であれば些細なことでも許さなかっただろう。


    　レオンは気を取り直して、今度こそ王の間に入る。


    「遅かったな」


    　テイラー王はあくびを一つすると、王座からレオンを見下ろした。


    　テイラー王はまだ20代半ばで若く、精悍な顔立ちをしていた。長い茶髪をターバンで巻き、金色の衣装の上に青いベストを着ている。


    「全身包帯男か？　面妖な奴」


    　包帯の理由を聞くことなく、テイラー王は本題に入った。


    　レオンは跪いて敬礼する。


    「顔を上げろ。聖サザンクロス法王国の用件はなんだ？」


    　レオンは脇に列を作って並ぶ文官達の中に、クオリア帝国らしい人物はいないか目を光らせながら答える。


    「この度のアシッドへの進軍についてです」


    　文官達がざわついた。


    　テイラー王は片手を上げて制すと、表情を崩した。


    「情報が早すぎるな。潜り込んでいたか？」


    「はい。和平が成立するまで滞在する予定でした」


    　レオンは今回のテイラーの進軍の意味が分からない。アシッドの鉱石を奪い、進軍したとあっては各国の非難を浴びる。だが、背後にクオリア帝国の思惑があるならば切り抜けるだろう。


    「なるほど。それで法王はアシッドの無体な振る舞いを許せと申すわけか」


    「は？」


    　意外な答えが返ってきた。


    「アシッドが貴国を怒らせるようなことをしたのですか？」


    「その方は何も知らないのか？　はっ、何のための潜伏だ？　笑わせる」


    　笑った顔は王女にそっくりだったので、さすが兄弟だとレオンは苛つく。


    　テイラー王は指を二本立てた。


    「二つある。一つは我が妹と結婚するのが嫌だと言って家出をしたライガ王子の無礼。それは和平が嫌だと言ったも同然だ」


    　情報が早いのはどっちだよ？


    　レオンはさすがに、アシッドがひた隠しにしていたライガ王子家出を知るテイラー王を訝しんだ。


    「二つ目は、我がテイラー領の鉱石を強奪したアシッドの罪だ」


    　だめ押しだった。レオンの思考が瞬間、停止する。


    　今、テイラー王は何を言ったのか？


    　アシッドがテイラーの鉱石を奪ったと。逆では無いのか？


    　嘘を吐いていると思ったレオンは、テイラー王の余裕の笑みを見て判断に迷う。


    　聖サザンクロス法王国に対して、そんな嘘を吐くわけがない。後でバレたら非難を浴びるだけだ。


    「王よ。それは何時ですか？」


    「一昨日だ。国境を越えて来たアシッドの作業者達が我が国の採掘場に踏み入り、作業者達に暴力を働いて奪っていった」


    　昨日はその逆で、テイラーの作業員がアシッドの採掘場に踏み入って奪っていった。


    「王よ。その話がまことなら、一昨日襲われたテイラーの作業員達は採掘場に今も残っていますか？」


    「すぐに救援を出して撤収させたに決まっているだろ？　入れ違いに兵を国境まで進軍させている」


    　なら昨日のアシッドの採掘場に押しかけたテイラーの作業員は誰だ？


    「兵の到着は今日で間違いありませんか？　昨日は国境に作業員は派遣しておりませんか？」


    「くどいな。昨日は国境沿いに作業員はいない。見張りの兵士だけだ」


    　レオンは固まった。いないはずの作業員達がいたという事実が気になった。見張りの兵士が変装したのか？　だとしたらテイラー王が指示した？　それとも見張りの兵士がクオリア帝国の者だった？　それと関係なくクオリア帝国がやって来た？　レオンは唾を飲み込む。テイラー王が嘘を吐いていないのなら、昨日のことは王が与(あずか)かり知らないことだ。


    　レオンは口を開きかけて、自身の心音の高さに気がついた。


    　それを確認してどうする？


    　レオンの脳裏に父や兄、祖国の人達が浮かぶ。


    　レオンは心の底から家族や祖国を愛していた。皆に愛されたくて努力してきた。


    　クオリア帝国が関わっているのなら、聖サザンクロス法王国は見て見ぬふりだ。


    　社会のシステム保持が第一であり、クオリア帝国はそこから踏み外すようなことはしない。


    　だからこそ祖国はクオリア帝国を支持しているのだ。


    　レオンが口をギュッと結ぶと、鼓動が一際大きくなった。


    　本当にそうか？


    　聖サザンクロス法王国の戒律はクオリア帝国の作った、「社会のルールに従うことが正しい」と善悪の概念すらもコントロールするためにある。何故なら、クオリア帝国が戒律作成に携わったからだ。


    　レオンは片手で顔を覆った。


    　今は戦争になろうとしている。どれだけ多くの犠牲者が出る？


    　これは人間と魔王の生存を懸けた戦いでは無く、一部の人間による支配のための戦いだ。


    　レオンは頭を左右に振る。


    　こんなのは魔王の思考だ。上に従うのがルールだ。自分は人間なんだ。


    　アイラが死んでも良いのか？


    　レオンの心臓を鷲づかみされたような感覚が襲う。


    　まるで黒い手が心臓を握りつぶそうとしている。


    「どうした、さっきから？　気分でも悪いのか？」


    　テイラー王の声もレオンには遠かった。


    　アイラだって騎士だ。戒律を破ることを望まない。


    　気づいているだろ？　まだアイラが死んで無くても時間の問題だと。


    　二つの声がレオンの中でせめぎ合う。


    「おい、何か言ったらどうだ？」


    　レオンの目とテイラー王の目が合う。


    　テイラー王はレオンの青の瞳が黒く染まって見えた。


    「お前は!?」


    　反射的に王座を立ち上がったテイラー王は顔に警戒の色を浮かべる。


    　レオンは目を閉じる。


    　それでも自分は神官なのだと言い聞かせた。


    　この場に居る者の中にクオリア帝国の者が紛れているかもしれない。


    　レオンの全身に脂汗が浮かんでいた。体が震えている。


    　アイラの顔が浮かび、包帯の下のレオンの顔が歪む。


    「気分が優れないので、王よ。本日はこのまま退散させて下さい」


    　レオンの瞳は元の色に戻っていた。


    　テイラー王はハッとして自分目を擦(こす)った。


    　頭を下げて退出するレオンから最後まで目が離せなかった。


    　


    ◆


    　


    　アシッドとテイラーの国境沿いでは、両軍が陣を取り睨み合っていた。


    　戦争は主に白兵戦だ。


    　剣を持った騎馬兵が前列に立ち、長い槍を持った槍兵が中列、最後列は弓兵という隊列を組む。複数の隊はそれぞれ隊長が率いており、陣形は地形によって変わるが中央に司令官を囲むか最後尾にしている。


    　人間の魔道士が最前線で戦うことはめったにない。魔王軍との戦いでもそうだった。


    　人間の魔道士の数は元から少ない上、ほとんどは戦況を変えられるほど広範囲に作用する魔法を使えず、また白兵戦を得意としているわけでもないので隊列に組み込みにくいからだ。


    　何よりも上流階級の者でなければ、魔道士は歓迎されないということが大きい。


    　上流階級に位置する者が戦争に参加するわけがない。


    　戦車や火薬といった近代兵器の使用は、文明が進んだ西の大陸以外では見かけることは少ない。東の大陸では騎馬隊の精度が戦争の勝敗を決める重要な要素だが、アシッドとテイラーが隣接している地帯は山だ。二国間の戦争では、平地での戦いのやり方は当てはまらない。


    　馬も槍も使わず、山の中に潜み、地形を利用した戦いは必然的に長期戦になる。


    　両国とも先遣隊として３０００人ずつを国境に進軍させ、陣をバラバラに配置していた。


    　日はすっかり暮れていた。


    　基本、戦争は昼間にやり、夜は引き上げる習わしだが、山の中に潜んで戦うのに昼も夜も関係ない。


    　だが、両軍はまだ待機している。一度始めてしまえば収まりがつかないからだ。和平締結寸前の状態から振り出しに戻るには覚悟がいる。国際社会の批判を躱すための根回しが済むまでのわずかな時間、戦いは始めらない。


    　アシッドではまだ国民の多くが、戦争に向けて心の準備ができていなかった。日が暮れて大分経っても町は喧騒が絶えない。日付が替わる頃になってようやく、町は束の間の静けさを取り戻す。


    　町外れのボロ宿屋に帰ってきたレオンは、テーブルの上にうつ伏せになっていた。


    　クリュウは窓の閉めたカーテンの隙間から外を眺めている。


    　レオンは一度も顔を上げなかった。クリュウは最初に一言尋ねただけだ。


    「アイラとクオリア帝国のことは分かりましたか？」


    「聞けなかった」


    　それっきり俯いて目を合わせないレオンに、クリュウは言葉をかけていない。


    　レオンはずっと自分を責めていた。アイラに謝っていた。


    　戒律を破る恐怖は、見限られ、見放されることへの怖さから来る。


    　レオンは祖国に戻れないことが耐えられなかった。


    　この２年間旅を続けたレオンの心の拠り所は祖国にしかない。


    　愛している限りは相手からの愛を失っても、認められず一層尽くすように、レオンは国を追い出されて尚、自分が悪いのだと思って祖国を憎んでいない。憎むことが罪だと戒律にあるから、自分を責めるしかなかった。


    　とっくに見限られているのに、レオンは黒死病が治れば戻れると信じている。


    　法王の息子としての自分が誇らしかった。自分を敬ってくれる周りが愛しかった。


    　彼らは二度とレオンを見向きもしない決断をした。


    　それが、レオンには苦しくて仕方がない。


    　これはレオンにとって愛を取り戻すための旅だった。


    　再び第２位に返り咲けば、彼らはまた自分を見て期待してくれる。


    　それがレオンにとっての愛されることだ。


    　ならアイラはどうなる？


    　魔王の思考がレオンを責める。


    　アイラを失ってもいいのか？


    「その考えは俺がしてはいけない」


    　レオンはテーブルを叩いた。


    　この社会の誰もが役割を全うするために生きている。善行を積んで来世でより高みに行けるようにだ。下層に生まれた者達は生活が苦しい。そんな彼らに支えられて上層がある。上に立つ者は下の者以上にルールを徹底しなければいけない。


    　魔王の思考はレオンを嘲弄する。


    　果たして全員がそう考えているのか？


    　上に立つ者は搾取するだけを考え、下の者達は思考を放棄している。


    　今回のことだって、クオリア帝国の野心ではないのか？


    「クオリア帝国は人類の平和を求めている。その過程で犠牲は仕方がない。この社会のシステムと同じだ。従わなければならないんだ」


    　魔王の思考はレオンに問う。


    　しなければならない、してはならない、ではなく、自分はどう考えている？


    　アイラを失っていいのか？


    　アイラはお前にとって何なのだ？


    「自分の気持ちより大切なものがあるんだ！　黙れよ、魔王！」


    　一人でブツブツ言っているレオンを、クリュウは見ていられずに部屋を出た。


    　クリュウにはレオンが理解できなかった。


    　人間やエルフには心がある。心というのは、ルールでは縛れないものだ。それぞれにとっての大切なものを決める。しかし、この社会の枠組みがレオンをがんじがらめにしている。


    　従わなければアウトサイダーになるしかない。


    　クリュウ達はこの不平等な社会を否定しているアウトサイダーだ。レオンのように大切な人すら切り捨てなければいけないシステムを断じて認められない。


    　レオンは必死に自分にアイラを見捨てることを言い聞かせている。その理由は、社会がそう要求しているからだと言う。誰しも自分が犠牲を強いられる番になると抗うものだ。しかし、レオンは上に立つ者が下に示さねばならないと遵守している。その精神は立派だが、このままではアイラはただの犠牲者だ。レオンがアイラを助けるために抗うことは、そんなに悪いことなのだろうか？


    　クリュウはレオンから離れたくなって２階の廊下を歩いて１階まで下りていく。


    　すっかり電灯の明かりが消えた暗がりでも、エルフ族は夜目が利くのではっきり見える。


    「え？」


    　１階の入り口に下りると、少女が入り口に立って居た。


    　黒髪の少女はワンピースにエプロンを巻いた女中の姿だった。服装は所々ほつれて乱れており、息も荒く壁にもたれる姿からは疲労の色が窺えた。


    「あなたは？」


    　クリュウは自分の耳に足音すら聞こえてこなかったことに驚く。


    　少女はクリュウに駆け寄って裾を掴んだ。


    「お願いします！　助けて下さいっ！」


    「どういうことですか？」


    　見上げる少女は涙を溜めていた。


    「私は王宮から来ました！　アイラさんに聞いたんです。こちらにお連れの方が居ると！」


    　クリュウは目を大きく見開く。


    「アイラは無事なんですか？」


    「はい。ですが囚(とら)われております。王子も一緒に。どうか助けて下さい！」


    　突然やって来た目の前の少女の発言は耳を疑うものだった。


    「捕らえられているんですか？」


    「宰相のアクダマです。王子とアイラさんは彼の住む塔の地下牢にいます！」


    　クリュウは耳をピクピクさせた。


    「王に報告は？」


    　少女は一際悲壮な声を上げた。


    「王の周りの近衛兵は皆、アクダマの手下なんです」


    　クリュウは眉間に皺を寄せた。少女の必死の訴えは嘘を吐いているようには見えない。けれど、このタイミングでやってくるのはあまりに出来すぎている。これが罠だとしたらアクダマの手配だろう。


    「分かりました。まずはレオンに報告します。その地下牢は王宮にあるんですね！」


    　クリュウは確認しながら少女に背を向ける。


    「そうだよ。だけど行くなら城の外にあるアクダマの屋敷からの方がいい。あそこから地下通路を掘り進めて造ったからね。あちらの方が手薄だしさ」


    　少女の口調の変化にクリュウは振り返った。


    　先ほどまで浮かべていた悲壮感は消え去り、無邪気な微笑みがあった。


    　クリュウはビクッと体を震わせた。


    　遠くから激しい足音が聞こえてきたからだ。


    　30人ほどはいるだろう。


    「アクダマの私兵がこの宿屋に向かっている。早くっ！」


    　少女に煽られてクリュウは踵を返して走った。


    「レオンッ！」


    　部屋に戻るとレオンはまだブツブツ言っていた。


    「急いで下さいっ！　この宿屋は囲まれています！」


    　クリュウの緊迫した呼びかけにレオンはやっと顔を上げる。


    「は？」


    　その時、クリュウを向いたレオンの後ろから窓を突き破って銀色の矢が何本も飛んできた。


    　クリュウはすぐに精霊に呼びかけた。


    　


    　風の精霊よ。弾いて。


    　


    　強風が巻き起こり銀色の矢に向かう。


    　吹き飛ばされて部屋に散った矢を見て、レオンはようやく事態を呑み込む。


    「この矢はあの時の銃のです！」


    　クリュウの言葉を聞きながらレオンは窓の外を見た。道路を挟んだ対面の建物の屋根から、何人もの兵士が次の矢を構えている。すぐに下から足音が聞こえてくる。


    「レオンッ！」


    　レオンの心は荒波のようだった。


    　この矢を使っているということは、相手はクオリア帝国になる。


    　それはまずくないのか？　自分がレオンだとバレてないよな？


    　レオンはクリュウの手を掴むと窓から外に飛んだ。


    　


    　風の精霊よ。私達を運んで。


    　


    　クリュウが風を巻き上げる。


    　二人目がけて銀色の矢が飛んでくる。


    　


    　矢は我らに当たらない！


    　


    　銀色の光に覆われたレオンが事象をねじ曲げる。


    　矢が逸れて無事に着地した二人はすぐに駆け出す。後ろからは足音が追ってくる。


    　クリュウがチラッと振り返ると、兵士達の姿があった。


    「レオン、アイラの居場所が分かりました。アクダマの屋敷から行ける地下牢です」


    「何だって？」


    　クリュウはレオンの裾を掴むと、直前の角を曲がった。擦れ違いで矢が通り抜けていく。


    「王子もいるそうです。レオン、覚悟を決めて下さい。アイラを助けに行くなら今の道をまっすぐ。もしも見捨てるなら来た道を戻って国を出ましょう」


    　クリュウはまっすぐレオンを見据えた。


    「アクダマが本当に関わっているなら、十中八九、クオリア帝国の者です。あなたが今までのあなたでいるか、新しいあなたとして踏み出すか。ここがターニングポイントです」


    　レオンはクリュウから目を逸らした。


    　アイラを助けに行くのは間違いだと知った上でそうすれば、魔王の思考ではなく自分の思考で決めたことになる。


    　それは完全に染まったことにならないか？　二度と昔の自分に戻れない、祖国に帰れない気がした。クリュウは迫り来る足音を聞いて、レオンの手を握った。


    「私は里のためにあの任務を絶対に成し遂げる必要がありました！」


    　レオンはハッとしてクリュウを見た。


    「ですが、私にとって一番大切なフェンリルが死ぬかも知れない時、私は里よりも彼を選んであなたに命乞いをしました」


    　クリュウは目に涙を溜めていた。


    「私にとって最も大事なものがあるように。あなたにもあるのではないですか？　命を守ることにこの社会の価値観は関係ないと思います！」


    「クリュウ……」


    　レオンはアイラを思い浮かべる。


    　言われるまでもなかった。


    　アイラはいつでも自分と一緒に居てくれた。


    　母以外で自分を見放さなかった唯一の存在だ。


    　アイラだけは失いたくない。


    　それが今一番強い自分の気持ちだ。


    「いたぞっ！」


    　兵士達が曲がり角からやって来る。


    　レオンはすぐに兵士達の前に立った。


    　


    　邪魔をするなっ！


    　


    　レオンの体を銀色の光が覆い、拒絶する意志が兵士達を吹き飛ばした。


    　呆然とするクリュウにレオンは振り返る。


    「バレなきゃ……バレなきゃいいと思うんだ」


    　クリュウは目をパチパチさせた。


    「というと？」


    　レオンはバツが悪そうに唇を尖らせた。


    「俺達の正体がバレなきゃ誰にも迷惑かからないから。それで行く！」


    　その思考は明らかに戒律を破っているが、レオンは覚悟を決めていた。


    　クリュウは敗北の後に死を覚悟した。


    　どうしても許されないのなら、最後に全てを父である法王に裁いてもらえばいい。


    「行こう、クリュウ！」


    「はい」


    　レオンとクリュウは走り出した。


    　二人の様子を屋根の上から黒髪の少女が見下ろす。


    「レオン。君はやっと反抗期を迎えたんだね。ホッとしてるよ」


    　少女はワンピースをエプロンごと脱ぐと空中に投げ捨てる。


    　ワンピースを脱ぎ捨てると少女は怪盗の姿になっていた。


    「次は彼女の番だね」


    　怪盗は真顔になると夜陰に紛れて消えた。

  


  
    第５章 魔王降誕

  


  　


  　


  
    　地下牢は地上の光が差し込まなかったが、夜になると兵士が電灯を消すので夜になったのだと分かった。


    　一日経ってしまった。


    　アイラは自分の太ももを枕にして寝ているライガの頭を撫でながら、蝋燭の淡い明かりの中で鉄格子の外に立っている兵士を見た。


    　アイラは早くレオンに伝えたかった。アクダマはクオリア帝国から派遣された者で、自分達の立場で邪魔してはいけない。


    　お願いだから、私を助けに来ないで。


    　アイラはレオンが自分を見捨てないと信じていた。それは主と騎士の関係を超えた、ある意味間違った絆である。アクダマに自分達が聖サザンクロス法王国の者だと伝えて、命乞いをする選択肢は初めからない。レオンは死んだと公表されているし、自分も同行が決まった時点で鬼籍に入っている。正体を明かせば、それこそ聖サザンクロス法王国が非難される。感染すると言われる黒死病患者を出歩かせているのだから。


    　そういえば、とアイラは思い立つ。


    　アイラには法王からレオンの黒死病は感染しないと伝えられていたが、何故、世間では黒死病は感染するのだろうか？　レオンの黒死病と世間の黒死病は違うのか？


    　レオンが発症した時、他に感染者は出なかった。では何故レオンだけが感染したのだろう？


    　レオンは黒死病とは、「魔王になる病」だと言った。つまり、黒死病をばらまいている誰かは、魔王を生み出したいということになる。


    　１００年続いた魔王との戦いが終わって、13年間平和が続いている。ばらまいている誰かは、異端者の誰かだとアイラはずっと思ってきた。黒の教団に正体がいると。しかし、レオンは黒の教団が目的では無かったようだ。すぐに興味を無くしてあっさり引き下がった。


    「じゃあ、誰なんだろう？」


    　アイラは考えても分からないので笑った。


    　自分が死ぬ覚悟はできている。もうレオンの旅にはついていけないけど、どうせ自分は足を引っ張っていた。クリュウはダークエルフだから信用できないけど、今のところは自分なんかより頼りになるし、行く場所がないからレオンのサポートをしてくれると思った。


    　だけど、ライガは助けてやりたかった。


    　アイラは寝息を立てるライガの横顔を見る。この子は王子だ。アクダマであっても手をかけることは許されない。なのにクオリア帝国であるなら、法王も何も言わないなんておかしい。


    　クオリア帝国がアシッドの乗っ取りでも考えているなら、非は誰の目にも明らかだ。国際社会の非難を浴びないために裏で動いているのは卑怯だ。


    　騎士として許せない。


    　それでも法王には従わないといけない。


    　法王は戒律を守っている？


    　罪のない人の命を奪う行為を黙認しているのに？


    　法王は国の存続と教理の保護のためにクオリア帝国にべったりだ。


    　アイラにだってそれは分かる。


    　けれど、本当の騎士は戒律を遵守してこそだ。


    　アイラにとって戒律は、法王より優先される。


    「どうせ……私はもう死ぬんだよね？」


    　自分の死を覚悟した瞬間、アイラは尊敬する姉を思い出す。


    　まだ戒律も、自分に才能がないことも知らない物心ついた頃、自分にとっての騎士像は、守ってくれる姉の背中だった。


    　本来、誰かを守るために騎士は存在している。


    「私は姉様のようになりたかったんだ」


    　自分が守りたい者を守れる存在こそが騎士だ。


    　戒律も弱き者を助けることを奨励している。


    　アイラはライガの体をゆっくり揺らした。


    「ん……？」


    　目を覚ましたライガに、アイラは自分の口に指を立てて見せた。


    　意識がハッキリしたライガは起き上がって辺りを見回した。兵士はいるし、牢も鍵がかかっている。脱出するチャンスだとは思えない。


    　真意を尋ねようとアイラを見ると、彼女はライガから離れて立ち上がる。


    　アイラは忍び足で牢の鍵がかかった扉に近づいた。兵士はまだ気づいていない。


    　魔道士が魔法を使い、エルフが精霊を操り、クオリア帝国の軍人が兵器を開発するように、騎士には騎士の闘法がある。闘気である。騎士は常人以上の生命力を持って生まれた一握りだけがなれる。彼らは生命エネルギーで己の肉体や武器を強化することができた。


    　アイラの姉のように師団長クラスなら、闘気を斬撃にして飛ばすこともできる。


    　騎士としての才能の無いアイラだが、闘気を操る訓練は積んでいた。アイラのレベルでは、少ない闘気を１カ所に収束させるまで１分以上かかるので実戦ではまず使えない。


    　けれど、牢の鍵を破壊するだけなら十分だ。


    　自分が死ぬ瞬間まで理想の騎士でありたい。


    　アイラにとっては、騎士こそが正義であり、最優先することだ。


    　左手で右手の手首を掴みながら、アイラは丹田に意識を集中させる。内から湧いてくる闘気がゆっくりと右手に集まっていく。


    　目を閉じたアイラの額から汗が伝っていく。魔法のように光って見えるわけではないが、ライガにもアイラの右手の周りの空気が揺れているのが伝わった。


    　兵士が不穏な空気に後ろを振り返るのと、アイラの右拳が地下牢の鍵穴に穴を開けるのは同時だった。破裂音が地下牢に鳴り響く。


    「王子！」


    　アイラの呼びかけにライガは走り出した。


    　牢屋の扉を蹴り開け、アイラとライガが身を低めて脱出する。


    「ま、待て！」


    　慌てふためく門番の手をかいくぐって、通路を右に走って行き止まりの角の前で左に曲がる。


    　アクダマがやって来たところを見ているので、出口の見当はつけていた。


    「ビンゴ！」


    　まっすぐ半分も走らないうちに、右手の壁側に門番が見える。二人の門番の奥が地下牢の出口だった。


    「逃げ出しただと!?　どうやって!?」


    「絶対に行かせるな！」


    　全身に鎧を纏い、盾と槍を持った門番がアイラとライガの前に立ちはだかる。


    　仲間の兵士達の足音も近づいていた。


    「王子！　隙間を通って下さい！」


    　アイラは右側に飛んで壁を蹴った。二人の兵士よりも高く飛び、手前の兵士の目を足で蹴って、そのまま肩を踏み台に後ろの兵士の目も蹴った。


    　蹴りの威力はたいしたことがないが、靴の砂埃が目に入って二人は視界を一瞬失う。


    　二人を追い越して着地したアイラは、兵士の足下を駆け抜けるライガを確認する。


    　アイラとライガは出口に向かって走った。岩壁に作られた扉を開けると、真っ暗闇が広がっていた。アイラは壁に立てかけていた松明(たい　まつ)を掴んでライガ王子の手を取る。


    「失礼します。このまま走りましょう」


    「分かった！」


    　松明の光を頼りに走りながら、鼻をつく下水の臭いに二人はここが地下水道だと気づく。


    　鼠(ねずみ)の鳴き声と蠢く姿が垣間見える暗闇を抜けると、下水が流れる場所まで出る。


    　対岸に渡ることができそうになく、アイラは左右を見た。


    「灯り？」


    　左側の暗闇の奥に白い光を見つける。


    「王子、あそこに行きましょう」


    　頷くライガを見て、アイラは再び走り出す。


    　灯りまで辿り着いて中を覗くと、そこは会堂だった。


    　恐る恐る踏み入れる。装飾の無いシンプルな造りで、数百人は入れる規模だ。


    　２階の壁際に沿って回廊が左右にできており、ここが集会などに使われているのを予想させる。


    　アイラは奥に祭壇のような物を見つけた。何も置かれていない台を見る限り、そこにはかつて像が立っていたのかもしれない。祭壇の後ろに台形のように左右から階段が上の通路に繋がっていた。奥の通路は暗くて見えないが、きっと地上に繋がるはずだとアイラは思った。


    「音がしたかと思えば……鼠ではなかったか」


    　不意に通路の奥から男の声が聞こえた。


    　近づいて来る足音にアイラはライガを庇うように後ろにやる。


    　出てきた茶髪の男は顔に無数の戦場傷があった。


    「逃がしたのか……この国の兵士の質が窺い知れる。しょせん、魔王軍と正面切って戦ったことがない弱国だからな」


    　茶髪の男の後ろから兵士が次々と現れ、アイラとライガは10人の兵士に囲まれた。


    　彼らは全員アシッドの兵服を着ていなかった。それぞれが私服で、腰に下げたサーベルを抜いた。


    　サーベルはクオリア帝国の軍兵だけが使用する武器だ。アイラの心音が跳ね上がる。


    　覚悟は決めていても、いざこうして本来従うべき相手と対峙すると動揺せざるを得ない。


    「アイラ」


    　ライガがアイラの裾を掴んだ。


    「僕に気を使わなくていい。彼らはまだ僕に危害を加えない。君だけでも逃げて助けを呼んでくれ」


    　その言葉を聞いた瞬間、アイラは敵に背を向けることを躊躇せずにライガを抱きしめた。


    「ア、アイラ？」


    　上に立つ者は下の者を慈しんでこそだ。この社会のシステムは絶対でも、そこに思いやりがなければ間違っている。戒律はルールを厳守することを要求するが、思いを無視しているところがなくはない。


    　それでも騎士であろうとすれば戒律は絶対だ。


    　クオリア帝国が戒律を己の都合の良いように曲解し、法王が自国と教理存続のために見て見ぬふりをするなら、戒律は死んだも同然ではないか。


    「私はまだ見習いですが騎士です。戒律は私が守ります」


    　仕える主であるレオンをいざとなれば殺すことを承諾したのも戒律のため、騎士であるためだ。アイラは立ち上がってクオリア帝国の兵士達を見た。


    「通らせてもらうわ」


    　守る者を置いて逃げる騎士などいない。


    「騎士と言ったか？」


    　茶髪の男は顔色を変えた。


    「貧弱な出で立ちだが、貴様は聖サザンクロス法王国の騎士か？　我はクオリア帝国ズルイ少佐だ。これはクオリア帝国の任務に関わることだ。貴様が本当に騎士であるならば……」


    「問答無用！」


    　聞く耳持たないアイラに少佐は舌打ちした。騎士の中でもたまにこういう柔軟性の無い戒律バカがいる。これまでの経験から少佐は時間を無駄に使うのは止めた。


    「いたぞっ！」


    　後ろから地下牢の警備をしていた兵士達が追いついてきた。


    　状況はさらに悪くなった。ライガは周りを見渡して顔に諦めの色を浮かべる。


    　だがアイラの心は折れなかった。


    「絶対に脱出しますよ、王子！」


    　いつも実力が伴わないのにしゃしゃり出て、状況を読まないで楽観的なことを言う。


    　でもそれはアイラなりの意志表示。心だけは負けたくない。


    　アイラの心を支えているのはたった一つの言葉だ。


    　


    　


    　レオンとの初めての出会いで騎士を諦めないと決意したアイラだったが、現実はやはり甘くなかった。あの後も両親や姉、親戚にあまりにも反対されて、剣や防具を取り上げられ、今まで以上に花嫁修業をさせられ、それでもこっそり騎士の訓練をするところを見られれば、父には鞭で叩かれ、母は泣き崩れて体調を壊すといった状況の悪化はアイラの決意を少しずつ摩耗させていった。


    　とりわけ訓練すればするほど、アイラ本人が自分に才能が無いのを痛感してしまう。


    　同世代の騎士見習いの子達が最初の１年で身に付けることを、アイラは何年経っても身に付けられない。


    　レオンとの出会いから１年が経った頃、アイラはとうとう騎士を諦めようと思った。


    　週に１回修練所が休みの日にアイラは、父が屋根裏部屋に隠した剣をこっそり持ち出して、日が昇る前に修練所に忍び込んで木人斬りをする。人間の大きさに見立てた木の柱を剣で両断する修業で、一刀両断できて初めて初級クラスを卒業できる課題だ。


    　この日、アイラはそれができなかったら騎士を諦めるつもりでいた。


    　一心不乱に斬りつけるアイラは、日が昇って両手に感覚が無くなって剣を持てなくなっても、木人には半分も切れ目をつけられていない現実に泣いた。


    「だめだね……やっぱり私の役割じゃないんだ」


    　一度泣いてから家に帰るまでが、結婚を受け入れるように自分に言い聞かせる時間だった。自分が騎士になれないなら次世代に優秀な騎士を産めばいい。


    「もういいの？」


    　そこにレオンが現れなければ、アイラはそうしていただろう。


    　後ろから声をかけられて振り返ったアイラは、レオンの姿を見てすぐに膝をついた。


    　最初の出会いの後、レオンが法王の第２王子だと知った。雲の上の存在が突然現れたことに動揺したアイラは涙が吹き飛んだ。


    　レオンはゆっくりとアイラの傍まで歩いてくる。初めての時もそうだったとアイラは思い出す。


    「今日はいつもより早く練習を切り上げるんだね」


    「もういいんです。私はもう騎士になるのを諦めましたから」


    　アイラが涙を拭いて顔を上げると、眉間に皺を寄せるレオンの顔があった。


    「え？　俺の騎士になってくれるんじゃなかったの？」


    　アイラはキョトンとする。レオンの言葉の真意がすぐに分からなかった。


    　レオンとしたら、周りの取り巻きや若い騎士は第１王子である兄に忠誠を誓う者が多く、自分の騎士になると言ったアイラは希少な存在で楽しみにしていた。アイラが修練所に忍び込んで怒られないのも裏でレオンの口利きがあったからだ。


    　事情を知らないアイラは感情が昂ぶっていたのもあって膨れた。


    「私、才能無いですから。お母様も悲しんでるし」


    「や、約束したじゃないか！」


    　レオンはいきなり怒った。唇を尖らせて身を乗り出す。


    　アイラはそこで初めてレオンが本気で待っていたのだと感じ取る。


    「あの時、本気でレオン様は私に言葉をかけてくれたんですか？」


    　時間が経つにつれて、身分の高い者のその場の同情だとアイラは思っていた。


    「あ」


    　アイラは先ほどのレオンの言葉に遅れて気づく。「いつもより」とレオンは言った。


    　今度はアイラが身を乗り出した。


    「レオン様、ひょっとしていつも私の修業を見ていて下さったんですか？」


    「そうだよ！　朝のお祈りに行く前に必ずここに寄ってる。俺は期待してるんだ！」


    　こみ上げてくる高揚感にアイラの頬が綻ぶ。自分を見ていてくれて、待っている人がいた。


    　だが、すぐに両腕の脱力感がアイラを現実に引き戻す。アイラはうな垂れた。


    「レオン様、申し訳ないです。私には他の者ほど才能がないです。両親も反対しています。だからあなたの騎士にはなれません」


    　レオンは口を大きく開けて固まった。


    「まじかよ……そっかぁ」


    　アイラは立ち上がってレオンに頭を下げ、落ちている剣を持ち上げる。


    「あ……」


    　腕の回復が追いつかずに剣をまた落としてしまう。本当に自分の体はなんて弱々しいのかとアイラは苦笑する。


    　自分はなんで騎士になる才能がないのだろう？


    　悔しさがこみ上げてきてアイラは俯いたまま顔を歪ませる。


    　誰よりも騎士になりたい気持ちが強いのに。


    　肩を震わせるアイラを見たレオンはハッとした。


    「やっぱり諦めたらだめだ。だってアイラは振り返るだろ？」


    　レオンの問いかけが再びアイラに投げかけられる。


    「今諦めたら、騎士になろうとした日々をきっと振り返るはずだ」


    　人にはそれぞれ生まれつき役割がある。


    　分不相応を求めることは人として間違っている。


    　アイラは戒律をきちんと暗唱できる。


    　役割を決めるのは誰なのか？


    　今の社会では周りが客観的に判断している。


    　戒律には誰が役割を決めるとは書いていない。


    　だからアイラは自分の役割を追求した。周りではなく、自分にしか役割は見つけられないと信じたからだ。


    　アイラの頬を涙が伝う。


    「絶対に振り返ります……私は騎士になりたいもん」


    「だったら誰よりも追求し続け、自分の中に灯火が無くなるまでやらないと絶対に後悔する。騎士になる前に灯火が無くなったなら、アイラには才能が無いと思う」


    　この時のレオンの言葉をアイラはずっと忘れない。


    　どのような境遇や状況を前にしても、まず心が折れないこと。


    　それはレオン達、事象の魔法を使う魔道士の心構えであり、全てのことに通じる。


    　アイラはどんな時も心を燃やすことを誓う。


    　たとえ、無理だと分かっていても無理じゃないと言える強い意志を持つ。


    　


    　


    「だから絶対に大丈夫なの！」


    　前後から自分達に向かってくる兵士達を前にしてアイラは叫んだ。


    　アイラはライガを守るために抱きかかえる。


    　何も打開策が思い浮かばなかったが、アイラはとにかく諦めなかった。


    「いや、さすがにこのままじゃまずいよ」


    　突然、上から何かが降って来た。


    　地震が会堂に響き渡る、落下した何かを中心に地面に亀裂が走り、円形状に床が陥没する。


    　アイラとライガも、兵士達も振動に体勢を崩して尻もちをついた。


    　落ちてきた何かに最初に気がついたのはライガだった。


    　ライガの顔の諦めの色が、見る見るうちに晴れて希望に満ち溢れる。


    「オワリ！」


    「やあ、ライガ。待たせたね」


    　マントを広げた黒髪の少女はアイラとライガに微笑んだ。


    　


    ◆


    　


    　アイラは少女に見覚えがあった。


    「あ、あなた、怪盗の……」


    「まだ名乗ってなかったね。私のことはオワリって呼んでくれ」


    　ライガが立ち上がってオワリに抱きつく。


    「来てくれるって信じてたよ！」


    「そうだろ？　ちょっと色々あったけど、君を見捨てるわけがないじゃないか」


    　ライガは視線を陥没した床に落とす。


    「にしても、オワリってこんなに重かったの？」


    　オワリはライガの頬をつねった。


    「こらこら。失礼なこと言うもんじゃない。これは大地の精霊に動いてもらったからさ」


    　痛がるライガを見てアイラは慌てて立ち上がって止めに入る。


    「王子になんてことを!?」


    「いいんだ、アイラ。オワリは僕の大切な人だから」


    　デレーッとした顔のライガを見てアイラの気持ちが急速に冷めていく。


    　さっきまで私にべったりだったくせに。本当にませた子供だ。


    「誰だ、貴様は？　どこからやって来た？」


    　少佐が現れたオワリに舌打ちする。


    「見ての通り上からだよ。そんなことより、アイラ。助太刀するよ」


    「え？　大丈夫なんだけど。それよりライガ王子を連れて逃げて。ここは私が時間を稼ぐから」


    　オワリは聞く耳持たずにライガをアイラに押し付ける。


    「子守は一旦、君に任せるよ。ここは意地を張るところじゃない。心配しなくても君の出番は残しておくさ」


    　オワリが前に進み出ると、前後の兵士達は立ち上がって武器を構えた。


    「前座は終わりの頃合いだね」


    　兵士達が咆哮をあげる。


    　クオリア帝国の兵士は訓練されているので、厄介な敵が動く前に先手を取る。つられてアシッドの兵士達も突撃した。


    　オワリは右腕を宙に浮かせる。何も持たないはずのオワリの手に白い光が収束していく。


    　会堂全体を覆うほどの眩(まぶ)しい光が収まった後、オワリの手には白い長剣が握られていた。


    「何だ、それは？」


    　少佐が異物の出現に声を震わせる。英霊降誕ではない。オワリの手にある剣は魔力の具現化によるエネルギー体とは違って細かい造形が見える。実在する剣のように鮮明であり、魔力エネルギーの集合体のように存在が曖昧だ。


    「これは不確定要素を詰め込んだ剣さ」


    「待つな！　突撃しろ！」


    　危険を察知した少佐はすぐに命令を下す。


    　突撃する兵士達を見てオワリは剣を振り上げて陥没した床に突き刺した。


    　床に突き刺した剣はそのまま消える。すると、陥没した大地が前触れ無く崩れ落ちていく。


    　その上に踏み込んでいた兵士達は全員底が見えない穴蔵に落下する。


    　暗い穴の底に悲鳴が消えていくのを、宙に浮いたアイラとライガは背筋が凍る思いで見届ける。オワリは二人を風で運びながら穴から離れた所に着地した。


    　少佐も、アイラとライガも、言葉がすぐに出てこなかった。


    　ただ分かったのは、これが人間の理解の及ぶところでないということだけだ。


    　言葉を失ったギャラリーのためにオワリは説明する。


    「さっきのは確率を後押しする剣なんだ。人が何も無い所を歩いても転ばないとして、道の先にバナナが落ちていたら転ばないよりも転ぶ確率が上がるよね？　確率が高い方の結果を強制的にもたらす剣『見通し』が、地面が陥没している。あ、穴があくかも。って判断したわけさ」


    　こんなのは魔法じゃない。おまけに自分達を宙に浮かせたのは精霊の力だ。昨夜といい、人間でありながらも彼女はどこか逸脱している。


    　アイラは戦慄を覚えた。目の前の少女はいったい何者なのだろう？


    「さて、やっとアイラの出番だよ」


    　オワリは少佐を指差す。


    「彼はこんな状況でも諦めないよ。まだ増援がこれから来るだろうからね。アイラ、私は見ているから君が一対一で戦いなよ」


    　少佐の目の色が変わる。気を落ち着かせると、すぐに祭壇の上から飛び降りた。


    　オワリの言葉は少佐に冷静さを取り戻させる狙いがあった。


    「アイラ」


    　オワリに呼ばれてアイラが前に出る。


    「騎士としてレオンの傍にこれからも居たいのなら、ここは勝つしか道が無い。得物は持ってないよね？　これを使うといい」


    　そう言ってオワリがマントで隠れた背中から出したのは、鍔元(つば　もと)から先端まで長い一本の鋼の針のようなフルーレだった。


    「私は大剣を──」


    「大剣を使うなら君は絶対に勝てない。いいかい？　相手の攻撃を受けるな。躱し続けることに徹するんだ。それなら君にも勝ち目はある」


    　気が進まないアイラにフルーレを押し付けると、オワリは目の前までやって来た少佐を見た。少佐はオワリをまっすぐ見つめる。


    「これは決闘だ。余計な手出しはしないな？」


    「そうだね。君も戦いを受けることがこの場のベストだと判断したんだろう？」


    　少佐は忌々しそうに鼻で笑って、アイラを睨み付ける。


    「こんな小娘に戦争をくぐり抜けた私が相手をするとはな」


    「あれ？　君の得意分野じゃなかったっけ？」


    　オワリが吹き出した。


    「ブラッド少佐。26歳。君が魔王との戦争に参加したのは、魔王が死んだ年だ。貴族の生まれの君は、比較的安全な地に新米の部隊長として送り込まれた。そこでは魔王軍の残党処理が主な役目だ。君ほど幼い子供や無抵抗の女、老人達を殺した軍人はいないだろう。君は投降してきた、兵士で無い者まで情け容赦なく殺したね」


    　アイラの顔が凍り付く。少佐は顔色を変えない。


    「魔王軍なのだから当然だろう？　子供はなおさら親の復讐心で成人したら手に負えない」


    「法王は投降した者は国外追放、もしくは奴隷として生命だけは保証すると言ったのに？」


    　少佐が舌打ちした。


    「長い戦争で多くの戦死者を出したため、農工作の生産量が急激に落ち、物資が少ない状況で捕虜を受け入れる余裕はなかった。それはどこも同じはずだ。それに国外追放や奴隷化も殺すのと何が変わるのだ？」


    「明らかに違うよ。聖サザンクロスの戒律的には自分達の手を汚さないで済む。クオリアの合理的思考では生産者を確保できるはずだ。君は初陣で子供を守る女や老人の思わぬ反撃に瀕死の重傷を受けて以来、許せなくなっただけだろ？」


    　少佐の顔が怒りで醜く歪む。


    「貴様は何者だ？　どうしてそこまで知っている!?」


    「君が勝ったら答えてあげるよ。アイラ」


    　オワリは固まっているアイラの肩に手を置く。


    「強きを挫き弱気を守るのが騎士だ。だが、君が今ここで騎士として剣を取ることは法王への反逆に等しい。それに彼は先の魔王との戦いの英雄の一人だ。君は大きな大罪を犯すことになるね。自分にとって大事な騎士がどういうものか改めて考えながら戦うといい」


    　英雄という言葉にアイラは強い反感を覚えた。子供や女、老人まで殺したのに英雄になれるのか？　それが戦争だからか？　


    　オワリはライガの手を取って、戦う二人から離れていく。


    　始まりを決めるのも、終わらせるのもアイラと少佐だけに委ねられた。


    「小娘。騎士としての名誉が大事なら引き下がれ」


    　サーベルを抜いて吐き捨てるように言った少佐に、アイラはフルーレを向けた。


    「問答無用って言ったはず」


    　ライガのためにも初めから退く選択肢はない。オワリの言葉は今更だと思った。ここに至るまでにアイラはもう騎士像を決めている。


    「レオンを守る……え？」


    　レオンに仕える騎士であることを思い出した一瞬、アイラは戦闘から意識が離れた。


    　私が勝手に騎士像を追いかけることでレオンの立場に迷惑をかけてしまうのでは？


    　フルーレを向けるアイラに、少佐は空いている左手で懐の銃を抜いた。銀色の矢は魔道士の魔力発動にノイズをもたらす。刺されば通常のように魔法を使うことはできなくなる。対魔道士用の武器だが、矢だけでも十分な殺傷能力がある。


    　とっさに反応したアイラだが避けきれずに肩に矢が突き刺さる。


    　痛みに体が縮こまりながらも、アイラはなんとかフルーレを突き出す。


    「遅いっ！」


    　少佐がサーベルをアイラの胸元目がけて上から斬りつけた。


    　防具を身につけていないアイラにとっての致命傷だったが、アイラは後退するも踏み止まる。


    「ほう。女で良かったな」


    　アイラの服が破れて胸がはだける。胸に激痛が走るが出血はそれほどではない。遮られた刃は心臓に届かなかった。


    「ひ、卑怯者！」


    　アイラは胸を押さえながら、剣と剣の真剣勝負に飛び道具を使う相手を責める。


    「戦場に正々堂々も卑怯もあるか！」


    　少佐は腰を低めてアイラの足を狙ってサーベルを薙ぎ払った。


    　崩れた姿勢では避けきれない速度にアイラは後ろに体重をかけて尻もちをつく。


    　サーベルが空振ったことに少佐は舌打ちしながら、刃の軌道を修正してアイラに突きつける。アイラは後ろにでんぐり返しをして、足が地面に着くと同時に横に飛んだ。


    「ちょこまかと」


    　少佐はすぐに連続の突きでアイラを追撃する。


    　アイラは後ろに下がることでまた生きながらえる。


    　会堂の広さと遮蔽物のなさがに有利に働いた。


    　アイラは避けながら気づく。


    　目の前の相手の剣技は確かに訓練を積んだもので自分よりも上だ。だが先日のドワーフのように、斬り慣れを感じさせない。


    「くそっ！」


    　少佐の横払いをアイラは後ろに飛んで躱す。追いかけっこは続いていく。壁際に追い込もうとする少佐だが、アイラに上手く逃げられて叶わない。


    　詰めが甘いんだ。


    　アイラは乱れた息を整える。基礎体力は生まれ持った生命力や筋力量と違って、努力で鍛えられる。アイラの体力はまだまだ続く。剣速を捉えきれなくても、避けられない速さではない。自分を捉えきれない相手の実戦経験の不足をアイラは見抜いた。


    　オワリの言葉通り、少佐は戦場で斬り合いを結んだことはなかった。剣と剣を突き合わせて命を奪う経験の無さが、仮にも実戦を積んできたアイラを追い詰められない。


    　遠巻きから見ていたオワリが頬を緩める。


    「気づいたようだね。斬り合わずに避けることに専念すれば、時間の経過につれて体力で勝る君が有利になっていく。だけど、戦いは計算通りにはいかないよ」


    　戦いが始まって５分が経ち、相手の剣速が落ちてきた。


    　いけるかもしれない。


    　アイラの目は相手の動きをしっかり捉えている。相手の大振りを躱すのと同時に懐に飛び込む。アイラはフルーレをぎゅっと握り締めた。


    　少佐が大きく踏み込んでサーベルを左横に薙ぎ払う。アイラは息を止め、しゃがんで避けて懐に飛び込んだ。少佐の体ががら空きだった。


    　このまま相手の体にフルーレを突き刺すだけだ。


    　アイラが勝利をたぐり寄せようとした瞬間、脳裏に神官服を着たレオンが浮かぶ。


    　クオリア帝国の軍人を手にかければもう言い訳ができない。自分はともかく、レオンはどうなってしまうのだろう？


    　踏み込んだ後のアイラの動きが鈍くなる。


    「甘いな」


    　少佐は嘲笑しながら、左手で少佐は懐から再び銃を取り出す。


    「これは三連式でな」


    　２本の矢がアイラの脇腹と胸に突き刺さる。痛みに慣れていないアイラは反射的に体が逃げようと仰け反るのを避けられない。


    「死ねっ！」


    　少佐は左横に払ったサーベルを引き戻しながら、上から下に斬りつける。アイラは少しでも避けようと姿勢を崩した状態で、足で床を蹴った。


    　斬撃は今度は先ほどと逆方向にアイラの胸を切り裂く。


    「浅いか……ちょこまかと」


    　胸にバッテンの傷跡がつけられたアイラは尻もちをついた。


    　息を切らしながら少佐がゆっくりとアイラに近づく。


    　アイラは激痛と滴り落ちる血を押さえながら、体を起こすタイミングを試みる。


    　しかし、本当にこのまま戦いを続けていいのだろうか？


    　迷いがアイラの立ち上がる気力を削(そ)いでしまう。


    「アイラ」


    　ライガが見ていられなくなって助けに飛び出す。


    「だめだよ」


    　それをオワリが肩を掴んで行かせない。


    「何で？　あんなに血が出てる！　このままじゃ殺される！　オワリ、助けてあげてよ！」


    「それはできない。これは騎士の名誉を懸けた一対一の真剣勝負だもの」


    　こんな状況なのにオワリは笑っている。ライガはオワリの手を振りほどこうと身をよじる。だが、細い体に似合わず、オワリの力は強かった。


    「ダメだって言っただろ？　君には飛び出す資格がない。無力だと言うわけじゃないよ？」


    「え？」


    　ライガはオワリを見上げる。


    「人間の戦いはお互いの立場や信念をぶつけるものだ。君は立場もなければ信念もないだろう？　王子の職務を放置し、命欲しさに王宮を逃げ出したんだから」


    　ライガは気づいた。オワリはいつも笑っているし優しい。だけど、ひどく乾いているように感じられる。感情がこもっていないのだ。ライガが再び視線をアイラに戻すと、少佐がサーベルを振り上げるところだった。


    「よく粘った方だが、俺は逃げ惑う女子供を殺すのには慣れていてな」


    　少佐が歯を見せて笑った。アイラに今まで殺した弱者の姿を重ねた瞳は、ひどく陰鬱な色をしている。


    　レオンの時たま見せる魔王の瞳はあんなに黒いのに、こいつみたいな嫌な感じはしない。


    　アイラは心の中でレオンに謝った。


    　ごめんなさい。私はこれまでみたい。


    　でもライガ王子は助かるし、ここで私が死んだ方が迷惑かけないよね？


    「アイラッ！」


    　ライガの声に戦いの最中の二人が反応して見る。


    「あらら」


    　上着を破ってオワリから解放されたライガが全力で走ってくる。


    「今助ける！」


    　少佐は舌打ちしながら振り下ろす剣を止めてライガに体を向けた。


    「ああ、そういえばね」


    　オワリがアイラに聞こえるような大きな声を発する。


    「この先で君を助けにきたレオンが戦ってるんだけどさ。もうすぐ殺されるよ？」


    　レオンが私を助けにきてるの？


    　気がつけばアイラの体が動いていた。


    　フルーレはとにかく軽い。大剣と比べればおもちゃのような重量だ。


    　アイラの動きを視界の先に捉えていた少佐は反応するが、迷いを無くしたアイラの心臓への一突きは予想以上に速かった。


    「ぐっ」


    　まっすぐ最短距離でフルーレは少佐の心臓に突き刺さる。


    　少佐の苦悶の表情を見ながら、アイラは自分が不意打ち同然に勝利を手にしたことに気づく。嫌悪感がアイラにフルーレを手放させ、それが最後の力でサーベルを振るった少佐の悪あがきを避けることに繋がる。


    「こんな……バカな……」


    　くずおれる少佐は血走った目をアイラに向けた。


    　自分の命を奪った相手を憎悪する瞳は、アイラが初めて向けられたものだった。


    「アイラ、しっかりして！」


    　自分に抱きつくライガ王子の温もりを感じながら、アイラは絶命した少佐を見下ろした。


    　私はなんてことをしたのだろうか？


    　アイラの体が小刻みに震える。


    「おめでとう」


    　オワリの声がすぐ近くから聞こえ、見上げると彼女は優しく微笑んでいる。


    「この社会が求める騎士像は主のために盲信的に働く者だ。だけど君は守りたい者を守ることを優先する我の強い騎士だ。君は今日やっと理想の騎士になったね。加えて、人を殺したのは初めてだろう？　それも卑怯なやり方でだ。だけど、戦場での騎士の多くは君と似たり寄ったりさ。正々堂々を謳えるのは、本当に強い一握りだけだ。」


    「わ、私は……レオンの騎士だ」


    　強い決意を口にするアイラだが、恐怖で体は震え、目には涙が溢れている。


    「泣いている暇は無いよ。レオンが本当に危ない。私は立場上レオンを助けるわけにはいかないからさ。君しかいないんだよね」


    　オワリはアイラの肩に手を置く。白い光がオワリの体を伝ってアイラの肉体に移っていく。


    「回復したらすぐに進もう」


    　オワリの顔から笑みが消える。真剣な顔つきは、けれど先ほどまでの笑みと変わらぬほどアイラに何も伝わってこなかった。


    　


    ◆


    　


    　アクダマの屋敷に踏み込んだレオンを出迎えたのは、まさかのアクダマ本人だった。


    　考えられる限り最悪な状況にレオンは脂汗が止まらない。


    「どうした？　先ほどから何も発しないようだが？」


    　玄関から続く広大な客間の奥に立つアクダマは、読みかけの本を閉じた。


    　頭上には絢爛豪華(けん　らん　ごう　か)なシャンデリア、高い天井までの壁には高名な画家の絵が飾られ、下は高級絨毯(じゅう　たん)が敷かれている。アクダマの後ろには曲線状の階段が上の階まで続いており、一階も二階も幾つもの部屋がある。インテリアや置物の一つ一つが高級だというのは、同じような環境に育ったレオンにはすぐに分かった。


    　アクダマは、東の大陸で高貴な者だけが許された紫色の宰相の衣を羽織っている。この全てはアクダマの成功の証だ。


    　レオンは無表情のアクダマの顔を覗き込んだ。彼がこの国にやって来て10年だと聞いている。わずか10年で異国の地で宰相まで駆け上がった優秀さに、レオンはクオリア帝国の軍人の凄みを感じていた。


    「あ、あの……」


    　アクダマが自分の正体に気づいているか分からない状況で、レオンはまず自分が昼間の聖サザンクロス法王国の者だと告げた。アクダマは別段、驚いた様子はない。


    「それで、勝手に上がりこんだ理由は？」


    「夜分恐れ入ります。勝手にというか、上がってからきちんとお声かけしようと思っておりました。私の目的はあくまでも仲間を取り戻すことです」


    　レオンは完全に気持ちが下を向いていた。できるだけ大事にならないように、穏便に事を済ませる道を模索する。


    「笑わせるな。どうして私の屋敷に仲間がいると言い切れる？」


    　アクダマに睨まれてレオンは唾を飲み込んだ。


    　クリュウから聞いた女中の内部告発をそのまま伝えるべきだろうか？


    　レオン達の指名手配も、この国で面が割れているのは権力を持つアクダマだけだから間違いない。王との面会の場でも嘘を吐いていたと考えれば、アクダマは早くから計画を実行していたのだろう。けれど言質を取らせようとしないアクダマに、状況証拠や推測を話しても進展がなさそうだった。時間もさほど残っていないだろう。レオンは賭けに出る。相手を刺激せず、こちらが相手の邪魔をする気はないと伝えることにした。


    「アクダマ宰相、私はあなた方の計画の邪魔をする気などありません。仲間が戻ってくれば、すぐにでもこの国から出て行きます。何も見ていませんし、聞いていないことを約束致します」


    　できる限りの愛想笑いを浮かべてレオンはアクダマに頭を下げる。


    　アクダマはレオンの顔を覗き込む。顔に表情の無いまるで昆虫のような眼差しが気味悪い。


    「ミラージュ石を取れ。人に頼む時の最低限の礼だろ？」


    　レオンの顔から笑みが消える。右肩に付けたミラージュ石はやはり指摘された。


    「どうした？」


    「任務のために素顔を見せられません」


    　レオンの苦しい言い逃れだった。アクダマが本を近くのテーブルの上にそっと置く。


    「お前は昼間の者と同一人物なのだろう？　そこまで頑なに正体を隠されると気になるな。もう一度言おう、ミラージュ石を取れ」


    「できません」


    　レオンは即答した。黒死病がバレることは絶対にあってはならない。聖サザンクロス法王国の存亡に関わる。


    　アクダマはレオンに手をかざした。


    「ここまで忍び込んだということは、だいたいのことは知っていると判断していいな。お前が本当に聖サザンクロス法王国の者だとしても、計画の破綻になる要因は排除しなければならない」


    　何やる気になってんだよ？


    　レオンの動悸が速くなる。非常に困っていた。


    「私は神官です。神官に手をあげるのですか？」


    　アクダマは表情を変えずに言い放つ。


    「計画は絶対だ」


    　アクダマの体が赤い光を放つ。


    　


    　張り付けになれ、虫けら！


    　


    　相手も魔道士!?


    　目に見えない圧迫がレオンに襲いかかる。レオンはあっという間に玄関扉まで吹き飛ばされて張り付けにされた。


    「く、やめろよ。人の気も知らないで……」


    　クオリア帝国に手をあげるのはまずい。何とかアクダマをかいくぐってアイラを助けに行けないかとレオンは思考を巡らす。


    　アクダマはレオンに手をかざしたまま、ゆっくりと近づいて来る。


    「昼間も言ったはずだ。無能な仲間は切り捨てろと。そうでなければ大事を成すことはできないからだ。仲間を助けようと思って忍び込んだ時点で、お前も無能決定だがな。次はミラージュを剥がしてやろう」


    　アクダマがもう一方の手もレオンに向ける。


    　赤い光が再び室内を照らす。


    　


    　剥がれ落ちろ、偽者め！


    　


    　レオンの右肩のミラージュ石に亀裂が入る。


    　


    　お前の言いなりになんかならない！


    　


    　レオンの体を銀色の光が覆う。アクダマの魔法を打ち消して着地に成功する。


    「ほう。さすがは神官だと言いたいところだが、詠唱に知性が足りないな。お前、本当に聖サザンクロス法王国の者か？」


    　レオンは全身に冷や水を浴びせられたようだった。


    　アクダマは恐ろしく頭が切れた。


    　人間の魔道士による事象の魔法は、それぞれの意志を言葉にすることで発動する。


    　同じことをイメージしていても、人によって表現が違うように、詠唱は本人が最も強く意志を込められる言葉になる。アクダマの詠唱が見下すような表現が多いのはエリートゆえだが、レオンの詠唱の荒さは12歳で黒死病を発症して１年間監禁されたことや、この２年間の旅で心がすさんだことが影響している。


    　聖サザンクロス法王国の神官なら、レオンのような感情任せの詠唱にならない。


    「ますますお前の正体が気になったぞ」


    　アクダマの体が赤い光を放つ。


    　レオンは全身が冷めていくのを感じる。自分は取り返しがつかないことをしている。


    　二度と祖国に戻れないだけでなく、父や兄達に迷惑をかけてしまう。


    　絶対にバレるわけにはいかない。


    　レオンの体が銀色の光を放つ。


    　レオンとアクダマはお互いに向かって走る。


    　魔道士同士の戦いは、相手の心をへし折った方が勝つ。


    　二人は同時に空中に手をかざす。


    　


    　恐怖を切り裂け！　バルムンク！


    　万物を貫け！　グングニル！


    　


    　銀色の光がレオンの両腕に集約して銀の長剣を形作る。


    　赤い光がアクダマの右手に集約して赤き槍を形作る。


    　長剣と槍がぶつかり、衝撃波が部屋に広がる。家具が吹き飛び、壁に掛けた絵画が落ちていく。レオンとアクダマはお互いの意志の刃をぶつけ合ったまま、ジリジリと詰め寄る。


    「なかなかだ」


    　想像以上の手応えにアクダマは称賛の声をもらす。


    「くっ」


    　レオンには余裕が無かった。向こうは少しでも集中力を切らせば吹き飛ばされるほどの圧力だ。


    　俺は一体何をやっているんだ？


    　この状況に陥った現実への戸惑いがレオンの意志を挫く。


    　アクダマは一押しでレオンの体ごと剣を弾き、連続で突きを繰り出す。


    　レオンが躱せる速度ではなかった。


    　


    　死ぬ日じゃないなら決して当たらない！


    　


    　避けきれないと判断したレオンが事象をねじ曲げる。


    　しかし、槍は向きを変えずにレオンの横っ腹を貫く。


    「拒絶が温いぞ」


    　アクダマは赤い槍を薙ぎ払ってレオンの脇腹を切り裂いた。


    　激痛のあまり声にならない悲鳴がレオンの口の中に木霊する。


    　膝をつきながらも、なんとか銀の剣を横に払ってアクダマを近づけさせない。


    　アクダマは後ろに飛びながら赤い槍をレオンの胸元に目がけて放り投げる。


    　


    　百発百中、的を逃がすな！


    　


    　レオンは銀の剣を構え、迫り来る槍を打ち落とそうと腰を落とした。


    　事象の魔法はイメージできないことを実現できない。イメージとは決意から自信に至って確信となるもの。槍が刺さった時点で、レオンはもう槍を避けれるイメージを抱けない。


    　


    　絶対に届かせるものか！


    　


    　だから銀の剣で打ち落とす意志を強化する。


    「うあっ!?」


    　槍に振り下ろした銀の刃が露散する。槍はレオンの胸元に突き刺さって壁まで吹き飛ばした。壁に鮮血がまき散らされる。赤い槍はレオンの体に吸収されて消えて、レオンは床に落下した。確実にアクダマの意志がレオンの意志に侵食していた。相手の事象の魔法でダメージを受ければ受けるほど、自分の魔法の力は衰えていく。一度心が折れれば、戦闘中に回復することはほとんどない。


    　レオンは立ち上がって胸に手を当てて回復魔法を発動する。


    　相手の意志はなんと固いのか。アクダマに比べたらレオンは粘土のようだった。


    「どうした？　もう終わりか？　その程度の脆弱な意志で布教できるものなのか？」


    　レオンは意を決する。このままジリジリと削り取られていけば勝てない。


    　レオンの中の魔王の意志が蠢く。


    「持ってくれよ、俺の体」


    　レオンは両手を組んだ。


    　英霊降誕。


    　一際大きい銀色の光がレオンの体を包み込む。


    「ほう」


    　アクダマの目つきが鋭さを増す。


    　レオンはアクダマと戦いたくない脆弱さと、自身の人格を脅かす魔王の意志の上から、ジークフリードを上書きしていく。


    　レオンの目と口から血がこぼれ落ちる。神経を焼き切るような激痛にレオンは叫び声を必死に抑え込む。


    　迸る魔力の奔流にシャンデリアが床に落ち、壁に亀裂が走る。


    　アクダマは一息吐くと、つまらないものを見るような無機質な目を取り戻す。


    「なんとも下手くそな英霊降誕だな。思考と肉体の統合もできないのか。見本を見せてやろう」


    　


    　空を引き裂き、大海を割り、大地を砕くは誰ぞ？


    　森羅万象の知識を追い求め、自らの身を顧みぬ真の冒険者。


    　王でありながら旅人。戦士でありながら賢者。


    　祖は一振りの英名を賜う。


    　彼の者に壁は存在せず。


    　全てを貫く者なり。


    　我が名はオーディン。


    　


    　レオンは意識が埋没する狭間で見た。


    　アクダマの体を赤い半透明の鎧が覆っていく。


    　三日月のような左右非対称な大きな角がついた兜、前後全て平面の板を連結させた形状の鎧、小手やすね当てが鎧とは個別に存在している。西洋のオーソドックスな騎士の鎧とは明らかに異なるフォルムだ。クオリア帝国の遠い時代、軍人ではなくサムライと呼ばれていた時代の鎧だった。


    　アクダマに降誕したオーディンは、手に持つグングニルを伸ばした。変形して渦を巻くように回転してジークフリードに襲いかかる。


    　動きを捉えきれないと判断したジークフリードは、バルムンクを一瞬で巨大化させてグングニルごとオーディンに振り下ろす。


    　真っ二つに切り裂かれる床。だがグングニルは消えない。バルムンクに巻き付くと、蛇のようにジークフリードに迫ってくる。


    　ジークフリードの肩をグングニルが貫く。バルムンクの一撃を空に飛んで避けたオーディンが、空中で何本ものグングニルを出現させる。


    　グングニルは全て一直線にジークフリードに飛ぶ。


    　ジークフリードは前に飛んだ。向かってくるグングニルの間隙(かん　げき)をかいくぐって、オーディンに向かう。振り下ろすバルムンクをオーディンは新しく出現させたグングニルで受け止める。


    　ジークフリードはオーディンの脇腹に蹴り込む。避けきれなかったオーディンが体勢を崩した瞬間、ジークフリードはバルムンクを片手で持ち、もう一本のバルムンクを出現させた。


    　二刀による挟み込みがオーディンを襲う。


    　それより早くジークフリードの顎が上に跳ね上がった。オーディンはグングニルを片手に持ち替え、アッパーをヒットさせる。さらに横っ面に右ストレートが入り、ジークフリードはよろける。ジークフリードがわずかに離れたことで、オーディンは隙間を得てグングニルを突き刺そうとする。


    　今度はオーディンの体が左によろけた。ジークフリードはバルムンクを放り投げて、左手でオーディンの角を掴んで引っ張ったのだ。ジークフリードの膝蹴りがオーディンの鳩尾(みぞ　おち)に入る。前屈みになったオーディンにジークフリードは、右手のバルムンクを逆手に持ち替えて背中に振り下ろす。


    　何本ものグングニルが後ろからジークフリードを貫いた。ジークフリードの体が止まる。


    　それは先ほど避けたはずのグングニルだった。


    　グングニルは蛇のようにしつこく相手を追いかける。


    　吐血して墜落していくジークフリード。


    　オーディンがグングニルを右手に出現させる。


    　渾身の力を込めた投擲(とう　てき)。


    　グングニルはジークフリードの胸を貫き床に突き刺して爆(は)ぜた。


    　轟音が鳴り響き、部屋が激しく揺れる。


    　陥没した跡地には、尻もちをついて仰向けに倒れるレオンの姿があった。


    　全身からの出血は水たまりのような血の池を生み出している。


    　オーディンはレオンが動かないのを確認して、ゆっくりとアクダマの意識を覚醒していく。


    　英霊降誕を解いたアクダマが床に着地すると、後ろから悲鳴が聞こえた。


    「レオンッ!?」


    　振り返ったアクダマの横をアイラは駆け抜けてレオンの傍まで行く。


    　近づいた瞬間、レオンの体から放たれる死の匂いにアイラの顔が強張った。


    「だ……ダメだよ……ねぇ、そんな……」


    　アイラの出現にアクダマは初めて顔色を変えた。それは戸惑いだった。


    　何故、この地下牢に閉じ込めたはずのこの女がここにいるのか？


    　一緒にいたライガはどうなった？


    　警備に向かったはずのズルイ達は突破されたのか？


    　アクダマは計画が破綻しているのを感じ取る。


    　今回の計画は10年前より実行に移されたものだ。


    　アシッド王国をクオリア帝国の管轄下に置く。


    　テイラー王国ともクオリア帝国は初めから通じている。


    　野心家の若きテイラー王は、アシッドによる和平条約違反を理由に採掘版図の拡大を目論んでいた。そのために、ライガ王子が結婚を呑まないで家出し、さらにアシッドがテイラーの鉱石を強奪するようにアクダマは手配した。その見返りとしてクオリア帝国への鉱石輸出量を増やすことを口約束していた。しかし、クオリア帝国はテイラーを利用している。


    　アクダマは同時期にライガ王子の誘拐をしたのはテイラーで、アシッドの鉱石をテイラーも強奪したように手配した。テイラーの仕業としてアシッド王の暗殺も近日中に行う予定だった。テイラーは黒の教団と通じていると国際社会に認知させることで、立場を弱くして年月をかけて将来的にはテイラーも管轄下に置くつもりでいる。


    　全てが一段落した後、宰相であるアクダマがアシッドの執政を務め、国を立て直すためにアクダマの後見の名目でクオリア帝国が介入することになっている。


    　だが、ここまでイレギュラーが発生すると何かが起きている気がした。


    　計画にイレギュラーはつきものだが、怪盗の出現、黒の教団の王子誘拐の失敗、レオン達の出現、今夜侵入されたことがだめ押しだ。


    　誰かが裏で手引きをしているとアクダマは思った。


    　妨害ほど明確な意志は感じられないが、こちらの計画を遮るような形で誰かが別の計画を実行している。


    　アクダマは手にグングニルを出現させる。


    　綻びを修正しなければならない。まずは目の前の邪魔者を排除する。


    　アイラは騎士としては無様にも泣きじゃくっていた。


    　レオンに抱きついて出血を止めようと必死に胸の穴を押さえる。


    「レオン、ダメ！　絶対に死なないで！」


    　この世界でただ一人、レオンだけがアイラを騎士と認めてくれた。


    　レオンが居るからアイラは今も騎士になれる。


    「守れてない！　私は全然守れていない！　騎士になれてない！」


    　レオンは全身の感覚が遠ざかっていく中で、アイラの泣き顔を見た。


    　自分のために泣いてくれるのは、この世界でもうアイラだけだ。


    　


    ◆


    　


    　黒死病は何の前触れもなくレオンの身に発症した。


    　その日も両親や兄と共に朝の祈りを捧げていた。


    　祈りを終えて、振り返った家族の自分を見る目を生涯忘れられない。


    　驚愕と悲哀、憤怒、嫌悪、一言では足りない幾つもの感情が混ざり合った顔は、人間を言い表すのに言葉が追いつかないことをレオンに教えてくれた。


    　レオンはすぐに隔離された。


    　仮にも王子なので、地下牢暮らしというわけにもいかず、かといって町外れに放置しておくのはリスクが高いので、レオンは宮殿内の秘密の部屋に閉じ込められることになった。


    　法王の息子が黒死病を発症することはあってはならないと父の叫びを聞いた。


    　内々でレオンの処刑も検討された。


    　全てはレオンを隔離した扉の外で行われた会話なので筒抜けだった。


    　母の嘆願により、レオンの当座の処刑は見送られることになった。


    　問題は、レオンの身の周りの世話をする付き人を誰にするかだった。


    　聖サザンクロス法王国では過去一度も黒死病を発症したことが無い。


    　そのために黒死病専門の医療施設がないのだ。


    　外から人を呼ぶわけにはいかないため人選に困った。感染を恐れて誰もレオンに近づきたくないので、母が食事を運んだり衣服を洗ったり、部屋の掃除をしてくれていたが立場的にそれを続けるわけにはいかない。レオンの取り巻きから探そうということになったが、黒死病と聞くと誰もが頭を地につけて辞退させてくれと嘆願した。


    「レオン……誰か会いたいお友達はいる？」


    　黒死病の進行に苦しむレオンは、窓の無い部屋でも体調が良ければ壁を見ていた。


    　聡い子だったので、多くの者が自分から離れていったのは、母親の言葉尻で気づくことができた。


    　レオンは誰にも無理強いさせたくなかったので、母の問いかけにはいつも答えなかった。


    　だが黒死病の痛みと苦しみはレオンの孤独を募らせていく。父の命令で母がレオンに会いに行ける回数は日に日に少なくなっていった。レオンに与えられる食事も長期保存の利く乾パンなどをまとめて渡されるだけで、水はストックが切れれば次に母が運んでくれるまで渇きを我慢しなければならなかった。


    　レオンは無性に人恋しかった。誰かに傍に居て欲しかった。


    　とうとう我慢できずにレオンは母に言う。


    「アンという女の子に会いたい」


    　母親は自らアイラの家を訪問し、アイラ本人にレオンの意向を告げた。


    　驚くことにアイラは二つ返事だった。


    　あまりにも簡単に頷くものだから、レオンの母は濁そうと思っていた黒死病の恐ろしさをこれでもかというほど告げたが、本人の意志は変わらなかった。


    　アイラの両親に多額のお金を渡し、鬼籍扱いとしてアイラはレオン専属の世話人として引き取られる。


    　アイラの最初の登場は、あまりに乱暴で扉を蹴り破る勢いだった。


    「レオン様！」


    　ベッドで寝ていたレオンは、駆け寄ってくるアイラに驚きおののく。


    　アイラはレオンの手を掴んだ。


    「どうしてもっと早く呼んでくれなかったんですか!?」


    「お前、バカか!?」


    　レオンの第一声はアイラにとっても驚くものだった。感動するレオンを想像していたアイラは面食らう。


    「鬼籍に入ったらしいな？　そこまですることかよ！　第一、俺の世話人なんかやったら騎士になれるわけ無いだろ！」


    　レオンは自分の顔の右側を押さえた。黒死病の進行は日に日に進んで、体はますます黒く染まろうとしていた。


    「黒死病は不治の病だ。お前は何で……」


    「治りますよ！」


    　アイラはアッケラカンと答える。


    「は？　治るわけ無いだろ」


    「いいえ、治ります！　治ると気持ちが折れなければ、絶対に治ります」


    　アイラは目に涙を浮かべていた。


    「黒死病なんかに負けないで下さい。レオン様が私に教えてくれたことですよ！」


    　レオンは正直、アイラをずっと下に見ていた。自分の方が立場も能力も上だと思っていたから優しい言葉をかけられた。自分の利益のためにアイラに騎士になって欲しかった。


    　こんな風に、今は自分の方が立場が下になれば、取り巻きは当然離れていく。父や兄も自分をもう見向きもしない。


    「むかつくな……お前」


    　レオンの頬を涙が伝う。アイラはレオンを下に見て優しい言葉をかけているわけじゃない。


    　それが嬉しいと同時に悔しくてレオンは涙をこぼす。自分の方が階級が上なのだから、周りを見下して当たり前だからと、そう振る舞ってきた自分が恥ずかしくなる。


    　アイラは自分の涙を手で拭うと立ち上がった。


    「レオン様は乾パンしか食べていないと聞きました。すぐ料理を作りますね！」


    「レオンでいいからさ」


    　アイラが驚いて目を丸くする。


    「どうせ俺も死んだことにされたんだ。アイラもそうだろ？　死んだ者同士、上も下もない。対等に接してくれ」


    　それはレオンの本音。ずっと無理をしていた自分に気づく瞬間だ。


    　アイラは戸惑いを隠せずにぎこちなく微笑む。


    「うん、分かった！」


    　それでも同じ境遇で、ここから生涯出られないと思ったからこそ頷く。


    「じゃあ、私も今日からはアイラって呼んで。私は今日からあなただけの騎士だから」


    　それは正式に騎士に任命されると授かる聖名のつもりだった。


    　勢い良く駆けていくアイラの背中を見て、レオンはもう一度顔の右側を押さえる。


    　父や兄、周りに愛されたくて彼らの言う通り生きてきた。なのに、彼らは自分を容易く見限った。結局、自分を愛していたのは産んでくれた母だけだったのだ。母親はお腹を痛めて子を産むのだから、自分の子供の振るまい如何(いかん)で愛情が左右されない特別な存在だ。


    　レオンはこの時初めてバカバカしいなと思った。こんな目にあって、結局見限られるなら、やりたいようにやって生きれば良かった。本当はこの社会や戒律にとっくについていけなかったんだ。


    「はは……だから黒死病なんかにかかるわけだ。これは罰だな」


    　レオンの顔の右側が大きく鼓動する。


    「え？」


    　レオンは顔の右側を強く押さえた。


    「痛みが……消えた？」


    　この日の気づきが今のレオンに至っている。


    　


    　


    　レオンはグングニルを握り締めたアクダマに気づいて立ち上がる。


    　五感は定かで無いため、立っている実感は曖昧だがどうにか体は動いているようだった。


    「あ！」


    　アイラが背後のアクダマに振り返った。


    「どうやら遅かったみたいだね」


    　２階の部屋から外に出てきたオワリは階下の様子を見て呟いた。


    「オワリ、アクダマが居る。アイラもだ。あいつは！」


    　後を追いかけてきたライガがレオンに気がついて息を呑む。全身が赤い血だらけのレオンは、胸に幾つも穴が開いている。


    「あ、あれって大丈夫なの？」


    　ライガはたまらずオワリを見上げる。


    「ダメだろうね。もう死んでてもおかしくない。あの深手じゃ回復魔法でも追いつかないだろうさ」


    　オワリはレオンから目を離さずに答えた。


    「じゃあ何であいつはまだ立つの？」


    「君には分からないよ。自分の境遇から逃げ出すことしかできないからね。レオン、彼はこの日まで一度も逃げること無く立ち向かってきた。正直、驚いている。初めて会った時の彼は見込みはあったけど、ここまで来るとは想像もできなかった」


    　ライガはオワリの言葉に俯く。さっきから気づきつつあった。オワリは自分のことを認めていない。優しいし、理解を示してくれているのに、彼女はまるで義務でそうしているようにしかライガには感じられない。それは宮殿の女中達と通じるところがあった。


    「惜しいよ。君は逸材だった。ここまで黒死病に耐えて来られたのに。仕方がないか」


    　オワリは踵を返してライガを見下ろす。


    「今のうちに行こうか。君も可能性があるからね。君が望むスタートが切れる場所に運んであげる」


    「オワリ……アイラ達を助けないの？」


    　オワリはライガに手を差し伸べる。


    「私の目的は君だからね」


    「待って！　アイラ達を置いていけないよ！」


    　ライガにだって感謝の心はある。とくに女性に対しては分け隔て無く接する。アイラは自分に本当に良くしてくれて、必死で助けようとしてくれた。ライガはアイラを置いて行くなんてとてもできない。オワリは優しく微笑む。


    「何もかも捨てて逃げて、自分の生きたい人生を送るんだろ？　王子の責務を果たさないということは、そういうことなのさ。一生懸命生きている周りは今の君に関係ない」


    「そんなのは嫌だっ！」


    　ライガは駆けだして階段を下りて行く。


    　オワリは今度は止めなかった。


    「資質がある者らしい選択だね」


    　オワリの顔から笑顔が消える。


    「仕方が無い。せっかく見つけたから死なせるわけにもいかない。三人ぐらい何とかするかな？」


    　オワリがライガの後を追おうとした時、館内に響き渡るほどの胎動を聞いた。


    「え？」


    　階下を見下ろしたオワリの顔が緩む。戸惑いと懐(なつ)かしさに呆然と立ち尽くしてしまった。


    「レオンはやらせない！」


    　階下ではアイラがアクダマの前に立ってレイビアを構えている。


    　アクダマはアイラの後ろに居る死にかけのレオンを凝視する。


    　なんだ、これは？


    　腕を見ると鳥肌が立っていた。レオンから得体の知れない危険な何かを感じる。


    「レオン？」


    　遅れてアイラも空気の揺れを感じ取って振り返る。


    　顔まで血まみれのレオンは優しい目をアイラに向けていた。


    　レオンは頷く。


    　本当は分かっていた。


    　レオンの心ではアイラが死ぬことになってもアクダマには勝てない。


    　アイラのような騎士としての純粋さを追求するのでは無く、レオンは元からこの社会の在り方に組み込まれているからだ。自分の居場所を守るために迎合する。戦う前から心は折れている。


    　レオンは苦笑する。まだ戻れると思っている自分の甘えに。


    　もう元には戻れない。なかったことにはできない。


    　祖国に帰っても、そこは自分が戻りたかった世界では無い。


    　母の命を代償にレオンは旅に出たのだから。


    　レオンはマントを掴むとミラージュ石ごと引きちぎった。


    　戦うにはこの世界を敵に回す強い意志が要る。


    　世界と戦えるのは、いつだって抗う者だけだ。


    「黒死病だと？」


    　想定外のことにアクダマの顔が曇る。レオンは両手を組む。


    　英霊降誕では無い。


    　やったことはないが、確信に近いものはあった。


    　自分の中には何時だってこの社会と戦う強い意志がある。


    　レオンは自分の中の魔王に初めて完全に身を委ねた。


    「アイラを殺すことは許さない！」


    　


    　魔王降誕。


    　


    　レオンの脳裏に赤ん坊が飛び込んでくる。


    　赤ん坊を一人の老人が抱きかかえていた。


    　老人の顔は複雑な表情を浮かべていたが、赤ん坊に向ける眼差しは温かい。


    　赤ん坊はゆっくりと大きくなっていく。


    　あどけない黒髪の少女が老人の膝の上で昼寝をしている。


    　少女の頭を撫でる老人の表情は安らいでいた。


    　黒髪の少女は老人の誕生日に絵を描いている。


    　満面の笑みを浮かべて自分の描いた絵を掲げる姿は微笑ましい。


    　少女は絵を持って屋敷を走った。


    　寝室で横になっている老人を見つけて少女は近づいていく。


    　少女は後ろ手に描いた絵を隠している。


    　寝息を立てる老人の顔を覗き込んだ少女は、後ろに回していた手を見た。


    　少女の手には短剣が握られていた。


    　戸惑う少女は自分の手にある短剣が理解できない。


    　楽しそうな老人と自分を描いた絵はどこに行ったのか。


    　少女が短剣を振り上げると、老人は目を覚ました。


    　老人は最初驚いた顔をするが、すぐに優しく微笑む。


    　少女の頬を涙が伝う。


    　少女は何故泣いているのか分からないまま、短剣を老人の心臓に振り下ろした。


    　少女の絵が部屋を舞う。


    　窓から外へと飛んでいく。


    　風は少女の絵をどこに運ぶのか？


    　絵は時を超え、場所を超え、今此処にある。


    　レオンは自分の心臓を叩いた。


    　建物がまるで生き物のように揺れて胎動が響く。


    　漆黒がレオンの右半身から全身へと広がっていく。


    　傷すらも呑み込んで漆黒はレオンを上書きする。


    　建物がさらに揺れる。階段がひび割れて崩れ落ち、ライガはその場にへたり込む。


    　アイラはレオンの変貌に立ち尽くしたまま反応できない。


    　髪も目も唇も肌も全てが黒く塗り替えられていく。


    　レオンの心も思考も魔王になっていく。


    　階段の上でオワリが下唇を噛んでいた。


    　彼女の内から零れ出ようとする感情を無意識に抑えるために。


    「ナル？」


    　レオンの咆哮が大振動となって天井を破壊する。


    　瓦礫は客間にいるレオンやアイラ、アクダマを避けて落ちた。


    　アクダマは体が動かない。初めての感覚だが、これが竦んでいるのだと分かる。


    　月明かりが差し込む。


    　月明かりに照らされた黒い魔王はまっすぐアクダマを睨み付けた。


    　黒い瞳に射貫かれたアクダマは、本能的に英霊降誕を発動する。


    　赤い鎧を纏ったオーディンは空間に無数のグングニルを出現させる。


    　オーディンの雄叫びと同時にグングニルがレオンとアイラに飛ぶ。


    　アイラは避けきれない赤い槍を前にして体が固まったままだ。


    　


    　刃は全て打ち砕かれる。


    　


    　魔王ナルの言葉が空間に響き渡る。


    　すぐさま破裂するグングニル。無数の煌めきを空中にまき散らして消えていく。


    「嘘？」


    　アイラは驚き過ぎて半笑いになる。


    　オーディンの体から赤い光が放たれる。両腕で空間を抱えるように構えると、床から天井ほどの幅を持った最大出力のグングニルが出現する。


    　ナルに劣らぬ凄まじい魔力の放出だった。


    　ナルとオーディンの間に立つアイラは自分の立ち位置を後悔するが、目の前のグングニルから逃れる隙間が無かった。


    「アイラ大丈夫だ。安心してそこに立っていろ」


    　レオンの声だった。振り返ったアイラが見たのは魔王その者なのに、聞き慣れた声に安堵する。


    　オーディンの全力で放たれる巨人の槍グングニルは、万物を追いかけ破壊するまで止まらない。オーディンの渾身の投擲は最高速度で獲物に飛んだ。


    　


    　グングニルは存在しない！


    　


    　迫り来る赤い光を目の当たりにしたアイラが、光の消失に最初に気づく。


    　オーディンは投擲したままの姿勢で顔を上げた。


    　グングニルは？


    　二人の捜すグングニルは消え、後には静寂な空気が残る。


    　あれだけの高出力の魔力が突然消えたことに戸惑う二人を、２階に居たオワリが複雑な表情を浮かべて見ている。


    「ナルが得意としたのは事象を否定する魔法。否定された事象は存在すら無くなる。失った心を取り戻さない限り、グングニルは二度と扱えないだろうね」


    　ナルが駆け出した。オーディンが本体に取り残された黒い幻影を見た時には、もうナルは目の前に来ている。オーディンの鳩尾に黒い拳が叩きこまれる。体を丸めて吐血するオーディンの顔にナルの蹴りが飛ぶ。吹き飛んで家具に衝突したオーディンをナルは追いかける。オーディンは気力を振り絞って空中に手をかざす。赤い光を集約させるが何も形にならない。ナルはその腕に飛びかかると、腕を伸ばさせて自分の膝を当てて力の限り体重をかける。骨が折れる音が響く。激痛にオーディンが悲鳴をあげる。ナルは痛みで硬直したオーディンのあばらに黒い拳を叩き込む。骨が折れる音と感触がナルに伝わる。


    　衝撃で壁まで吹き飛んだオーディンは空中で体勢を整えて、壁に足をつけて反動でナルに突っ込む。


    　グングニルとはオーディンの生き方そのもの。如何なる壁をも破壊する強烈な意志。


    　オーディンの体が赤い光に覆われる。光はオーディンを纏い、形状を研ぎ澄まし、赤い弾丸になる。


    　オーディンの下のアクダマの意志が吠える。


    　全ては大いなる計画のために。歯車として生まれた時から、部品で無くなることは存在を失うことになる。代わりの部品が選ばれれば、自分は用捨てになる。それだけは耐えられない。


    　アクダマが思い浮かべるのは壮大な設計図によって完成される巨大な塔。その塔を一つの部品として支える誇り高き存在価値。


    　邪魔する者は、己の命に代えてでも滅する。


    　ナルは腰を落として身構えた。先ほどの最大出力よりも魔力は劣る。けれどもグングニルそのものになったオーディンの意志は先ほどより強い。


    　オワリは手すりを掴んで身を乗り出す。


    　ナルがその手に黒い光を収束させたからだ。


    「レオンッ！」


    　後ろにいたアイラの呼びかけに、ナルは振り返らずに頷いて見せた。


    　ナルの下のレオンの意志が覚醒する。


    　アイラは騎士になって自分のことを守ると誓ってくれた。


    　自分が弱くて守れていないとアイラは言う。


    　騎士としての才能が無いから騎士になれない。


    　騎士になれなきゃレオンを守れない。


    　それは違うとレオンは思った。


    　アイラはもうずっと自分を守ってくれているじゃないか。


    　彼女が居てくれたから黒死病を生き抜いた。旅を続けられた。自分を捨てた祖国を憎まないでいられた。


    　騎士が誰かを守る存在だというなら、アイラは文句なしで騎士だ。


    　周りは一切関係がない。勝手に役割を制限して解釈するな。


    　アイラはレオンの騎士になると誓った日からとっくに騎士になっている。


    　意志とは行動の始まり。恐怖を越える勇気は意志の終わり。


    　意志を抱いた時点で結果はもう出ている。


    　人は確信したものだけを掴めるのだ。


    　


    　この手は勝利を掴んでいる！


    　


    　レオンの体中の黒が左手に収束していく。漆黒は大きな手になって赤い弾丸を呑み込む。


    　爆ぜる赤い光と光を覆い尽くす黒い光の乱反射が、その場に居た全ての者の視界を奪う。


    　光が収まると、アイラはその場にくずおれて尻もちをつくレオンの背中を見た。


    　髪も肌も左半身だけが黒いレオンの服は穴が開いてボロボロだ。


    　レオンの前には意識を失ったアクダマが倒れている。外傷が目立ち、骨も折れているが、呼吸はしっかりしている。命を奪えなかったのはレオンの意志だ。黒死病を見られたからには殺さなければ、祖国に迷惑がかかる。だが、それで殺せと言う父や兄だとしたら社会のルールも戒律もあったもんじゃない。


    　アイラはレオンに駆け寄った。


    「レオンッ」


    　振り返ったレオンの胸にアイラは飛び込んだ。


    「良かった……本当に」


    　アイラは法王の言葉を思い出す。


    　黒死病が誰かに見られた場合、レオンを殺してお前も自害しろと言われている。


    　本当なら今この場でレオンを殺さなければいけない。


    　だが、アイラにはできなかった。


    　戒律を守る騎士であるなら、従わなければならない命令。それは主に刃を向けることになる。


    　さっきまで戒律を遵守するために脱出を決意したのに、戒律よりもレオンの方が大事で守れない自分が居る。


    「矛盾だらけの二人。きっともうこの社会のどこにも居られない」


    　２階に居たオワリがゆっくりと階段を下りていく。


    「オワリ？」


    　ライガを通り過ぎてオワリは階段の切れ端から飛び降りる。


    　人の価値観はこの社会の在り方を決める。それは確かだが社会は世界の一部でしかない。


    　人の価値観は世界に届かないが、世界にとって不可欠でもある。


    　レオンとアイラが選んだのは、この社会で言えば最も原始的で教養の無い選択だ。


    　けれど、世界から見れば最も当たり前で尊い選択だ。


    　大切な人を守りたい。


    　オワリの口元が綻ぶ。


    　泣きじゃくるアイラの頭を撫でていたレオンは、向こうからやって来る黒髪の少女に気づく。レオンの目が大きく見開かれ、オワリを凝視する。


    「ある時は踊り子、またある時は怪盗、たまに女中だったり……しかして、その正体は！」


    　オワリはマントを放り投げる。


    　するとそこに現れたのは、黒縁眼鏡をつけたワンピース姿の三つ編みの少女だった。


    「私は世界の調停者。人間は私を勇者と呼ぶけど。久しぶりだね、レオン」


    　オワリはスカートの裾を両手で掴みながら、年相応の少女らしく可愛く微笑んだ。

  


  
    エピローグ

  


  　


  　


  
    　本日は晴天なり。


    　宿屋を出たアイラは雲一つ無い青空を見上げた。


    　背中に大きなリュックと大剣、フルーレを背負ったアイラは今にも重さで押し潰されそうな不安定な足取りだ。


    「大剣はまだ持って行くんですか？」


    　後から出てきたクリュウはとんがり帽子を目深く被っていた。手には杖を持ち、肩にかけた風呂敷包みには最低限の着替えしか入っていない。


    「持って行くわよ。お姉様の剣だもの」


    　アイラは拗ねたようにそっぽを向く。


    「そうですか」


    　クリュウは呆れたのか、それ以上は何も言わない。


    　二人は町の出口まで黙ったまま歩き続け、門番に出国手続きをしてアシッドを後にする。


    　町から少し離れた所で二人は木陰に荷物を下ろして振り返った。


    「ねえ、アシッドはこれからどうなるの？」


    　同じ方向を向いた二人は、お互いの顔を合わせる。


    「分かりません。アクダマはアシッド王に引き渡しましたが、クオリア帝国とテイラーのアキレス腱ですから、表だって裁くことはできません。国際情勢のバランスを崩して戦争を起こすわけにはいかないので、内々に示談になるでしょう。今回の後始末で支援国の利権が絡むでしょうが、戦争を避けられたことと、クオリア帝国の介入を防げたことだけは確かですね」


    　アイラの質問にクリュウは手短に答えた。


    「ライガ王子はテイラーの王女との結婚は避けられません。彼は心底嫌がっていましたから、彼を助けたとは言っても、本当の意味で助けられたかどうかは疑問ですね」


    　アイラはふんっと鼻息を荒くする。


    「ライガ王子は自分の意志で王宮に残るって決めたわ。結婚のことだって当然自覚を持ってやるでしょ」


    「誰かの犠牲の上に成り立つ社会。王子であるライガは幸せを多く享受するはずですが、彼にとっての幸せの定義は金でも地位でも無く好きな女性との結婚だとしたら、今の社会システムは幸福を分配する役割を十分に果たしていないと言えます」


    　クリュウの言いたいことはアイラにも良く分かっている。


    　完璧なシステムは無い。できるだけ均等になるような最善の策が今の社会なのだ。


    「完璧じゃないからって間違っているとは言わない。この異端者」


    　クリュウはアイラの膨れっ面に舌を出して見せた。


    「完璧じゃ無いのに自分達が正当だと胸を張って言わないで下さい。厚顔無恥」


    　アイラが眉をピクピク動かす。クリュウは仏頂面だ。


    　二人は同じタイミングで顔を背けた。


    「あんた、私を助けに来なかったでしょ？　どの面下げて一緒に旅をするのよ？」


    「だから、レオンに頼まれてフリーランス商業自治区に向かったと言ったでしょう？」


    　クリュウが因縁をつけるアイラに呆れる。


    　アイラを助けに行く直前、レオンはクリュウにフリーランス商業自治区の有名な商人に会いに行って欲しいと頼んだ。


    　フリーランス商業自治区は、クオリア帝国と聖サザンクロス法王国に対抗できる独立連合である。そこではお金が第一優先で、身分差はお金の前では意味をなさない。経済はフリーランス商業自治区を中心に回っていると言われ、大国もお金の融資や交易でお世話になっている。戦争が始まれば、どこの国もお金をまずフリーランス商業自治区の商人達に借りる。アシッドとテイラーの戦争が再開される時点で、両国とも同じ東の大陸にあるフリーランス商業自治区に融資を依頼していた。


    「ゴルドー家に行ってくれ。レオンが必ず借りを返すから、アシッドとテイラーに圧力をかけてと頼んでくれ。お金が回らなければ、その分、戦争回避の可能性が高くなる」


    　レオンはアイラを助けに行くだけでなく、戦争を止める手立ても考えていた。


    「ゴルドー家とは個人的に交流があるから、後が恐いけど聞き入れてくれると思う。クリュウなら風に乗って目一杯進めば明日の朝までに着けるはずだ」


    　そんなことにまで首をつっこんだのがバレれば、確実にクオリア帝国の不興を買って、聖サザンクロス法王国の立場は悪くなるにも拘わらず、レオンはそこまで決意していた。


    「アイラはきっと戦争を止めようとする。戒律を俺以上に守ろうとする騎士だから。戦争の真っ只中に飛び込んで止めに入ることはさすがにさせたくない」


    　アイラを完全に助けるために、すべきことをレオンは躊躇わないことにしたのだ。


    　誰か一人を助けるだけなら完全に助けられるのに、全員となると歪みが生まれる。


    　レオンはあの時、アイラだけを優先した。


    　それはレオンや魔王に共通する心だ。二つの心は同じ決断を下したのだ。


    　アイラとクリュウは町の方を見ている。


    　二人は待ち人がやって来るまで此処にいる。


    　


    ◆


    　


    「人間は決して平等ではないし、世界は支配する側とされる側によってのみ安定を保つことができる」


    　レオンは子供の頃から法王である父の言葉を胸に刻んだ。


    　法王の息子としての自覚があったから、そう振る舞わないといけないと頑張った。


    　だから魔王と彼に付き従った者達を公然と非難した。


    「どのような環境に生まれたとしても、自分に何ら恥じることなく生きていけばいいのに」


    　レオンは彼らの行動を浅ましいと笑った。


    「彼らは間違ったことをしていたのにね。この世に悪の栄えた時代はないと言うように、結局彼らは敗北した。無駄死にだ。当然の報いだよね」


    　輪廻転生の教えに基づき、彼らは生まれついた時点で罪人だから苦しむのは当然で、自分の現状に耐えられず抗うのは罪を自覚しないことだと確かに思っていた。


    　でも一番の理由は一人の少女に恋をしたから。


    　その少女は法王によって勇者と称えられていた。


    　少女の名前はオワリ。魔王を討ち取った英雄。


    　彼女は当時７歳で魔王を討ち取った。


    　魔王を討ち取った少女は、聖サザンクロス法王国に保護され、レオンとも一緒に過ごした。父や周りの大人はいつもオワリを褒めていたし、レオンも本当に彼女が好きだった。


    　だけど、魔王を討ち取ったと褒められても、オワリは嬉しそうな顔を一度も見せなかった。むしろレオンには彼女がどこか悲しそうにしているとすら感じられた。


    　だからレオンは誰よりも彼女の行いが素晴らしいのだと言い続けた。


    「君は本当に立派なことをしたんだよ」


    　その日も、レオンの部屋の窓際で外の景色を眺めていたオワリに声をかけた。


    　振り返ったオワリは、ソファに深く身を沈めたレオンを見つめる。


    　レオンの鼓動が一つ大きく跳ねた。


    　澄み切った瞳は顔を赤らめたレオンを映す。オワリは無表情のままゆっくりとレオンに近づいて行く。


    　レオンのすぐ前まで来ると、オワリはソファに手を置いてレオンに覆い被さった。


    「あ」


    　オワリの顔がすぐ目の前まで迫り、レオンの鼓動がどんどん跳ね上がっていく。オワリはじっとレオンを見つめている。


    「君はどうしてさっきから私に同意して欲しがっているんだ？」


    「え？」


    　この時レオンは思いがけない言葉に驚きを隠せなかった。


    　レオンは肩を震わせる。オワリの指摘は事実だった。


    　自分でもまだ気づかなかった、本当の思い。


    　漠然と抱いていたこの社会のシステムへの疑問を見抜かれて唇が震える。　


    　レオンは自分がオワリを肯定するのと同時に、彼女にも肯定して欲しかったのだ。


    　魔王を討ち取った勇者に。


    「君自身は本当はどう思っている？」


    　オワリはそっと黙り込んだレオンの頬を撫であげる。柔らかくきめ細かい肌はひんやりとしていた。


    「ど、どうって……彼らは生まれついての罪人だ。あげく、階級制度に反抗して多くの人を殺した。彼らはさらに罪を重ねたんだ」


    　レオンは本音を言えなかった。それはオワリをも否定することだから。


    　少女の黒い瞳が大きく見開かれる。


    「教理ではなく、君自身の言葉が聞きたい」


    「彼らは悪だ。人間はルールを守り、人間の国の価値観を持つが彼らはそうじゃなかった。もう人間じゃない。闇に堕ちた魔族だ！」


    　罵るレオンの心の奥底では、何かが霧のように蠢いてモヤモヤしていた。自分は本気でそう思っていないのが自覚できた。


    　オワリはレオンの顎を指で掴むとクイッと持ち上げる。


    「たまに君のような素養を持った人間が生まれる」


    　オワリの目線はレオンに向けられているが、口調はまるで傍観者のようだった。


    「魔王が死んで10年経ったけど、現在の世界はひどくバランスが悪いんだ。再び選定を開始しないといけない」


    　オワリの顔がゆっくりとレオンに近づいて来る。


    「レオン。君が私に好意を持っているのは知っている」


    「え？　ええ!?　いや、ちょっと……」


    　さすがに本人に恋心を見抜かれてレオンは激しく動揺する。


    「だから君には生き抜いて欲しいな。生き抜いた君が私をどうするのか。私はそれが知りたい」


    　オワリは初めて笑みを見せた。まるでいたずらっ子のようだった。


    　次の瞬間、唇と唇が触れる。オワリの唇の柔らかさに、レオンは体中が焼けるような熱さを覚えた。


    　だがレオンのそれは高揚感から来るものではなかった。


    　まさしく禁忌のキス。


    　この勇者とのキスがレオンの生涯を運命づけた。


    　ごくんっとレオンが呑み込んだ何かは体の奥底に辿り着き、全身に急速に広がっていった。


    　


    ◆


    　


    　路地裏に着いたレオンはすぐに相手を見つけた。


    　半袖に裸足の軽快な格好で、オワリが子供達と一緒にボール遊びをしている。


    　足だけでボールを取り合って得点を取る定番の遊びだ。


    　子供達に交じったオワリは無邪気に笑い、真剣に悔しがり、勝利に燃えている。共に汗を流している子供達は全員が靴を履いていなかった。着ている服も継ぎ接ぎだらけでボロボロだ。ここはアシッドでも貧しい人達が住む区域だった。鉱石で国が潤っているアシッドでも、全員が豊かさを共有しているわけではない。上位の階層から下に向かって豊かさは取られていき、ここに住む者達にまで行き渡らない。全員に行き渡って余るはずの豊かさは、貴族の贅沢で消える。彼らは自分達が幸福を多く独占することに抵抗がない。下にいる者達も最低限の生活の営みを維持することで頭がいっぱいなのだ。


    「おっ！　ごめん。待ち人が来たから抜けるよ」


    　子供達のブーイングを浴びながら、オワリはレオンの所まで走ってきた。


    　オワリはレオンから距離を取って立ち止まる。


    　レオンはオワリをずっと凝視していた。


    「どんな気分だい？」


    　オワリが無邪気に微笑む。レオンは背後の子供達を見て、歯を食いしばって拳を握りしめる。


    「今すぐにでも飛びかかりたい」


    　レオンの返事にオワリは満足そうに頷く。


    「子供達がいるからそれができない？」


    「ああ」


    　レオンの呼吸が荒くなる。オワリが狙って子供達とこの場所で遊んでいるのには気づいている。


    　戦いを始めれば子供達も巻き込んでしまう。


    「それは私への憎しみ？」


    　オワリの顔から笑みが消える。


    　レオンの瞳が大きく見開かれる。


    「だろうね。憎むように脳に刻まれているのだから」


    　レオンはオワリを睨み付ける。この期に及んでも気取った言い回しに我慢ならない。


    　ずっと会いたかった。オワリを見つけるための旅だった。


    　３年前のあの日から想わない日は一日もなかった。


    「なんで！　なんであんなことをしたんだよ!?」


    　激高するレオンにオワリは再び笑顔を浮かべる。


    「あんなことって何を指しているんだい？」


    　レオンは歯を噛み鳴らす。


    「どうして黒死病をばらまいたんだ!?」


    　自分に黒死病を与え、母を死なせる要因を生んだ復讐すべき勇者。


    　それがオワリだった。


    「私が調停者だからだよ」


    　オワリはレオンの問いかけを一蹴した。


    「私には世界の秩序を安定させる役目がある」


    「世界……」


    　個人の話から飛躍しすぎてレオンはついていけない。


    「文字通り、この星そのものだよ。人間だけじゃない。全ての生命が含まれている。全ての種族が共存して暮らしている星で、他の種族や環境に被害を及ぼす種族がいれば、私がバランスを取らないといけない」


    　オワリの言葉は乾いている。事務報告に何の感情も抱いていない。


    「私は人間に限らず、他の種族に関しても調停役として働く。君に会わなかったこの３年の間でも、私は別の種族間のパワーバランスを保つことをやってたよ」


    　レオンはオワリの発言に気持ち悪さを感じた。


    　オワリは生物を個で捉えていない。集合体で見ている。


    「待てよ。じゃあ、魔王ってまさか……！」


    「魔王は人間の数を減らす役割があるのさ。増えすぎないように抑制する劇薬だね。だから必ず少数派に属する者として誕生する。人間社会の多数派に抗う存在でないと機能しないから。だけど、加減ができなくて良いあんばいにならないから勇者が必要になる」


    　何だ、それ？


    　レオンはフツフツと怒りがわき上がってくるのを感じた。


    「前にも君に言ったよね？　黒死病は魔王選別のための儀式だって」


    　黒死病はその時代の大多数が共有する価値観を黒く染める。


    　平たく言えば、その時代の価値観に染まった者の命を奪う。


    　けれど、しょせんは病だ。人の心を見抜けるほど精巧にプログラムできない。


    　ではどうやって施せる範囲のプログラムで判断させるのか？


    　至極簡単だった。


    　何時の時代も少数派は多数派においやられる。優位に立った者が他者を排除する。


    　自分以外の者への差別や迫害、偏見といった感情に反応するようにすればいい。


    　さらに踏み込んで、魔王は逆転した価値観の世界を築く主になるのだから利己的であってはならない。他者への嫉妬の感情も対象にする。


    「その条件で作られたのが黒死病さ。黒死病にかかった者は、自身の心の色に反映して状態が悪化していく。レオン、君は差別を持たなくなったから進行が収まって生きながらえたんだよ。アイラに感謝しなね？」


    「感謝？　どの面を下げてそれを言ってんだよ!?」


    　レオンは抑えきれない怒りで怒鳴った。遊んでいた子供達が動きを止めてレオンを見る。


    「話を続けよう。勇者は黒死病をくぐり抜けた魔王が生まれるまで選定の儀式を続ける。魔王が生まれれば、人類の数が減るまで人間の前には姿を現さない。魔王による人間縮小と価値観の逆転は、およそ２００年はかかるから次の勇者に世代を交代する。新しい勇者が今度は魔王を殺す。魔王は覚醒した時点で不老長寿になるから、相手できるのは勇者しかいないんだ。殺した後はまた人間の数が増えるまで人間の前から姿を消す。勇者には魔王を生み、殺すという二つの役割がある」


    　レオンは老人が赤ん坊のオワリを拾ったことを思い出す。


    「お前と魔王は一緒にいたじゃないか」


    「そうだね。あんな遭遇の仕方は始まって以来だと思うけど、勇者は潜伏期間中もいなくなるわけじゃないから、たまに魔王に見つかることもある。代々の魔王はある意味じゃ勇者の犠牲者だから本能的に勇者を憎むんだ。勇者も魔王を殺す時期が来なければ、逃げる選択肢かできない。だから──」


    　そこで初めて淀みなく喋っていたオワリが言葉を詰まらせた。


    　オワリは遠くを見ながら首を傾げる。


    「どうしてナルは私を殺さなかったんだろう？」


    　オワリから受け継いだ記憶。


    　かつて一人だけ。憎むべき勇者を愛した魔王がいた。


    　先の１００年戦争で人間と戦った魔王ナル。


    　彼は全く苦労もせずに勇者を殺す幸運に恵まれたのに一度も行使しなかった。


    　赤ん坊を抱く老人の心は、確かに憎しみと怒りがあったのに。


    　オワリが肩を竦める。


    「ひょっとしたら、私があまりに小さかったから、様子を見て大きく育ってから殺そうとしたのかも知れない」


    　それはできなかった。赤ん坊が育つにつれて、老人の心に愛情が広がっていったからだ。


    　オワリが再びレオンに顔を向ける。


    「でも彼は勇者を侮っていた。まだ子供だから安心だと思っていたから不意を突かれて殺されたのさ」


    　それは違う。老人は自分を殺そうとする勇者に気づいていた。


    「お前はっ！　どうして自分の育ての親を殺せたんだ！」


    　少女だって老人を愛していた。


    「それも勇者だからって言うのか？」


    　オワリの顔が無表情になる。喜怒哀楽を浮かべる彼女はどこか嘘くさく、こちらの方が自然体の彼女だと感じた。彼女は本当の表情を持たないのだ。


    　オワリはレオンの質問を聞き流し、再び快活な笑顔をうかべる。


    「いよいよ結論を言うと、今回の魔王選定の儀は当初の計画にないことなんだよ。人間社会の価値観が逆転する前に魔王の機能が停止するなんて初めてのことだから」


    　レオンはオワリの言葉が何かを濁しているのに気づく。そこを問おうとするが、彼女はズボンのポケットから黒い欠片を取り出した。


    　途端に、レオンの表情に恐怖の色が浮き上がる。


    「これが何だか分かるよね？」


    　それは３年前にレオンが呑み込んだものだ。


    　黒い欠片はオワリの手の中で浮き上がると黒い光を放つ。


    「おいっ、止めろ！」


    　レオンは身構える。状況によってはすぐに戦闘態勢に入るつもりだった。


    　オワリは顔つきを変えずにレオンに黒い欠片を差し出して見せる。


    「君にこうやって話したのは称賛を込めてるんだ。君は黒死病を生き抜き、限りなく魔王に近いところまで来ている。そして、そうでありながらこの世界の価値観や魔王の価値観に支配されない行動を選んだ。ああ、君はひょっとしたら、魔王とは別の存在になるのかも知れないね」


    「そんな話はどうでもいい。それを今すぐしまえ！　でないと──」


    　オワリは薄笑いを浮かべる。


    「心配しなくても、この国にばらまく黒死病のリミット数は一人に設定するよ。見込みがある子を見つけたんだ」


    　ライガのことだとレオンは気づいていた。


    「魔王の素質を持った人間を見つけるのはなかなか大変なんだ。どんなに優しい人間で、温かく接してくれても、いざその心を覗き込めば少数派を差別する。自分の優位性を保ってないと良い人間を演じる余裕が無いんだろうさ。少し前に、５３２年前の魔王を輩出した山奥の村で黒死病をばらまいたんだけど、誰も生き残らなかった。血縁も関係ないみたいだね。この３年の間、闇雲にばらまいても効果がないと分かったから、一カ所に長期滞在して見極めることにしたんだ」


    　オワリはライガのために裏で色々と動いていた。そこにレオン達がやって来た。思わぬ再会に計画を変更して、オワリはレオンの成長を見極めつつ、魔王として育てようと進む道を誘導した。


    「君は想像以上に成長していたよ。じゃあ、そろそろ私は行くね」


    「俺がいるだろっ！」


    　レオンはたまらず叫んでいた。立ち去ろうとしたオワリが唖然としている。


    　レオンは大きく深呼吸する。


    「俺が必ず魔王になる。だからこれ以上、黒死病をばらまくな！」


    　自己犠牲の心じゃなかった。レオンは自分の胸を押さえる。


    　この気持ちはもっと我欲的なものだ。


    　オワリは小さく笑うと、黒い欠片を握り締める。黒い光は消えていく。


    「まだ……気持ちは変わらないの？」


    　レオンは拳を強く握りしめる。


    　黒死病を完治させる意味がないと分かった以上、このくだらない勇者と魔王の関係を許せなくなった。


    「確かに。君はもう魔王になる以外にこの社会で生きていく場所はないからね」


    「勝手に決めるな！　俺はお前の求める魔王にはならない！　お前も逃がさない！」


    　まるで子供のような反応に、オワリはますます頬が緩む。


    「分かったよ、君がそこまで言うならもう少しの間だけ黒死病をばらまくのは待つよ。ターゲットさえ見つけていればいつでもできるしね。今は君が一番の有望株だからさ」


    　オワリはレオンとの間合いを一瞬で詰めて抱きついた。


    「え？」


    　レオンは肌で感じるオワリの温もりに、懐かしさがこみ上げてくるのを抑えられない。


    　あの頃の気持ちが否応(いや　おう)なしに制御不能になる。


    　オワリはレオンの耳元で囁(ささや)く。


    「この距離なら誰も巻き添えにしないし、君の力ならひと思いに殺せるよ？」


    　密着した体を通して、オワリの心音がレオンに響き渡る。


    　オワリはすでに半分にまで侵食したレオンの黒い顔に手で触れる。


    　黒死病が完全に侵食した時が、レオンが魔王として覚醒する時だ。


    　レオンは自分を見上げるオワリの瞳に魅入られ、体が固くなって指一本動かせない。


    　いつまで経ってもリアクションの無いレオンを見て、オワリは頷いてゆっくりと体を引き離していく。


    「何だか嬉しいよ」


    「黙れ」


    　悔し紛れに悪態をつくしかレオンにはできない。


    「レオン、君はこのまま黒い森の奥に行くつもりだったかもしれないけど、そこは後回しでいいから一度国に帰りなよ。今回のクオリア帝国のこと、このままなあなあにはできないだろう？」


    「……お前はどこに行くんだ？」


    　そう聞かれてオワリは空を見上げた。


    「うん、そうだね。じゃあ、君の行く先々で待ってるよ」


    　オワリがその場からいなくなる。


    　一瞬のこと過ぎて反応できず、レオンは遅れて辺りを見回すが、もうどこにも見当たらない。


    　オワリはまた姿を消したのだ。


    「くそっ」


    　レオンは俯く。オワリに会ったら、いっぱい言いたいことがあった。これまでどんなに苦しかったか、辛かったか、悲しかったか、思い知らせてやりたかった。けれどその中に、オワリを殺す気持ちはない。


    　自分は何をしたいのか、どうすればいいのか、分からない。


    　レオンは頭を押さえ込む。


    　それでも歩くしか無いのだ。


    「行こう」


    　アイラとクリュウが自分を待っている。


    　レオンは路地裏に背を向ける。


    　見上げた空はどこまでも青く澄み切っていて、レオンの気持ちを陰鬱にするのだった。
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